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調
査
日
時

対
応
者

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

開
設
年

定
員

併
設
施
設

階
数

構
造
種
別

設
計

施
工

立
地
の
特
徴

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

復
旧
ま
で
の
期
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

電 気

停
止
の
有
無

復
旧
ま
で
の
期
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

ガ ス

停
止
の
有
無

復
旧
ま
で
の
期
間

ガ
ス
の
種
類

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

被
災
判
定

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

構
造
体
の
被
害
状
況

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

給
水
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

被
害
状
況
・
対
応

給
湯

被
害
状
況
・
対
応

排
水

被
害
状
況
・
対
応

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

消
防
用
非
常
用
電
源

非
常
用
発
電

非
常
用
電
源
設
置
場
所

被
害
状
況

空 調 設 備

空
調
方
式

熱
源

被
害
状
況

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ
ト

（
階
段
）

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

1
週
間
以
降

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

ス
タ
ッ
フ

前
震
後
の
状
況

本
震
時
の
職
員
配
置

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

ス
タ
ッ
フ

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

医
薬
品

介
護
用
品

日
用
品

そ
の
他

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

他
施
設
か
ら
の
支
援

医
療
機
関
と
の
連
携

行
政
と
の
連
携

情
報
共
有
手
段

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数

日
間

震 災 後

想
定
日
数

日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

想
定
災
害

訓
練
頻
度

備
考

今
後
の
 

避
難
訓
練

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

59



施設種別 熊本市 上益城郡 阿蘇郡 宇城市 合計

北区 中央区 東区 南区 益城町 御船町 嘉島町 甲佐町

特養 1施設 1施設 1施設 3施設 １施設 2施設 1施設 1施設 11施設

認知症ＧＨ 1施設 １施設 １施設 1施設 1施設 5施設

小規模多機能 1施設 1施設

合計 1施設 1施設 1施設 2施設 3施設 2施設 2施設 1施設 2施設 2施設 17施設

No.03
No.08
No.07
No.09

No.06

No.13

No.14

No.15

No.01

No.02

No.10

No.12

No.11

No.05

No.04

No.16

No.17
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63



　

　

64



　

65



　

66



67



　
　

68



69



70



71



　

動した。

　

72
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75



76



　

77



78



79



80



81



　

82



　01　特別養護老人ホーム　　　　　くわのみ荘　　　　　　　　　 （熊本市北区          ）
　02　養護・特別養護老人ホーム　ライトホーム /リデルホーム黒髪 （熊本市中央区      ）
　03　小規模多機能型居宅介護　　　いつでんきなっせ　　　　　　 （熊本市東区          ）
　04　特別養護老人ホーム　　　　　祥麟館　　　　　　　　　　　 （熊本市南区          ）
　05　認知症高齢者グループホーム　ヒューマンケア富合　　　　 　（熊本市南区          ）
　06　認知症高齢者グループホーム　GHみなみ阿蘇　　　　　　 　 （阿蘇郡南阿蘇村  ）
　07　特別養護老人ホーム　　　　　みどりの館　　　　　　　     　（阿蘇郡西原村      ）
　08　特別養護老人ホーム　　　　　ひろやす荘　　　　　　　         （上益城郡益城町  ）
　09　特別養護老人ホーム　　　　　いこいの里　　　　　　　         （上益城郡益城町  ）
　10　特別養護老人ホーム　　　　　花へんろ　　　　　　　　         （上益城郡益城町  ）
　11　特別養護老人ホーム　　　　　　　　　　　　　　　　        　 （上益城郡嘉島町  ）
　12　特別養護老人ホーム　　　　　悠優かしま　　　　　　        　 （上益城郡嘉島町  ）
　13　認知症高齢者グループホーム　グループホーム日々輝　　         （上益城郡御船町  ）
　14　特別養護老人ホーム　　　　　グリーンヒル御船  　　　      　 （上益城郡御船町  ）
　15　認知症高齢者グループホーム　GHせせらぎ　　　　　            （上益城郡甲佐町  ）
　16　認知症高齢者グループホーム　GH誉ヶ丘　　　　　　         　（宇城市 ）
　17　特別養護老人ホーム　　　　   しらぬい荘　　　　　　　　　  （宇城市 ）
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特別養護老人ホーム　くわのみ荘

熊本県熊本市北区

特別養護老人ホーム くわのみ荘01

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県
対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県熊本市北区にある特別養護老人ホーム。元々、桑畑であった土地を盛土して建設している。構造は鉄筋
コンクリート造３階建て、定員は 120 人。前震、本震ともに震度６を観測した地域。 当施設は周辺より固い地
盤であったため大きな被害は免れる。構造体の被害はなく、内装材に一部損傷が見られる程度。震災前から、家
具の固定はしていなかった。前震後、余震に備えて倒れた家具はそのままの状態にし、倒せる家具はあらかじめ
倒しておいたため大きな被害はなかった。市水が 3日間止まったが受水槽に貯蔵している分で補い、なくなり次
第支援物資のペットボトルの水を使用した。食器にラップをかけて使用することで洗浄する水の無駄をなくした。
　震災後は居室で待機していた。介護長が偶然施設の近くにおり、倒れそうな家具等を移動させた。台風の教訓
で、電気が止まる前に炊き出しを行い、浴槽に水を溜めていた。福祉避難所の指定を受けており、自立できる高
齢者の方をユニットの談話コーナーで 1週間受け入れた。
　ボランティアの受け入れ時には、24時間シートがあることでボランティアの人も悩まずにケアができた。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○

非構造部材 △ユニットのキッチン上のクロスにずれ
家具備品 △倒れたものはそのまま △わざと倒しておく ○
主要諸室 ○ ○
受水 ×（市水）　貯蔵してあった受水槽の水を使用 ○
排水 ○ ○
受電 ○ ○
ガス ○ ○

給水設備 受水槽が空になった後はペットボトルの水を使用 ○
給湯設備 ○ ○
排水設備 ○ ○
電気設備 ○ ○
照明 ○ ○

コンセント ○ ○
通信設備 × △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 ○
空調設備 ○ ○
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者 ○ ○
職員 引っ越しを余儀なくされた人がいた（2週間） ○
応援 介護職員のボランティアが 1日に 4,5 人（3週間） ○

食糧・水 ○ ○
介護医薬品 ○ ○
日用品 ○ ○

3 0 3 0 0
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特別養護老人ホーム　くわのみ荘

駐車場側の沈下施設外観

梁接合部の亀裂壁の亀裂

職員の家族が使用した居室避難物資が置かれていたホール

余った支援物資ユニットの談話コーナー
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特別養護老人ホーム  くわのみ荘

調
査
日
時

20
16
年
8
月
25
日

対
応
者

施
設
長
、
介
護
長

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
石
井
・
山
口
・
中
嶋
※
・
小
池
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

19
73
年
8
月

定
員

12
0
人

併
設
施
設

訪
問
介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
５
人
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
４
０
人
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

階
数

地
上
3
階
、
地
下
1
階
（
機
械
室
）

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

硯
川
設
計
事
務
所

施
工

松
尾
建
設

立
地
の
特
徴

・
固
い
地
盤
。
元
々
は
桑
畑
で
あ
っ
た

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

３
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
井
水
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
市
水
は
止
ま
っ
た

・
市
水
は
受
水
槽
に
貯
蔵
し
て
い
た
タ
ン
ク
分
は
大
丈
夫
で
あ
っ
た
が
、
な
く
な
り
次
第
支
援
物
資
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
を
使
用

・
食
器
に
ラ
ッ
プ
を
か
け
て
使
用
す
る
こ
と
で
洗
浄
す
る
水
の
無
駄
を
な
く
し
た

電 気

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

ー

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

ガ ス

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

ー
ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
機
械
室
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
厨
房
）

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
非
常
時
の
炊
き
出
し
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
厨
房
で
行
っ
た

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
・
本
震
：
震
度
6

被
災
判
定
損
傷
無

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

入
居
者
：
特
に
な
し

職
　
員
：
自
宅
の
損
傷
に
よ
り
引
っ
越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
が
い
た
（
約
２
週
間
）

　
　
　
　
退
職
者
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
駐
車
場
側
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
少
し
陥
没

・
建
物
北
側
の
地
面
が
長
さ
６
～
７
m
、
深
さ
５
０
㎝
程
度
陥
没

構
造
体
の
被
害
状
況

特
に
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

特
に
な
し

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
一
部
壁
に
亀
裂

・
ユ
ニ
ッ
ト
の
キ
ッ
チ
ン
の
上
の
ク
ロ
ス
に
ず
れ
が
生
じ
た

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

＜
前
震
＞
小
物
や
置
き
型
の
食
器
棚
。
特
に
細
長
く
高
さ
の
あ
る
も
の
は
倒
れ
た

＜
本
震
＞
前
震
後
、
倒
れ
た
家
具
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
、
倒
せ
る
家
具
は
倒
し
て
お
い
た
た
め
被

害
な
し
・
震
災
前
に
家
具
の
固
定
は
し
て
い
な
か
っ
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

特
に
な
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水
・
井
水

給
水
方
式

高
置
水
槽
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

地
上
階
・
容
量
４
０
リ
ッ
ト
ル

被
害
状
況
・
対
応

・
受
水
槽
が
空
に
な
っ
た
時
点
で
支
援
物
資
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
使
用

給
湯

熱
源
：
電
気

被
害
状
況
・
対
応

被
害
な
し

排
水

浄
化
槽

被
害
状
況
・
対
応

・
雨
水
配
管
に
ず
れ
が
生
じ
た

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

有
・
地
上
階

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
＋
室
内
へ
の
供
給
）

非
常
用
発
電

非
常
用
電
源
設
置
場
所

被
害
状
況

空 調 設 備

空
調
方
式

集
中
型

熱
源

電
気

被
害
状
況

被
害
な
し

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
話
が
通
じ
ず
主
に
LI
N
E
で
連
絡
を
と
っ
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
ユ
ニ
ッ
ト
の
職
員
は
LI
N
E
を
使
用

・
施
設
か
ら
の
公
式
な
連
絡
も
LI
N
E
を
使
用

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
前
震
で
一
度
止
ま
っ
た
。
す
ぐ
に
復
旧
し
た
が
使
用
し
な
か
っ
た
。
5
月
半
ば
か
ら
使
用
再
開

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
る
（
地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
受
け
入
れ
を
開
始
）

受
入
れ
場
所

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
部
屋
、
ユ
ニ
ッ
ト
談
話
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
近
く
の
住
民
が
1、
2
人
く
ら
い
避
難
（
次
の
日
に
は
帰
ら
れ
た
）

・
職
員
の
家
族
が
避
難
（
1
階
の
和
室
、
2
階
の
宿
泊
室
を
約
2
週
間
利
用
）

・
本
震
後
、
離
れ
た
場
所
に
あ
る
同
法
人
内
の
共
同
住
宅
（
6
人
）
の
入
居
者
が
職
員
と
避
難
に
き
た

が
次
の
日
に
は
帰
っ
た

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
職
員
の
人
数
の
関
係
上
、付
き
添
い
が
な
く
自
立
で
き
な
い
人
は
断
っ
た
。
自
立
で
き
る
高
齢
者（
要

介
護
３
ま
で
の
方
6
人
）
を
福
祉
避
難
と
し
て
1
週
間
受
け
入
れ
た

・
ユ
ニ
ッ
ト
の
談
話
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
（
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
ベ
ッ
ド
）

1
週
間
以
降

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
休
止
せ
ず
運
営
を
継
続

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

・
介
護
長
が
偶
然
施
設
の
近
く
に
お
り
、
倒
れ
そ
う
な
家
具
を
移
動
さ
せ
た

・
夜
勤
6
人
、
宿
直
1
人
が
滞
在

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
混
乱
な
し

・
認
知
症
で
な
い
人
は
揺
れ
に
気
付
い
た

ス
タ
ッ
フ

・
２
１
時
ま
で
の
遅
出
の
職
員
が
い
た
た
め
、
物
を
移
動
さ
せ
た
り
降
ろ
す
作
業
を
行
っ
た

・
夜
勤
職
員
は
入
居
者
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
た

前
震
後
の
状
況

・
次
の
揺
れ
に
備
え
て
倒
れ
た
物
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
く
 

本
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
6
人
、
宿
直
1
人
が
滞
在

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
混
乱
な
し

ス
タ
ッ
フ

・
前
震
の
怖
さ
か
ら
1
人
暮
ら
し
の
ス
タ
ッ
フ
数
人
が
施
設
に
宿
泊

・
台
風
の
教
訓
で
、
電
気
が
止
ま
る
前
に
炊
き
出
し
を
行
い
、
お
風
呂
に
水
を
溜
め
て
い
た

・
EV
は
復
旧
し
た
が
い
つ
地
震
で
止
ま
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
食
事
は
階
段
を
利
用
し
て
配
膳
を

行
っ
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
委
託
に
変
え
て
い
た
た
め
困
ら
な
か
っ
た

医
薬
品

・
不
足
は
な
か
っ
た

介
護
用
品

・
約
１
週
間
分
を
購
入
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
困
ら
な
か
っ
た

日
用
品

・
不
足
は
な
か
っ
た

そ
の
他

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
本
震
後
、
離
れ
た
場
所
に
あ
る
同
法
人
内
の
共
同
住
宅
の
入
居
者
（
６
人
）
が
職
員
と
避
難
に
き
た
が
次
の
日
に
は
帰
っ

た

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
介
護
職
員
の
方
が
1
日
に
4、
5
人
3
週
間
来
て
も
ら
っ
た

・
他
施
設
の
事
務
長
が
草
刈
り
や
物
資
の
仕
分
け
を
し
て
く
れ
て
と
て
も
助
か
っ
た

医
療
機
関
と
の
連
携

特
に
な
し

行
政
と
の
連
携

施
設
長
が
老
施
協
の
役
員
を
し
て
い
た
た
め
、
物
資
を
北
区
の
施
設
に
分
配
す
る
拠
点
に
な
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
水

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
追
加

3
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

・
年
に
2
回
（
夜
間
・
昼
間
）

・
火
点
場
所
を
決
め
て
お
年
寄
り
を
動
か
さ
ず
職
員
の
み
で
行
っ
て
お
り
、
消
火
器
の
実
技
等
も
実
施

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
地
震
訓
練
時
は
施
設
内
で
安
全
な
場
所
を
把
握
し
て
行
う

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
台
風
の
教
訓
が
役
に
立
っ
た

・
24
時
間
シ
ー
ト
が
あ
っ
た
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
悩
ま
ず
に
ケ
ア
が
で
き
た

・
ユ
ニ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
無
駄
な
動
き
が
な
か
っ
た

・
ユ
ニ
ッ
ト
内
は
日
常
が
守
ら
れ
た
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熊本県熊本市中央区

養護・特別養護老人ホーム ライトホーム/リデルホーム黒髪02

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県
対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県熊本市中央区にある養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、通所介護事業所。鉄筋コンクリート造３階
建て、定員は養護老人ホーム５０人、特別養護老人ホーム３０人。
　前震７強、本震６強を観測した地域。構造部の被害としては壁と柱が離れ接合部に隙間ができる。外装、内装
ともに多く被害が見られた。敷地内にある記念館は被害が大きいため立ち入り禁止となった。ライフラインは、
数時間の停電とガスの停止。ガスは余震がある度に止まり、毎回復旧作業を行った。
　前震時には１階の特別養護老人ホームの入居者を玄関及びホールに避難させ、2,3 階の養護老人ホームの入居
者を外に避難させた。本震時には 2,3 階の入居者もホールに避難させ、ホールや廊下にベッドを持ってきた。地
域の人々も本震時 60 ～ 70 人が避難してきた。福祉避難所の指定を受けており、地域交流スペースと会議室を
使用し要援護者（総数 27人）を受け入れた。
　福祉避難所として子供支援課から小さな子どもを抱えた家族やお腹に子どものいる夫婦の受け入れも行った。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○
非構造部材 △ △ △ △ △ △ △ △
家具備品 △ △ △ △ △ ○
主要諸室 ○ ○
受水 ×（停電により濁りが発生し使用停止） ○
排水 ○ ○
受電 ○ ×（約１時間）
ガス △（余震がある度に止まり、毎回復旧させた）
給水設備 ×（停電により濁りが発生し使用停止） ○
給湯設備 ○ ○
排水設備 △ △
電気設備 ○ ×（約１時間）
照明 ○ ×（約１時間）

コンセント ○ ×（約１時間）
通信設備 × △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用
空調設備 × × × × × × × ×
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者 △（デイサービスは休止） ○
職員 引っ越しを余儀なくされた職員が９人
応援
食糧・水 △（４月中は食糧のみ不足） ○
介護医薬品 ○ ○
日用品 ○ ○

3 0 3 0 0
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建物周辺の沈下施設外観

風呂場のタイル剥がれ柱と壁の境界部分の亀裂

居室　天井パネルの落下クロス状のクラック

敷地内にある記念館の被害「紙管」の仮設間仕切り
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１
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
8
月
24
日

対
応
者

事
務
部
長

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
山
口
・
中
嶋
※
・
小
池
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

19
91
年
6
月

定
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
30
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
人

併
設
施
設

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
１
０
人
、
地
域
密
着
型
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
定
員
２
９
人
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
３
５
人
、
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
１
２
人
、
訪
問
介
護
事
業
所
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

階
数

３
階

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

CR
南
星
建
築
設
計
事
務
所

施
工

三
ツ
矢
建
設

立
地
の
特
徴

・
切
土
中
心

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
一
般
水
は
井
水
を
使
用
し
て
お
り
、
本
震
後
30
分
～
1
時
間
停
電
し
た
た
め
濁
り
が
発
生
し
た

・
飲
料
水
に
は
使
え
ず
、
備
蓄
し
て
あ
っ
た
水
を
使
用
し
た

電 気

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

30
分
～
1
時
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

特
に
な
し

ガ ス

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

数
時
間

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
余
震
が
あ
る
度
に
停
止
す
る
。
毎
回
復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
た

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
7
強
、
本
震
：
6
強

被
災
判
定
受
け
て
い
な
い

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

・
前
震
、
本
震
と
も
に
、
ド
ン
と
き
て
か
ら
横
揺
れ
が
約
２
０
秒
続
い
た
。

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

入
居
者
：
家
具
の
転
倒
で
指
を
挟
ん
だ
人
が
い
る

職
　
員
：
引
っ
越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
職
員
が
９
人

　
　
　
　
退
職
者
な
し
（
本
震
後
、
車
中
泊
・
避
難
所
か
ら
の
出
勤
者
が
３
０
人
）

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
南
側
の
地
盤
が
10
～
15
ｃ
ｍ
沈
没
。
玄
関
付
近
の
地
面
が
斜
め
に
な
る

構
造
体
の
被
害
状
況

・
壁
と
柱
が
離
れ
、
接
合
部
に
隙
間
が
で
き
る

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
サ
ッ
シ
付
近
の
壁
に
亀
裂

・
エ
ク
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
に
被
害

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
天
井
の
脱
落
、
天
井
板
の
ず
れ
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
の
ひ
び
・
ボ
ー
ド
部
の
ひ
び
・
ボ
ー
ド
の
割
れ
 

・
ク
ロ
ス
コ
ー
ナ
ー
部
に
ひ
び
・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
カ
バ
ー
の
脱
落
・
扉
パ
ネ
ル
の
損
傷

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
タ
ン
ス
や
靴
箱
が
転
倒
、
机
が
移
動
、
机
の
上
に
置
い
て
る
物
の
落
下

・
震
災
前
に
突
っ
張
り
棒
等
の
転
倒
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
影
響
な
し

・
敷
地
内
に
あ
る
記
念
館
は
被
害
が
大
き
い
た
め
立
ち
入
り
禁
止
に
な
る

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

井
水

給
水
方
式

高
置
水
槽
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

地
上
階
・
容
量
４
０
リ
ッ
ト
ル

被
害
状
況
・
対
応

・
井
水
は
使
え
る
状
態
で
あ
っ
た
が
濁
り
が
あ
っ
た
た
め
飲
料
水
と
し
て
は
使
え
な
か
っ
た

・
8
月
半
ば
に
高
置
水
槽
に
水
を
上
げ
る
管
が
破
裂

給
湯

熱
源
：
電
気

被
害
状
況
・
対
応

被
害
な
し

排
水

浄
化
槽

被
害
状
況
・
対
応

・
様
々
な
箇
所
で
配
管
か
ら
の
漏
れ
が
生
じ
る

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

有
・
地
上
階

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
作
動
の
み
）

非
常
用
発
電

据
え
置
き
式
　
/　
ポ
ー
タ
ブ
ル
方
式

非
常
用
電
源
設
置
場
所

駐
車
場

被
害
状
況

・
30
分
～
1
時
間
の
停
電

・
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
非
常
用
発
電
機
が
作
動
せ
ず
、
小
型
の
発
電
機
を
電
話
機
の
た
め

に
使
用

空 調 設 備

空
調
方
式

ビ
ル
マ
ル
チ
タ
イ
プ

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
室
外
機
に
繋
が
る
ガ
ス
の
導
管
が
ほ
と
ん
ど
折
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

・
4
月
は
空
調
機
を
使
わ
な
か
っ
た
の
で
気
が
付
か
な
か
っ
た
が
、
6
月
、
7
月
に
な
り
使
用
の
際
に
使
え
な

い
こ
と
が
判
明
し
た

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
前
震
後
は
電
話
が
通
じ
ず
LI
N
E
で
連
絡

・
本
震
後
は
電
話
が
た
ま
に
通
じ
る
程
度

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
は
停
電
の
た
め
30
分
～
1
時
間
使
用
不
可
能
と
な
っ
た

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
揺
れ
に
よ
る
停
止
な
し
。
EV
が
古
い
機
種
で
あ
っ
た
た
め
緊
急
停
止
が
作
動
し
な
か
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
   

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
る
（
地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
受
け
入
れ
を
開
始
）

受
入
れ
場
所

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
部
屋

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

（
開
設
日
5
月
1
日
以
前
）
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
部
屋
で
夫
婦
、
静
養
室
で
1
人
を
受
け
入
れ
る

（
5
月
1
日
以
降
）
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
会
議
室
で
14
人
を
受
け
入
れ
る

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
一
般
避
難
者
は
約
50
人
（
約
半
数
は
大
学
生
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ル
や
玄
関
、
会
議
室
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
避
難
（
マ
ッ
ト
レ
ス
で
対
応
）

1
週
間
以
降

・
1
週
間
後
、
大
学
生
は
大
学
へ
戻
る
。
残
り
の
人
た
ち
に
は
職
員
が
家
の
片
づ
け
を
手
伝
い
に
行
く

等
し
て
家
を
復
旧
さ
せ
2
週
間
後
に
は
自
宅
へ
戻
る

・
5
月
11
日
に
一
般
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
近
く
の
小
学
校
の
体
育
館
が
閉
鎖
と
な
り
、
避
難
者
が

移
動
し
て
く
る

（
最
大
20
人
受
け
入
れ
）

・
8
月
27
日
ま
で
5
人

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
み
4
月
15
日
ま
で
停
止
。

4
月
16
日
か
ら
通
常
運
営
、
そ
の
他
は
休
止
せ
ず
運
営

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

事
務
1
人
、
職
員
6
人

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
１
階
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
は
玄
関
及
び
ホ
ー
ル
に
避
難
（
窓
か
ら
離
れ
た
場
所
）

・
2、
3
階
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
人
は
表
に
出
た
（
約
2,
3
時
間
外
に
い
た
）

ス
タ
ッ
フ

・
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
る
同
じ
法
人
内
の
事
業
所
（
小
規
模
多
機
能
）
の
ス
タ
ッ
フ
が
入
居
者

５
、
６
人
を
連
れ
て
車
で
避
難
し
て
く
る

（
ス
タ
ッ
フ
の
人
手
が
足
り
ず
手
に
負
え
な
い
た
め
）

前
震
後
の
状
況

・
前
震
後
は
ホ
ー
ル
に
避
難
し
た
ま
ま
待
機

本
震
時
の
職
員
配
置

管
理
者
1
人
、
事
務
1
人
、
職
員
6
人

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
1
階
の
ホ
ー
ル
や
廊
下
に
ベ
ッ
ド
を
持
っ
て
く
る
（
4
月
30
日
に
は
部
屋
に
戻
っ
た
）

・
2、
3
階
の
人
は
1
階
の
ホ
ー
ル
に
避
難

ス
タ
ッ
フ

・
管
理
者
が
泊
ま
っ
て
待
機
。
来
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
み
出
勤
（
5
月
1
日
に
は
通
常
勤
務
）

・
地
域
を
回
り
、
避
難
の
受
け
入
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

・
大
学
生
を
中
心
に
約
50
人
が
避
難
し
て
く
る

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
２
日
後
に
一
般
避
難
者
を
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
へ
移
動
さ
せ
る

・
一
般
避
難
者
約
５
０
人
の
食
事
の
対
応
に
苦
労
し
た

・
数
日
、
職
員
の
食
事
を
抜
く
こ
と
が
あ
っ
た

・
地
震
後
に
大
雨
が
あ
り
、
一
般
避
難
者
の
滞
在
が
少
し
長
引
い
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
５
月
１
日
か
ら
熊
本
県
経
営
協
を
通
じ
て
派
遣
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
開
始
す
る

・
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
を
開
始
す
る

・
８
月
２
６
日
ま
で
熊
本
県
経
営
協
を
通
じ
て
派
遣
職
員
が
く
る

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
4
月
中
は
調
達
で
き
な
い
食
材
が
あ
り
一
人
分
の
食
事
量
を
少
し
減
ら
し
て
い
た

・
水
は
足
り
て
い
た
の
で
困
っ
て
い
る
法
人
等
に
配
っ
た

医
薬
品

不
足
は
な
か
っ
た

介
護
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

日
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

そ
の
他

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

特
に
な
し

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
熊
本
県
経
営
協
を
通
し
て
厚
労
省
シ
ス
テ
ム
に
繋
げ
る

・
熊
本
県
経
営
協
を
通
し
て
派
遣
が
く
る

・
２
０
日
以
降
、
支
援
物
資
を
経
営
協
に
参
加
し
て
い
る
６
法
人
に
取
り
に
来
て
も
ら
う

医
療
機
関
と
の
連
携
・
緊
急
の
人
の
対
応
を
依
頼
し
て
も
断
ら
れ
る

行
政
と
の
連
携

・
福
祉
避
難
所
の
依
頼
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
な
し

情
報
共
有
手
段

・
SN
S（
LI
N
E）

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
ク
ッ
ク
チ
ル
で
3
日
間
は
食
事
を
確
保
し
て
い
た

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
1
人
当
た
り
何
本
の
水
が
必
要
か
を
計
算
し
て
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
く

3
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

・
年
に
2
回
（
夜
間
・
昼
間
）

・
夜
間
は
外
に
逃
げ
る
訓
練

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
火
事
以
外
の
想
定
も
検
討

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
福
祉
避
難
所
の
受
入
れ
の
際
、
子
供
支
援
課
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
が
老
人
ホ
ー
ム
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
住
民
側
に
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
っ

た
た
め
、
そ
れ
を
な
く
し
た
い

・
福
祉
避
難
所
は
全
国
か
ら
来
た
派
遣
職
員
の
み
で
運
営
し
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
ち
帰
っ
て
地
元
で
広
め
て
ほ
し
い
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小規模多機能型居宅介護　いつでんきなっせ

熊本県熊本市東区

小規模多機能型居宅介護 いつでんきなっせ03

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本市東区にある小規模多機能型居宅介護事業所。木造２階建て、地域交流拠点を併設。地盤が悪い土地であ
るが、建築の際に基礎杭を適切に施工していたため土砂崩れ、液状化ともに被害を免れる。本震発生時は下から
突き上げる揺れが発生。構造体の被害はないが、内装材のクロスに亀裂が発生。木造の地域交流拠点は土壁が剥
がれ落ちる等被害が大きかったため、建て替えを検討している。
前震後、背の高い家具を倒し、余震に備えていたが、本震では家具の転倒により１階リビングが足の踏み場

がない状態となった。前震、本震ともに避難所には行かず、利用者はそれぞれの居室で待機。被災し自宅で過ご
すことができない一般の人５人を受け入れた。全国小規模多機能型居宅介護事業所と連携し、全国から支援物資
を集め、４月２４日まで各事業所に配達を行った。
震災の教訓は、①一般避難所に向けた緊急ケアチームの必要性、②水と電気の確保、の２点である。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○

非構造部材 クロスのひび割れ、瓦の落下
家具備品 ○ ○ 家具の転倒

主要諸室 △（2階
WC）

受水 × × × × × × ○ 10 日後
排水
受電 × × × × ○ 3,4 日後
ガス × × × × ○ 3,4 日後
給水設備
給湯設備 ×給湯器の転倒により使用不可
排水設備 ○ ○
電気設備 ○ ○
照明

コンセント
通信設備 △電話が一時使用不可
空調設備 ○ ○
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者 ○ ○
職員 ○ ○
応援
食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○支援物資　17日から届く ○ 1週間後から通常
介護医薬品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○支援物資

3 0 3 0 0
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小規模多機能型居宅介護　いつでんきなっせ

1階交流室　クロスのひび割れ施設外観　小規模多機能型居宅介護

室外機の転倒２階へ上る階段　壁のひび割れ

地域交流拠点内部　土壁が剥がれて落ちる施設外観　地域交流拠点

小規模多機能　居室の家具転倒※小規模多機能　居間・食堂の家具転倒※

※ 施設提供
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小規模多機能型居宅介護　いつでんきなっせ

１
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
28
日

対
応
者

川
原
秀
夫
代
表

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
山
口
、
上
田
、
佐
藤
、
中
嶋
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

開
設
年

20
06
年

定
員

登
録
定
員
２
４
人
・
通
い
１
２
人
・

泊
ま
り
９
人

併
設
施
設

地
域
交
流
拠
点

階
数

小
規
模
多
機
能
：
２
階
建
　
地
域
交
流
：
２
階
建

構
造
種
別

小
規
模
多
機
能
：
鉄
骨
造
　
地
域
交
流
：
木
造

設
計

地
元
の
工
務
店

施
工

地
元
の
工
務
店

立
地
の
特
徴

熊
本
駅
か
ら
約
１
０
㎞
の
住
宅
地
に
立
地
。

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

約
１
０
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
鹿
児
島
か
ら
約
２
０
リ
ッ
ト
ル
の
援
助
を
受
け
対
応
し
た

・
熊
本
市
北
部
は
水
が
止
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
生
活
用
水
は
北
区
か
ら
運
搬
し
た

電 気

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

３
，４
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
震
災
前
に
準
備
し
て
い
た
懐
中
電
灯
で
対
応
し
た

ガ ス

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

３
，４
日
間

ガ
ス
の
種
類

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
食
事
作
り
が
困
難
と
な
っ
た

・
ガ
ス
が
使
え
る
近
所
の
家
を
借
り
て
調
理
し
運
搬
し
た

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
６
弱
　
本
震
：
６
強

被
災
判
定
一
部
損
壊

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

・
本
震
で
は
下
か
ら
突
き
上
げ
る
よ
う
な
揺
れ
が
発
生
し
た

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

・
入
居
者
、
職
員
と
も
に
人
的
被
害
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
土
砂
崩
れ
、
液
状
化
と
も
に
被
害
は
な
か
っ
た

・
地
盤
が
悪
い
土
地
で
あ
り
、
建
築
の
際
に
杭
を
し
っ
か
り
と
打
っ
て
い
た
た
め
被
害
が
出
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る

構
造
体
の
被
害
状
況

被
害
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

小
規
模
多
機
能
：
特
に
な
し
　
地
域
交
流
：
瓦
の
落
下

・
小
規
模
多
機
能
は
壁
、
ト
イ
レ
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
室
外
機
の
修
繕
で
約
30
0
万
円
の
費
用
が
発
生

・
地
域
交
流
は
建
て
替
え
を
検
討
を
し
て
い
る

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

小
規
模
多
機
能
：
内
装
材
の
ク
ロ
ス
の
つ
な
ぎ
目
に
沿
っ
て
亀
裂
が
発
生
　

地
域
交
流
：
土
壁
が
剥
が
れ
落
ち
る
被
害
が
発
生

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
前
震
で
は
家
具
転
倒
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
本
震
に
よ
り
発
生
・
家
具
は
揺
れ
方
向
に
転
倒

・
小
規
模
多
機
能
一
階
の
リ
ビ
ン
グ
は
落
下
物
に
よ
り
足
の
踏
み
場
が
な
く
人
が
歩
け
な
い
状
況
と
な

り
、
居
室
の
家
具
は
全
て
転
倒

・
前
震
後
に
背
の
高
い
家
具
は
低
く
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
た
が
、
も
し
も
し
て
い
な
け
れ
ば
顔
に
当

た
る
ほ
ど
で
あ
り
危
険
な
状
態
に
な
っ
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
小
規
模
多
機
能
２
階
。
EV
が
停
止
し
た
た
め
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
震
災
当
時
、
入
居
者
が
お

ら
ず
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
支
障
は
な
か
っ
た

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水

給
水
方
式

水
道
直
結
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

ー

被
害
状
況
・
対
応

・
1
階
の
ト
イ
レ
は
10
日
間
の
断
水
後
使
用
可
能
で
あ
っ
た
が
、
２
階
は
使
用
不
可
と
な
っ
た

給
湯

エ
コ
キ
ュ
ー
ト

被
害
状
況
・
対
応

・
給
湯
器
が
揺
れ
に
よ
っ
て
転
倒
し
使
用
不
可
に
な
っ
た

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

ー
消
防
用
非
常
用
電
源

無
非
常
用
発
電

無
非
常
用
電
源
設
置
場
所

ー
被
害
状
況

ー

空 調 設 備

空
調
方
式

個
別
方
式

熱
源

電
気

被
害
状
況

室
外
機
が
転
倒
、
落
下
し
使
用
で
き
な
く
な
る

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
LI
N
E
は
使
用
で
き
た
が
、
電
話
が
一
時
使
用
不
可
と
な
る

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
ひ
ず
み
が
生
じ
た
た
め
停
止
。
部
品
取
り
寄
せ
の
た
め
５
月
末
ま
で
使
用
で
き
な
か
っ
た

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
な
い

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
被
災
し
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
５
人（
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
）

を
受
け
入
れ
た

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
受
け
入
れ
た
５
人
は
本
震
後
３
日
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
扱
い
と
し
た

・
入
居
者
や
避
難
者
は
リ
ビ
ン
グ
に
集
ま
っ
て
雑
魚
寝
状
態
で
あ
っ
た

1
週
間
以
降

・
5
人
の
受
け
入
れ
は
５
月
初
旬
ま
で
行
っ
て
い
た

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
震
災
後
、
１
日
も
休
ま
ず
に
運
営
を
続
け
た

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

・
夜
勤
の
職
員
1
人
が
滞
在

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
外
は
落
下
し
た
瓦
や
、
道
路
の
損
傷
が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
避
難
所
に
は
行
か
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

居
室
で
待
機
し
て
い
た

・
１
階
の
リ
ビ
ン
グ
に
集
ま
っ
て
就
寝
す
る
人
も
い
た

ス
タ
ッ
フ

・
道
に
瓦
が
落
下
し
て
い
た
た
め
車
で
施
設
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ず
、
管
理
者
が
施
設
に
到
着
す
る

ま
で
に
地
震
発
生
か
ら
約
３
０
分
か
か
っ
た

・
第
一
に
入
居
者
の
安
全
確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
後
約
３
０
分
の
間
に
、
外
に
出
る
の
は
危
険
で
あ
る

と
判
断
し
、
避
難
所
に
行
か
ず
建
物
内
部
で
過
ご
す
こ
と
を
決
定
し
た

・
リ
ビ
ン
グ
に
は
家
具
が
散
乱
し
て
お
り
危
険
な
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
室
で
過
ご
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
た

前
震
後
の
状
況

・
前
震
翌
日
は
部
屋
の
片
づ
け
を
行
っ
た

・
他
施
設
の
被
害
状
況
を
確
認
し
た

本
震
時
の
職
員
配
置

・
夜
勤
の
職
員
1
人
が
滞
在

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
前
震
後
と
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
居
室
で
待
機
し
て
い
た

ス
タ
ッ
フ

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
全
国
か
ら
物
資
集
め
を
手
配
し
た

・
１
７
日
の
午
前
ま
で
熊
本
県
内
の
小
規
模
多
機
能
、
G
H
の
被
害
状
況
の
確
認
を
電
話
で
行
っ
た

・
外
部
か
ら
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
２
、
３
日
後
か
ら
通
常
運
営
し
て
い
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
事
業
所
と
一
般
避
難
所
に
対
し
て
の
人
材
支
援
を
依
頼
し
各
施
設
に
派
遣
（
４
月
２
５
日
～
５
月

３
１
日
ま
で
全
国
か
ら
７
、
８
人
ず
つ
、
４
泊
５
日
で
９
ク
ー
ル
）

・
一
般
避
難
所
に
は
医
療
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
る
が
ケ
ア
チ
ー
ム
の
派
遣
は
な
い
状
態
で
あ
っ
た
(県

内
１
０
か
所
で
１
２
、
１
３
人
程
度
)

・
D
CA
T
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
班
と
し
て
毎
日
10
～
15
人
を
派
遣
し
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
利
用
者
約
１
日
分
の
備
蓄
が
あ
っ
た

医
薬
品

介
護
用
品

・
オ
ム
ツ
は
一
週
間
程
度
の
備
蓄
が
あ
っ
た

日
用
品

そ
の
他

・
本
震
翌
日
の
１
６
日
の
昼
か
ら
九
州
の
小
規
模
多
機
能
連
絡
会
と
連
絡
を
と
り
、
全
国
か
ら
物
資
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ

た ・
１
７
日
に
は
地
域
交
流
拠
点
に
物
資
が
集
ま
り
始
め
た
が
、
瓦
が
落
下
し
て
お
り
危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
北
区
の
同
法

人
施
設
に
移
動
さ
せ
た

・
そ
の
後
約
２
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
各
事
業
所
に
配
達

・
２
０
日
ま
で
物
資
を
集
め
、
そ
の
後
２
４
日
に
配
達
が
完
了
し
た

・
２
４
日
ご
ろ
に
は
周
辺
の
ス
ー
パ
ー
が
再
開
し
始
め
て
お
り
、
物
資
集
め
の
期
間
は
約
１
週
間
で
あ
る

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
物
資
集
め
、
物
資
の
置
き
場
に
つ
い
て
連
携
し
て
動
い
て
い
た

他
施
設
か
ら
の
支
援

医
療
機
関
と
の
連
携

行
政
と
の
連
携

・
約
一
週
間
後
に
熊
本
市
か
ら
施
設
の
被
害
状
況
に
関
す
る
連
絡
が
あ
っ
た
。
一
方
で
本
震
２
日
後
に
通
常
業
務
（
要
介

護
認
定
審
査
会
）
に
関
す
る
連
絡
も
あ
っ
た

情
報
共
有
手
段

・
他
施
設
の
被
害
状
況
の
確
認
は
電
話
で
情
報
収
集
を
行
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
約
１
日
分
の
食
糧
と
水

１
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
震
災
後
に
発
電
機
を
２
台
購
入
し
た

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

・
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
は
２
年
に
１
回
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
震
災
の
よ
う
な
規
模
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た

・
訓
練
で
は
広
い
駐
車
場
に
出
る
と
い
う
想
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
落
ち
た
瓦
や
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
車

や
車
い
す
を
パ
ン
ク
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
外
の
方
が
危
険
で
あ
っ
た

今
後
の
 

避
難
訓
練

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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特別養護老人ホーム　祥麟館

熊本県熊本市南区城南町

特別養護老人ホーム04 祥麟館

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県熊本市南区の段丘地形に立地する鉄筋コンクリート造 2階建の施設。特養の他にショートステイ、デイ
サービスセンター、居宅介護施設が併設されている。利用者、職員に人的被害はなし。建物の被害は、壁・床の
ヒビ、照明カバーの落下、スプリンクラーヘッドが飛び出す等であった。職員 5人の自宅が全壊、20人が半壊。
　電気は前震により停電、自家発電を使用し、2日後に復旧した。停電によりポンプが使用不可能になり断水した。
水は電気と共に 2日後に復旧した。ガスも停止したが、当日復旧した。同一法人の病院は断水していなかったた
め、病院から水を運ぶ。併設のデイサービスを一時休業し、地質調査後の3日後に再開。震災後のデイサービスの重要は高く
、休業時は 2階の緊急ショートステイを利用してもらった。
　福祉避難所としては1人利用（4月 26日～ 5月 10日）。今回の地震で、地域との交流が少ないことを実感した。
公民館で月に 4回開催されている「いきいきサロン」をもっと活用し、地域との交流を深めることが今後の課題。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 〇

非構造部材 照明のカバーが落ちる 〇
家具備品 家具の転倒 〇 家具の転倒
主要諸室 〇
受水 〇 / ×停電 〇 / ×停電 〇 / ×停電 〇 / ×停電 〇
排水 〇
受電 × △自家発電 △自家発電 △自家発電 〇
ガス × × × 〇
給水設備 〇 / ×停電 〇 / ×停電 〇 / ×停電 〇 / ×停電 〇
給湯設備 × × × 〇
排水設備 〇
電気設備 × 〇
照明 × 〇

コンセント × 〇
通信設備 〇携帯電話
空調設備 × 〇
安否確認 〇
入所者 〇
通所者 〇
職員 △全壊 5人
応援 なし
食糧・水 〇備蓄
介護医薬品 〇備蓄
日用品 ○備蓄

3 0 3 0 0

96



特別養護老人ホーム　祥麟館

施設からの風景（段丘地形）施設玄関

居室機能回復訓練室

外壁のひび割れカバーが外れた照明

地盤の整備工事敷地内の被害

97



特別養護老人ホーム　祥麟館

2
階
平
面
図

１
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
30
日

対
応
者

事
務
長

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
石
井
、
濱
崎
、
太
田
、
宮
崎
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

19
92
年

定
員

50
人

併
設
施
設

併
設
：
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
10
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
20
人
、
居
宅
介
護
事
業
所

別
棟
：
老
健
、
障
害
者
施
設

階
数

地
上
2
階
建

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

内
山
設
計
事
務
所

施
工

岩
永
組

立
地
の
特
徴

丘
の
上
。
段
丘
地
形
。

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

2
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
井
水
。
電
気
が
止
ま
る
と
、
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
い

・
同
法
人
の
病
院
は
水
が
出
て
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
も
ら
う

・
ト
イ
レ
は
水
圧
で
流
す

・
最
近
に
な
っ
て
井
戸
が
1
つ
故
障
。
震
災
の
影
響
か

電 気

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

2
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
停
電
。
ガ
ソ
リ
ン
の
購
入
に
大
行
列
、
給
油
に
2
時
間
半
か
か
る
。
福
祉
施
設
だ
か
ら
優
先
的
に
入
手
で

き
る
こ
と
は
な
か
っ
た

・
痰
吸
引
器
が
必
要
な
入
居
者
に
は
自
家
発
電
で
対
応

・
15
日
：
停
電
継
続

ガ ス

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

当
日

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
屋
外
の
10
個
の
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
が
全
て
倒
れ
る
。
当
日
に
業
者
に
電
話
し
、
直
ぐ
に
業
者
が
直
し
て

く
れ
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
調
理
器
具
が
故
障
し
て
い
る
の
で
使
用
で
き
な
か
っ
た

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
米
を
炊
く

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
・
本
震
：
震
度
6
弱

被
災
判
定
損
傷
無

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

入
居
者
：
被
害
な
し

職
員
：
被
害
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
液
状
化
に
よ
り
駐
車
場
に
亀
裂
が
発
生
す
る
。
現
在
ア
ン
カ
ー
設
置
の
施
工
中
（
ラ
イ
ト
工
業
）。

工
事
費
の
高
騰
。
補
助
費
等
の
申
請
よ
り
ま
ず
工
事
を
優
先

構
造
体
の
被
害
状
況

特
に
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
外
壁
に
ひ
び
割
れ

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
照
明
カ
バ
ー
が
落
ち
る

・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
が
飛
び
出
す

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
居
室
・
食
堂
の
家
具
の
転
倒
お
よ
び
事
前
の
家
具
固
定
の
有
無
：
家
具
固
定
無
し

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
特
に
な
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

井
水

給
水
方
式

ポ
ン
プ
圧
送
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

有
・
屋
上
・
16
ト
ン

被
害
状
況
・
対
応

・
14
日
：
井
戸
水
。
電
気
が
止
ま
る
と
、
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
い

給
湯

熱
源
：
ガ
ス

被
害
状
況
・
対
応

・
14
日
：
10
個
の
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
が
全
て
倒
れ
る
。
当
日
に
電
話
、
直
ぐ
に
業
者
が
直
し
て
く
れ
た
。

し
か
し
、
ガ
ス
調
理
器
具
が
故
障
し
て
い
る
の
で
使
用
で
き
な
い
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
米
を
炊
く

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

・
ト
イ
レ
は
水
圧
で
流
す

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

有
・
屋
上

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
作
動
の
み
）

非
常
用
発
電

有
非
常
用
電
源
設
置
場
所

屋
上

被
害
状
況

・
14
日
：
停
電
。
2
日
後
復
旧

空 調 設 備

空
調
方
式

全
館
空
調

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
停
電
で
停
止
。
気
候
が
良
か
っ
た
の
で
、
使
用
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
あ
っ
た

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
普
段
か
ら
職
員
同
士
は
携
帯
で
や
り
と
り
し
て
い
る

・
前
震
後
は
少
し
繋
が
り
に
く
く
な
り
、
メ
ー
ル
を
送
る

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
停
電
で
停
止
。
電
気
復
旧
後
に
復
旧

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
停
止
。
2
日
後
に
稼
働
し
た
が
、
必
要
最
小
限
の
利
用
。
2
週
間
後
か
ら
利
用
再
開

リ
フ
ト

・
停
止
。
2
日
後
に
復
旧

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
る

受
入
れ
場
所

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
廊
下
ス
ペ
ー
ス

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
一
般
の
地
域
住
民
の
避
難
は
な
し
。
2
階
を
職
員
の
家
族
避
難
場
所
と
し
、
5
世
帯
が
利
用
（
最
長

1
週
間
）

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
福
祉
避
難
所
と
し
て
は
1
人
利
用
（
4
月
26
日
～
5
月
10
日
）。
熊
本
市
か
ら
の
依
頼

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
風
呂
を
地
域
に
開
放
し
た
が
、
誰
も
来
な
か
っ
た

1
週
間
以
降

・
1
ヵ
月
後
：
仮
設
で
暮
ら
す
職
員
の
話
し
で
は
、
高
齢
者
の
中
に
は
、
仮
設
で
は
食
事
が
で
な
い
の

で
、
避
難
所
か
ら
移
動
す
る
の
を
拒
む
場
合
も
あ
る

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
休
業
、
地
質
調
査
を
行
い
3
日
後
に
再
開
。
震
災
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

重
要
は
高
く
、
休
業
時
は
2
階
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て
も
ら
う
（
最
大
30
人
を
受
け

入
れ
）。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
を
特
養
に
配
置
す
る
な
ど
し
て
対
応

・
障
害
者
支
援
施
設
の
通
所
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
調
査
時
点
も
休
業
中
。

・
障
害
者
施
設
の
方
が
他
施
設
連
携
等
の
横
の
繋
が
り
が
強
い
。
1
週
間
前
か
ら
他
県
の
支
援
者
が
集

ま
る
。
10
人
程
度

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
：
泊
ま
り
2
人
（
2
階
）、
宿
直
1
人
。
職
員
の
平
均
年
齢
40
歳
程
度

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
14
日
：
停
電
→
自
家
発
電
。
居
室
内
の
家
具
に
大
き
い
物
は
な
い
・
備
え
付
け
な
の
で
被
害
は
少

な
い
。
怪
我
無
し

・
15
日
：
入
居
者
は
ホ
ー
ル
で
過
ご
す
（
1
週
間
継
続
）

ス
タ
ッ
フ

・
14
日
：
事
務
長
が
地
震
後
駆
け
つ
け
る
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
倒
れ
る
。
入
口
の
下
駄
箱
が
倒
れ
て

施
設
に
入
れ
な
い
（
夜
勤
の
職
員
に
開
け
て
も
ら
う
）

・
照
明
の
金
属
カ
バ
ー
が
落
ち
て
き
た
（
大
変
危
険
）

前
震
後
の
状
況

・
14
日
：
入
居
者
の
安
否
確
認
。
電
話
も
繋
が
ら
な
い
。
集
中
介
護
に
切
り
替
え
る
（
意
思
決
定
は

夜
勤
の
職
員
：
安
全
第
一
）。
大
広
間
に
入
居
者
を
移
動
（
3
人
＋
駆
け
つ
け
た
3
人
）。
安
全
の
た

め
入
居
者
を
ベ
ッ
ト
の
下
に
寝
か
せ
る
。
3
人
の
職
員
が
駆
け
つ
け
る
。
職
員
の
安
否
確
認
し
た
が

電
話
が
繋
が
ら
な
い
。
ガ
ラ
ケ
ー
が
多
く
LI
N
E
は
不
可
、
携
帯
電
話
・
メ
ー
ル
を
利
用
（
今
後
の

課
題
・
ク
マ
ノ
ミ
カ
イ
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）。
明
け
方
に
調
理
の
職
員
が
来
る
。
調
理
室
の
被
害
が

甚
大
。
片
付
け
。
ボ
イ
ラ
ー
の
修
繕
。
テ
レ
ビ
全
部
損
壊

・
15
日
：
事
務
長
：
家
族
を
置
い
て
、
施
設
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
葛
藤
。
施
設
に
向
か

う
車
の
中
で
、
娘
に
電
話
を
か
け
る
が
、
電
話
回
線
が
パ
ン
ク
し
て
繋
が
ら
な
い

本
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
：
部
長
・
主
任
を
足
し
た
当
直
4
人
・
宿
直
1
人
体
制
（
1
週
間
継
続
）

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

16
日
：
怪
我
な
し
。
ホ
ー
ル
に
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
よ
か
っ
た

ス
タ
ッ
フ

職
員
65
人
。
全
壊
5
人
、
半
壊
以
下
が
20
人
く
ら
い
。
仮
設
に
移
動
し
た
職
員
も
い
る

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
3
日
間
：
1
日
2
食
（
朝
食
と
昼
食
が
一
緒
に
）。
夜
も
非
常
食
。
高
齢
者
に
は
ミ
キ
サ
ー
で
食
べ

や
す
く
。
3
食
に
戻
っ
た
の
は
4
月
20
日
。
業
者
が
食
材
を
持
っ
て
く
る
が
、
種
類
・
量
が
少
な
い

の
で
調
理
で
き
な
い
。「
マ
ル
キ
ン
納
豆
」
が
無
料
で
納
豆
を
提
供
し
て
く
れ
て
助
か
っ
た

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
一
時
休
業
、
地
質
調
査
を
行
い
3
日
後
に
再
開
。
震
災
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

重
要
は
高
く
、
休
業
時
は
2
階
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て
も
ら
う
（
最
大
30
人
を
受
け

入
れ
）。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
を
特
養
に
配
置
す
る
な
ど
し
て
対
応

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
2
週
間
後
：
県
社
協
か
ら
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
（
宮
崎
県
の
施
設
か
ら
2
人
）。
3
日
間

・
1
ヵ
月
後
：
非
常
勤
の
職
員
1
人
が
離
職
。
益
城
在
住
。
理
由
は
子
供
の
そ
ば
に
い
た
い
と
の
事

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
直
接
施
設
に
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

不
足
は
な
か
っ
た

医
薬
品

不
足
は
な
か
っ
た

介
護
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

日
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

そ
の
他

・
支
援
物
資
は
老
施
協
・
そ
の
他
協
会
を
通
し
て
届
く

・
重
度
の
入
居
者
が
多
い
の
で
、
テ
ー
プ
式
の
オ
ム
ツ
は
使
え
な
か
っ
た
。
余
っ
て
い
る

・
水
も
2
日
後
に
は
復
旧
し
て
い
た
の
で
、
今
も
余
っ
て
い
る

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
休
業
（
4/
20
ま
で
）

・
２
階
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
定
員
10
人
の
と
こ
ろ
を
30
人
に
増
床
し
て
い
た
（
4/
20
ま
で
）

他
施
設
か
ら
の
支
援

特
に
な
し

医
療
機
関
と
の
連
携
・
同
系
列
グ
ル
ー
プ
の
病
院
が
被
災
。
柱
が
座
屈
。
築
50
年
以
上
。
建
替
え

行
政
と
の
連
携

・
3
日
後
、
市
か
ら
状
況
確
認
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
く

・
国
→
県
→
区
。
国
交
省
か
ら
の
補
助
金
の
申
請
が
滞
っ
て
い
る
。
補
助
金
が
決
ま
る
ま
で
修
復
で
き
な
い
。
経
営
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る

情
報
共
有
手
段

・
地
域
に
風
呂
を
開
放
す
る
時
は
市
役
所
に
報
告
し
て
か
ら
行
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
マ
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ス
（
お
い
し
く
な
い
）。
入
居
者
の
分
だ
け

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
特
に
変
更
な
し

3
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

地
震
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
法
定
訓
練
の
み
実
施

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
最
近
防
災
訓
練
を
行
っ
た
。
地
震
防
災
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
消
防
署
に
講
義
を
依
頼
し
た
が
断
ら
れ
た
。
ま
だ
、

そ
う
い
う
状
況
で
は
な
い

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
夜
間
で
よ
か
っ
た

・
地
域
の
人
と
の
交
流
が
少
な
い
、
頼
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
後
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
し
っ
か
り
作
っ
て
い
き
た
い
。

・
公
民
館
で
月
に
4
回
開
催
し
て
い
る
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
も
っ
と
活
用
し
た
い

・
今
後
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
を
建
設
予
定
、
特
に
居
室
の
家
具
の
設
置
方
法
を
検
討
し
た
い

・
防
災
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
た
い
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認知症高齢者グループホーム　ヒューマンケア富合

熊本県熊本市南区富合町

認知症高齢者グループホーム05 ヒューマンケア富合

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　ベットタウンとして近年人口増加傾向にある熊本県熊本市南区富合町に立地する。木造準耐火構造の平屋建て。
利用者、職員に人的被害はなし。建物の被害は、家具が倒れ、食器が割れる等であった。構造に問題なしと判断
したが、地震から 3ヵ月経過した時点で、一部の部屋のドアが勝手に動く等、施設が傾いていると感じる。
　ライフラインの被害状況については断水が 8日間継続した。地下水を導入している隣の企業から水をもらい、
皿洗い・トイレ排水に使用した。料理には備蓄の水を使用した。電気は本震後に停電したが、当日の夕方には復
旧した。ソーラーパネルを設置しているが、蓄電設備がないのであまり役に立たなかった。ガスも当日の夕方に
復旧。本震から 3日後に利用者の食事は普段通りに戻る。近郊の区役所には 700 人の一般避難者がおり、食事
が足りていない状態であったので、当該施設が炊き出しと茶話会を企画した。
　今回の地震は、建物が無事であったため利用者の避難の必要はなかったが、今後は夜勤 2人による避難時の対
応方法等を検討する必要があると述べている。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月

構造体 〇 若干施設が傾いていると感じる
非構造部材 〇
家具備品 ×家具の転倒 〇片づけ ×家具の転倒 〇片づけ
主要諸室 〇 建物が傾きドアが勝手に開く

受水 〇 〇 × △近郊企業の
井戸水を利用 △ 〇 24日

排水 〇
受電 〇 〇 × 〇
ガス × 〇 × 〇
給水設備 〇 〇 × △ △ 〇 24日
給湯設備 〇 〇 × 〇
排水設備 〇
電気設備 〇 〇 × 〇
照明 〇 〇 × 〇

コンセント 〇 〇 × 〇
通信設備 〇 〇 △携帯電話 〇
空調設備 〇
安否確認 〇 〇
入所者 〇
通所者 〇
職員 〇
応援 〇備蓄
食糧・水 〇備蓄
介護医薬品 〇備蓄
日用品 〇備蓄

3 0 3 0 0
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リビング施設外観

受水槽廊下

支援物資前震直後の様子※

支援物資の配布段ボールベット

※ 施設提供
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１
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
30
日

対
応
者

施
設
長
、
管
理
者
、
主
任
(2
人
)

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
石
井
、
濱
崎
、
太
田
、
宮
崎
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
設
年

20
12
年
8
月

定
員

18
人

併
設
施
設

無
し

階
数

平
屋

構
造
種
別

木
造
平
屋
準
耐
火

設
計

平
野
設
計

施
工

　
立
地
の
特
徴

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
近
年
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域
。
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
が
多
い
地
域

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

8
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
隣
の
企
業
の
井
戸
水
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
皿
洗
い
・
ト
イ
レ
の
排
水
に
利
用
し
た

・
料
理
に
は
備
蓄
の
水
を
利
用
し
た

電 気

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

本
震
後
夕
方

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
南
区
の
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
は
16
日
に
復
旧
し
て
い
た

・
前
震
後
に
発
電
機
を
借
り
た
が
、
利
用
せ
ず

・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
あ
る
が
、
蓄
電
が
で
き
な
い
た
め
使
え
な
か
っ
た

ガ ス

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

夕
方

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
本
震
の
前
に
充
填
し
て
い
た
の
で
、
1
週
間
は
持
っ
た
。
本
震
後
に
止
ま
っ
た
が
、
直
ぐ
に
復
旧
し
た

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
6
弱
、
本
震
：
6
強

被
災
判
定
損
傷
無

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

南
区
は
全
壊
・
半
壊
な
し
。

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

入
居
者
：
被
害
な
し

職
　
員
：
被
害
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
最
近
施
設
が
若
干
傾
い
て
い
る
感
じ
が
す
る

構
造
体
の
被
害
状
況

特
に
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
最
近
に
な
っ
て
、
施
設
の
両
端
の
ド
ア
が
勝
手
に
開
く

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

特
に
な
し

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
居
室
・
食
堂
の
家
具
の
転
倒
お
よ
び
事
前
の
家
具
固
定
の
有
無
：
家
具
固
定
無
し

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

特
に
な
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水

給
水
方
式

ポ
ン
プ

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

地
上
階
・
5
ト
ン

被
害
状
況
・
対
応

・
隣
の
企
業
の
井
戸
水
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
皿
洗
い
・
ト
イ
レ
の
排
水
に
利
用
し
た

・
料
理
に
は
備
蓄
の
水
を
利
用

給
湯

ガ
ス

被
害
状
況
・
対
応

・
本
震
の
前
に
充
填
し
て
い
た
の
で
、
1
週
間
は
持
っ
た
。
本
震
後
に
止
ま
っ
た
が
、
直
ぐ
に
復
旧
し
た

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

被
害
な
し

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

有
・
地
上
階

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
作
動
の
み
）

非
常
用
発
電

無
非
常
用
電
源
設
置
場
所

―

被
害
状
況

・
南
区
の
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
は
16
日
に
復
旧
し
て
い
た

・
前
震
後
に
発
電
機
を
借
り
た
が
、
利
用
せ
ず

・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
あ
る
が
、
蓄
電
が
で
き
な
い
た
め
使
え
な
か
っ
た

空 調 設 備

空
調
方
式

各
部
屋
で
管
理
（
個
別
空
調
）

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
電
気
復
旧
後
に
復
旧
し
た

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
固
定
電
話
に
被
害
な
し

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
気
復
旧
後
に
復
旧
し
た

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

無
し

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

無
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
あ
る
が
、
蓄
電
が
で
き
な
い
た
め
非
常
用
発
電
と
し
て
は
使
え
な
か
っ
た
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
な
い

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
一
般
避
難
者
な
し
（
小
学
校
と
区
役
所
が
避
難
所
）

・
職
員
家
族
が
避
難
（
夜
間
の
み
利
用
、
4
日
間
）

・
本
震
後
、
施
設
前
の
道
路
（
区
役
所
へ
向
か
う
）
が
渋
滞

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

1
週
間
以
降

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
2
人
＋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
人

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
リ
ビ
ン
グ
で
過
ご
す

・
食
事
は
、
お
に
ぎ
り
・
み
そ
汁
（
3
日
後
に
は
普
段
の
食
事
に
戻
る
）

ス
タ
ッ
フ

・
入
居
者
の
パ
ッ
ト
交
換
中
。
茫
然
と
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
当
施
設
の
職
員
で
は
な
い
が
介
護

職
経
験
者
。
研
修
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
当
日
は
当
施
設
に
宿
泊
し
て
い
た
）
が
き
て
お
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
示
に
よ
り
入
居
者
の
安
否
確
認
を
行
う

・
食
器
が
全
て
割
れ
る

前
震
後
の
状
況

・
安
否
確
認
。
入
居
者
を
リ
ビ
ン
グ
に
集
め
る
。
動
け
な
い
人
は
布
団
ご
と
移
動

・
携
帯
電
話
で
家
族
に
連
絡

・
ス
タ
ッ
フ
の
安
否
確
認

・
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
こ
の
状
況
で
認
知
症
の
あ
る
入
居
者
が
避
難
所
で
生
活

で
き
る
か
。
考
え
る
と
で
き
な
い
た
め
留
ま
る

・
入
居
者
家
族
で
独
居
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
に
「
G
H
に
避
難
し
ま
す
か
？
」
と
電
話
を
か
け
る
。
避

難
者
（
近
所
の
親
類
の
家
に
避
難
）
は
い
な
か
っ
た

・
夜
が
明
け
る
の
が
長
く
感
じ
る
。
避
難
の
た
め
ド
ア
を
開
け
て
い
た
。
少
し
寒
か
っ
た

・
職
員
の
被
害
：
全
壊
1
人
。
半
壊
1
人
。
避
難
所
か
ら
通
勤
2
人
。
離
職
な
し

本
震
時
の
職
員
配
置

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

ス
タ
ッ
フ

・
3
日
間
：
余
震
が
続
く
。
安
全
第
一
の
た
め
、
少
し
口
調
が
厳
し
く
な
っ
た
り
す
る

・
長
崎
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
個
人
的
）
2
泊
3
日
で
来
訪

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
1
ヵ
月
後
～
現
在
：
入
居
者
の
心
身
に
異
常
な
し
。
職
員
は
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
。
TV
で
地
震
の

映
像
が
映
る
た
び
に
入
居
者
が
「
地
震
な
の
？
」
と
職
員
に
尋
ね
る
。
そ
の
対
応
で
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
る

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
施
設
長
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
支
援
物
資
が
届
く

・
区
役
所
の
避
難
所
に
70
0
人
が
避
難
し
て
お
り
、
食
事
が
足
り
て
い
な
か
っ
た
の
で
炊
き
だ
し

・
茶
話
会
を
行
う

医
薬
品

不
足
は
な
か
っ
た

介
護
用
品

・
備
蓄
が
あ
っ
た
。

・
本
震
後
、
翌
日
は
連
携
し
て
い
る
福
岡
の
施
設
に
連
絡
が
つ
き
、
支
援
物
資
を
送
っ
て
も
ら
う

日
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

そ
の
他

・
前
震
後
、
非
常
食
を
買
い
だ
め
し
て
い
た
。

・
懐
中
電
灯
は
あ
っ
た
が
、明
か
り
が
弱
か
っ
た
。蝋
燭
を
利
用
し
た（
火
事
防
止
：
小
さ
く
切
っ
て
、大
き
め
の
皿
に
の
せ
る
）

・
福
祉
避
難
所
と
し
て
登
録
し
て
い
な
い
が
、
高
齢
者
が
避
難
で
き
る
準
備
（
布
団
等
）
は
震
災
前
か
ら
し
て
い
る

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
施
設
長
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
支
援
物
資
が
届
く

医
療
機
関
と
の
連
携

行
政
と
の
連
携

・
市
と
県
か
ら
の
被
害
確
認
（
電
話
・
FA
X）
が
あ
っ
た
。
前
震
後
は
直
ぐ
。
本
震
後
は
1
週
間
後

・
地
域
密
着
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
安
否
確
認
。
区
ご
と
に
被
害
状
況
を
市
に
伝
え
る
。
市
→
県
へ

・
区
役
所
の
避
難
所
を
支
援
。
7
月
30
日
時
点
で
約
50
人
。
31
日
か
ら
他
の
避
難
所
と
統
合
さ
れ
12
0
人
近
く
な
る

・
避
難
所
の
避
難
者
は
だ
い
ぶ
疲
れ
て
い
る
。
TV
も
好
き
な
番
組
み
れ
な
い
。

・
炊
き
だ
し
・
茶
話
会
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
。
支
援
に
何
回
も
行
く
の
で
、
職
員
の
名
前
を

覚
え
て
も
ら
え
る
。
支
援
は
事
前
に
打
合
せ
を
す
る
（
衛
生
面
・
参
加
人
数
等
）

情
報
共
有
手
段

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数

米
。
水
。

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数

ラ
ン
タ
ン
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
。
簡
易
ト
イ
レ
。
冬
を
想
定
し
て
カ
マ
ド
。

3
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

地
震
へ
の
意
識
は
な
し
。
法
定
訓
練
の
み
実
施
。
富
合
町
は
起
震
車
に
よ
る
訓
練
し
た
こ
と
が
あ
る（
27
年
度
）

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
夜
勤
1
人
で
は
対
応
に
限
界
あ
る

・
今
回
は
建
物
が
無
事
で
あ
っ
た
が
、
避
難
が
必
要
な
場
合
は
夜
勤
2
人
で
ど
う
誘
導
す
る
か
計
画
が
必
要

・
い
ろ
ん
な
訓
練
を
行
い
災
害
経
験
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
自
治
会
・
消
防
所
と
連
携

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
南
区
の
避
難
所
へ
の
支
援
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

・
仮
設
の
自
治
会
長
と
連
携
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熊本県阿蘇郡南阿蘇村

認知症高齢者グループホーム06  GHみなみ阿蘇

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県阿蘇郡南阿蘇村にある認知症高齢者グループホーム。デイサービス、住宅型有料老人ホーム、サービス
付き高齢者向け住宅（以下サ高住）を併設。木造平屋建て。土砂崩れが発生した阿蘇大橋から約２０㎞の場所に
立地。周辺には湧き水の水源がある。地盤、構造体ともに被害なし。外壁の一部にひび割れが発生した程度であ
る。扉が開かなくなったり、石膏ボードや木枠が外れた箇所がある。５月１５日以降修復工事を開始。
　水が停止したが、町が水のポンプを設置し５日後から使用可能となった。復旧までは１日に４、５回湧き水を
車で汲みに行き対応した。建築年が古い住宅型有料老人ホーム、ＧＨの利用者は車に乗り敷地内の駐車場で翌朝
まで車中泊。福祉避難所の指定を受けていなかったが、震災後に指定を受け１８人を受け入れた。カーテンレー
ルを設置し、避難者のプライバシーの確保に努めた。
　トンネル崩壊による出勤困難から被災後 5か月間で職員 11人離職。知人からの紹介や長期のボランティアに
声をかけるなどして 13人の就職者を確保した。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○

非構造部材 △ △
家具備品 家具の転倒 家具の転倒
主要諸室 ○ ○
受水 × × × × × ○ 5日後
排水 ○ ○
受電 × × × × × ○ 5日後
ガス ○ ○

給水設備 ○ ○
給湯設備 × × × × ○ 5日後
排水設備 ○ ○
電気設備
照明

コンセント
通信設備 △wi-fi で LINE や Facebook を使用
空調設備 × × × × ○ 5日後
安否確認 ○ ×（在宅利用者） × ○
入所者 ○ ○
通所者 ○ × × ○
職員 やけど 1人、骨折１人　△出勤困難者７３人中２３人
応援 ○ボランティアが 3か月間で約３００人

食糧・水 ○備蓄
介護医薬品 ○備蓄
日用品 ○備蓄

3 0 3 0 0
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外壁のひび割れ施設外観

GH　居室の家具が転倒する※サ高住　１階の階段横のパワーコンディショナ

簡易の段ボールベッド※リビング　家具転倒※

リビング　福祉避難所のプライバシー確保のためカーテン
レール設置後

カーテンレールによる避難者のプライバシー確保※

※ 施設提供
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１
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
29
日

対
応
者

副
ホ
ー
ム
長

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
佐
藤
、
太
田
、
中
嶋
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
設
年

20
00
年

定
員

18
人

併
設
施
設

訪
問
介
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
定
員
18
人
11
戸
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
10

戸
階
数

平
屋

構
造
種
別

木
造

設
計

安
方
一
級
建
築
士
事
務
所

施
工

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

５
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
周
辺
地
域
で
は
町
が
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
５
日
後
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

・
復
旧
ま
で
は
一
日
４
、
５
回
は
湧
き
水
(阿
蘇
望
の
郷
）
を
車
で
汲
み
に
行
き
対
応
し
た

電 気

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

６
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
発
電
機
４
～
５
台
を
様
々
な
所
か
ら
借
り
て
対
応
し
た

・
太
陽
光
発
電
を
自
家
用
に
切
り
替
え
て
対
応
し
た

ガ ス

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

―
ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
震
度
５
弱
　
本
震
：
６
強

被
災
判
定
判
定
な
し

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

前
震
：
時
計
や
花
瓶
が
落
下

本
震
：
タ
ン
ス
、
皿
、
ロ
ッ
カ
ー
等
が
散
乱
。
入
居
者
の
ベ
ッ
ド
も
揺
れ
に
よ
り
移
動
し
た

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

職
員
：
や
け
ど
１
人
、
骨
折
１
人
(両
者
と
も
自
宅
に
て
)　
入
居
者
：
ケ
ガ
な
し

・
震
災
後
１
か
月
間
に
２
、
３
件
の
緊
急
搬
送
。
救
急
車
が
山
を
越
え
て
移
動
す
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
が

つ
い
て
い
け
ず
家
族
が
付
き
添
っ
た
・
出
勤
困
難
者
が
７
３
人
中
２
３
人

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

被
害
な
し

構
造
体
の
被
害
状
況

被
害
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
一
部
外
壁
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
た

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
扉
が
開
か
な
く
な
っ
た
・
石
膏
ボ
ー
ド
、
木
枠
が
外
れ
た
箇

所
あ
り
・
キ
ッ
チ
ン
の
換
気
ダ
ク
ト
が
外
れ
た
・
全
て
修
復
済
み
(５
月
１
５
日
以
降
修
復
工
事
開
始
)

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
食
器
棚
が
転
倒
し
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

な
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水

給
水
方
式

ポ
ン
プ
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

ー

被
害
状
況
・
対
応

被
害
な
し

給
湯

エ
コ
キ
ュ
ー
ト

被
害
状
況
・
対
応

・
タ
ン
ク
の
転
倒
は
な
か
っ
た

排
水

下
水
直
結

被
害
状
況
・
対
応

被
害
な
し

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

消
防
用
非
常
用
電
源

非
常
用
発
電

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ

非
常
用
電
源
設
置
場
所

結
の
家
（
サ
高
住
）
１
階
の
階
段
横

被
害
状
況

・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
基
盤
が
壊
れ
て
い
た
た
め
誤
作
動
（
午
前
５
時

に
装
置
が
鳴
る
）
が
生
じ
た

空 調 設 備

空
調
方
式

個
別
空
調

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
室
外
機
の
転
倒
な
し

・
普
段
は
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
て
い
る
が
、
近
所
か
ら
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
持
っ
て
き
て
対
応

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
携
帯
会
社
の
う
ち
１
社
だ
け
つ
な
が
っ
た

・
W
i-F
iで
LI
N
E
電
話
や
Fa
ce
bo
ok
を
使
用
し
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
G
H
に
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
は
な
く
、
施
設
内
の
固
定
電
話
で
連
絡
を
取
り
合
っ
た

・
施
設
間
を
歩
い
て
安
否
確
認
を
行
っ
た

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
EV
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
は
電
気
が
停
止
し
、
約
一
週
間
程
度
Ｅ
Ｖ
が
使
用
不
可

と
な
る

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

震
災
前
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
が
震
災
後
福
祉
避
難
所
に
指
定
を
う
け
る
（
１
８
人
）

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
南
阿
蘇
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
で
総
数
５
４
人

・
住
民
避
難
、
福
祉
避
難
所
申
請
を
行
い
18
人
（
内
１
０
人
は
初
め
て
利
用
す
る
方
、
８
人
は
デ
イ

や
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て
い
た
人
）
を
受
け
入
れ
た

・
緊
急
入
居
は
な
し

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
19
日
以
降
、
福
祉
避
難
者
を
受
入
れ
た

・
全
国
か
ら
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
呼
び
か
け
て
集
め
て
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
設
置
す
る

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
の
た
め
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
の
設
置
を
地
元
の
業
者
に
頼
み
、
応
急
的
に
対

応
し
た

・
も
と
も
と
建
物
に
余
裕
（
遊
び
の
空
間
）
が
多
か
っ
た
た
め
、
受
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
た

・
最
大
25
人
の
受
け
入
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
整
え
た

・
７
日
目
は
9
人
の
受
け
入
れ
（
福
祉
避
難
所
対
応
）

1
週
間
以
降

・
一
か
月
以
降
は
7
人
の
受
け
入
れ
（
福
祉
避
難
所
対
応
）
計
18
人

・
７
月
18
日
時
点
で
11
人
の
受
け
入
れ

自
宅
７
人
（
５
人
G
H
定
超
、
３
人
お
と
ま
り
デ
イ
）

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
通
所
は
4
月
31
日
ま
で
休
止

・
訪
問
は
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
人
の
み
を
訪
問

・
立
野
地
区
な
ど
の
利
用
者
は
訪
問
で
き
ず
支
援
終
了
と
な
っ
た

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

・
夜
勤
１
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
き
１
人
の
職
員
が
滞
在
し
て
い
た
（
2
ユ
ニ
ッ
ト
合
計
２
人
）

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
サ
高
住
の
高
齢
者
が
不
安
に
な
ら
れ
た

ス
タ
ッ
フ

・
サ
高
住
に
は
も
と
も
と
夜
勤
者
は
い
な
い
が
、
そ
の
日
は
夜
勤
者
を
配
置
し
た

前
震
後
の
状
況

・
高
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
あ
る
物
な
ど
を
下
に
降
ろ
し
た

本
震
時
の
職
員
配
置

・
夜
勤
１
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
き
１
人
の
職
員
が
滞
在
し
て
い
た
（
2
ユ
ニ
ッ
ト
合
計
２
人
）

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
不
安
げ
な
表
情
で
起
き
る
入
居
者
、
寝
て
い
る
入
居
者
が
と
も
に
い
た

・
不
穏
な
状
態
と
な
っ
た
入
居
者
も
い
た

ス
タ
ッ
フ

・
本
震
直
後
か
ら
安
否
確
認
を
行
っ
た

・
終
わ
り
次
第
、
副
ホ
ー
ム
長
の
判
断
で
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
指
示
を
出
し
た

・
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
建
物
が
古
く
、
建
物
内
に
い
る
こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
た
め
、
G
H
、

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
は
ス
タ
ッ
フ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
で
過
ご
す

・
建
物
前
の
駐
車
場
で
翌
朝
ま
で
車
中
泊

・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
入
居
者
は
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
集
ま
っ
て
夜
を
明
か
し

た ・
G
H
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
者
は
駐
車
場
で
車
中
泊

・
車
イ
ス
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
車
や
送
迎
車
に
乗
車
り
、
そ
の
後
、
暖
を
と
り
つ
つ
お
湯
を
飲
ん
だ

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
で
排
尿
を
行
っ
た

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
出
勤
困
難
者
が
７
３
人
中
２
３
人

・
１
９
日
か
ら
外
部
か
ら
の
支
援
が
入
る
。３
か
月
間
に
30
0
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派
遣
さ
れ
た（
陸

前
高
田
か
ら
６
０
人
以
上
、
４
人
ず
つ
１
か
月
半
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
先
は
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
２
階
（
も
と
も
と
簡
易
宿
泊
所
）、
知

り
合
い
の
家
２
軒
を
借
り
て
簡
易
宿
泊
所
と
し
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
本
震
か
ら
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
出
勤
困
難
者
は
減
っ
て
い
く
が
退
職
意
向
の
職
員
が
増
え
て
い
っ

た ・
グ
ル
ー
プ
全
体
11
人
退
職
、
13
人
就
職

・
主
な
退
職
理
由
は
ト
ン
ネ
ル
崩
壊
に
よ
る
通
勤
困
難
と
自
宅
の
被
災
、
南
阿
蘇
で
働
く
こ
と
に
対
す

る
家
族
の
反
対
な
ど
で
あ
る

・
主
に
人
か
ら
の
紹
介
や
南
阿
蘇
周
辺
の
人
や
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
声
か
け
に
よ
っ
て
就
職
者
を

確
保
し
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
近
所
の
人
か
ら
の
提
供
と
支
援
物
資
で
補
っ
た

医
薬
品

・
支
援
物
資
で
補
っ
た

介
護
用
品

日
用
品

そ
の
他

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
仕
分
け
作
業
を
行
い
、
分
散
に
し
て
保
管
し
た

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
他
部
署
で
連
携
を
は
か
っ
た

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
３
０
日
か
ら
N
PO
法
人
と
と
も
に
「
福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
立
ち
上
げ
に
協
力
。
厚
労
省
の
福

祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用

・
G
H
協
会
を
通
じ
て
述
べ
１
７
０
人
、
個
人
１
２
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
訪

・
G
H
協
会
、
A
D
RA
Ja
pa
n、
Ja
pa
n 
he
ar
t、
認
知
症
介
護
指
導
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

医
療
機
関
と
の
連
携
・
JM
A
T（
途
中
で
連
絡
が
途
絶
え
、
支
援
が
途
絶
え
た
）、
JP
A
T、
か
か
り
つ
け
医
、
TM
A
T

・
緊
急
搬
送
は
東
区
の
病
院
が
多
か
っ
た
が
通
常
よ
り
時
間
が
か
か
っ
た

・
昼
間
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
対
応
が
あ
る
が
夜
は
な
い
た
め
か
か
り
つ
け
医
へ
の
早
め
の
受
診
が
必
要
で
あ
っ
た

行
政
と
の
連
携

・
適
宜
連
絡
交
換
を
行
っ
た
・
厚
労
省
と
直
接
連
絡
交
換

・
救
援
物
資
に
関
す
る
連
絡
は
な
か
っ
た
が
福
祉
避
難
所
と
い
う
こ
と
で
5
日
以
降
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た

情
報
共
有
手
段

・
LI
N
E、
SN
S、
Fa
ce
bo
ok
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
缶
詰
、
カ
レ
ー
等
、
水
で
炊
け
る
お
米

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
ガ
ス
発
電
機
(震
災
前
は
な
か
っ
た
）、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
、
水
、
缶
詰
、
オ
ム
ツ
パ
ッ
ト
、
お
し
り
ふ
き
シ
ー

ト
な
ど

4
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

事
業
所
課
題
か
ら
地
域
課
題
へ

今
後
の
 

避
難
訓
練

地
震
想
定
の
避
難
訓
練
を
検
討
中

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
地
震
保
険
に
入
っ
て
い
る
が
地
盤
被
害
は
保
険
で
は
対
応
で
き
な
い

・
在
宅
高
齢
者
は
普
段
通
っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
避
難
す
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ
と

を
想
定
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
の
話
し
合
い
が
必
要

・
福
祉
避
難
所
の
理
解
（
各
自
治
体
や
事
業
所
裁
量
の
範
囲
、
対
象
者
等
）

・
か
か
り
つ
け
医
と
外
部
支
援
医
療
チ
ー
ム
の
兼
ね
合
い
の
検
討

・
地
域
に
お
け
る
小
規
模
事
業
者
の
役
割

107



特別養護老人ホーム 　みどりの館

熊本県阿蘇郡西原村

特別養護老人ホーム07 みどりの館

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県
対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県阿蘇郡西原村にある特別養護老人ホーム。ショートステイ、デイサービスを併設。2012 年に増築、そ
の後グループホーム（以下ＧＨ）を開設。
　地盤沈下が発生し外壁にひび割れが生じる。主要構造部に大きなクラックはなかったが、後の工事で床下部分
の基礎に複数のクラックがあることがわかった。居室には高い家具を置いていなかったため家具転倒による大き
な被害はなかったが、ベッドが移動する事例が発生。ＧＨの天井の一部が落下。入居者、職員ともに落下物によ
るケガはなし。
　前震直後は居室で待機だったが、本震直後は全入居者（８９人）が駐車場へ避難。翌朝まで駐車場で過ごした。
福祉避難所の指定を受けていたが、今回の震災では受け入れを行わなかった。GHが使えなくなったため特養の
２人部屋を３人で使用、ホールを片付けてベッドを置くなどしてＧＨ入居者の対応を行った。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○

非構造部材 △ △外壁のひび割れ
家具備品 食堂の水屋の転倒 キャビネット、給湯器の転倒
主要諸室 ○ ○
受水 ×（市水） ×（市水） ×（市水） ×（市水） ×（市水） ×（市水） ×（市水） ○ 2か月後
排水 × × × × × × ○ 2週間後
受電 × × × × ○ 2日後
ガス × × × × ○ 2日後
給水設備 ○ ○
給湯設備 △点検までの二週間、使用停止
排水設備 ×ブロア管の不良 × × × × × ○ 2週間後
電気設備 ○ ○
照明

コンセント
通信設備 ○ ○電話は使用可能
空調設備 ○ ○
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者 ○ ○
職員 △全壊２人、半壊１０人、一部損壊２４人、立ち入り禁止３人
応援
食糧・水 △備蓄（水はなし） △備蓄 △備蓄 ○支援物資
介護医薬品 ○
日用品 ○

3 0 3 0 0

108



特別養護老人ホーム 　みどりの館

地盤沈下施設外観

屋外　受水槽従来型

ユニット避難場所となったホール

グループホーム　居室の天井被害グループホーム　キッチン

109



特別養護老人ホーム 　みどりの館

１
階
平
面
図
兼
配
置
図

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

増
築
部
分

特
養

調
査
日
時

20
16
年
7
月
30
日

対
応
者

生
活
相
談
員

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
山
口
、
上
田
、
佐
藤
、
中
嶋
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

19
99
年

定
員

89
人

併
設
施
設

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
20
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
20
人
（
20
12
年
増
築
、
３
、
４
年
後
に
G
H
開
設
）

階
数

平
屋

構
造
種
別

RC
造
（
一
部
S
造
、
G
H
：
木
造
）

設
計

バ
オ
プ
ラ
ー
ン
熊
本

施
工

日
動
建
設
、
三
栄
建
設
、
吉
永
産
業

立
地
の
特
徴

熊
本
空
港
か
ら
約
４
．５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
立
地
。

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

２
か
月
間
（
市
水
）

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
井
戸
水
は
ろ
過
装
置
が
使
え
な
か
っ
た
た
め
飲
み
水
に
は
使
用
せ
ず
生
活
排
水
用
と
し
て
使
用
し
た

・
飲
み
水
は
支
給
さ
れ
た
支
援
物
資
を
使
用
し
て
対
応
し
た

電 気

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

２
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
本
震
か
ら
停
止

・
懐
中
電
灯
、
非
常
用
ラ
ン
タ
ン
で
代
替
し
た

ガ ス

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

２
日
間

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
本
震
か
ら
停
止

・
レ
ン
タ
ル
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
代
替
し
た

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
震
度
６
強
　
本
震
：
震
度
７

被
災
判
定
判
定
な
し

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
地
盤
沈
下
が
発
生

構
造
体
の
被
害
状
況

・
主
要
構
造
部
に
大
き
な
ク
ラ
ッ
ク
は
発
生
し
な
か
っ
た

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
外
壁
に
ひ
び
割
れ
が
多
く
発
生
し
た

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
G
H
の
天
井
の
一
部
が
剥
が
れ
落
ち
た

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
事
務
所
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
給
湯
器
が
全
て
転
倒

・
居
室
に
は
高
い
家
具
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
家
具
の
転
倒
に
よ
る
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

ベ
ッ
ド
が
移
動
す
る
事
例
が
発
生
・
食
堂
の
水
屋
が
転
倒
・
前
震
で
倒
れ
、
移
動
さ
せ
た
り
低
く
し
た

り
と
い
っ
た
措
置
を
と
っ
た
が
本
震
で
も
転
倒
し
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

G
H
全
体
（
天
井
が
落
下
し
、
窓
枠
が
外
れ
た
た
め
現
在
も
使
用
不
可
）
特
養
の
1
ユ
ニ
ッ
ト

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水
・
井
水

給
水
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

建
物
裏
側
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
用
受
水
槽
）・
有
効
容
量
１
４
㎥

被
害
状
況
・
対
応

給
湯

ボ
イ
ラ
ー
(重
油
)

被
害
状
況
・
対
応

・
点
検
が
で
き
る
ま
で
の
２
週
間
は
使
用
し
な
か
っ
た

排
水

浄
化
水
槽

被
害
状
況
・
対
応

・
ブ
ロ
ア
配
管
の
不
良
。
2
週
間
程
度
使
用
不
可
と
な
る

・
ト
イ
レ
は
２
週
間
使
用
不
可
で
あ
っ
た
が
一
カ
所
だ
け
使
用
可
能
な
ト
イ
レ
が
あ
っ
た

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
作
動
の
み
）

非
常
用
発
電

無
非
常
用
電
源
設
置
場
所

据
え
置
き
式

被
害
状
況

・
常
夜
灯
も
あ
っ
た
が
、
２
日
間
は
全
く
電
気
が
付
か
な
か
っ
た
。
そ
の
間
は
懐
中
電
灯
と
ラ
ン
タ
ン
で
対

応
し
た

・
吸
引
は
電
池
式
の
も
の
を
使
用
。
酸
素
が
必
要
な
入
居
者
は
常
時
必
要
な
人
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
酸
素

ボ
ン
ベ
で
対
応
し
た

・
特
養
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
片
側
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
落
下
。
水
浸
し
と
な
り
現
在
も
使
用
不
可
の
状
態

で
あ
る

空 調 設 備

空
調
方
式

マ
ル
チ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
方
式

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
2
日
間
使
用
不
可
と
な
る

・
空
調
の
被
害
は
な
か
っ
た

・
４
月
で
あ
っ
た
た
め
夜
は
肌
寒
い
程
度
で
空
調
は
つ
け
る
か
つ
け
な
い
か
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
話
は
使
用
可
能
と
な
っ
た

・
安
否
確
認
や
緊
急
連
絡
は
部
署
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
し
て
い
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

平
屋
の
た
め
未
設
置

リ
フ
ト

ー
（
階
段
）

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

有
（
指
定
を
受
け
て
い
た
が
機
能
し
な
か
っ
た
）

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
一
般
の
地
域
住
民
の
受
け
入
れ
は
な
か
っ
た

・
入
居
者
８
９
人
全
員
を
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
の
２
１

人
の
帰
宅
を
要
請
し
た
。
し
か
し
２
人
し
か
許
可
が
取
れ
な
か
っ
た
た
め
玉
名
、
山
鹿
市
役
所
（
福

祉
課
）
に
相
談
し
受
け
入
れ
先
を
探
し
た

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
２
人
部
屋
を
３
人
で
使
用
し
た
り
、
ホ
ー
ル
を
片
付
け
て
ベ
ッ
ド
を
置
く
な
ど
し
て
使
え
な
く
な
っ

た
Ｇ
Ｈ
の
入
居
者
の
対
応
を
行
っ
た

・
２
、３
日
後
、居
室
の
片
づ
け
が
終
わ
り
次
第
に
も
と
の
部
屋
へ
戻
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
（
２
２

日
ま
で
）

・
震
災
直
後
は
十
分
に
ス
タ
ッ
フ
数
が
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
か
所
に
入
居
者
が
集
ま
っ

て
い
る
方
が
ケ
ア
を
行
い
や
す
か
っ
た

・
４
月
２
０
～
２
５
日
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
Ｇ
Ｈ
（
被
害
が
大
き
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
）

の
利
用
者
の
受
け
入
れ
先
が
決
定
し
移
動
。
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
し
申
し
送
り
を
行
っ
た

1
週
間
以
降

・
５
月
上
旬
に
は
通
常
ど
お
り
の
状
態
に
な
っ
た

・
６
月
以
降
、
他
施
設
に
移
動
し
て
い
た
G
H
入
居
者
が
戻
っ
て
き
て
た
（
１
人
は
別
の
老
健
へ
移

る
こ
と
が
決
ま
り
、
退
所
）

・
部
屋
を
調
整
し
特
養
の
居
室
を
使
用

・
６
月
１
日
か
ら
一
般
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
人
(６
人
)を
受
入
れ
た
。
仮
設
住
宅
が
完
成
し

た
頃
に
退
出
し
た
人
も
い
る
が
、
現
在
２
人
を
（
仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
困
難
だ
と
判
断
さ
れ
現
在

高
齢
者
住
宅
の
入
居
待
ち
）
受
け
入
れ
て
い
る

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
6
月
ま
で
Ｇ
Ｈ
が
運
営
停
止

特
養
の
一
部
を
Ｇ
Ｈ
の
入
居
者
が
利
用
し
た

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
起
き
て
く
る
入
居
者
も
数
名
い
た
が
、
慌
て
て
い
る
様
子
で
は
な
か
っ
た

ス
タ
ッ
フ

・
外
に
避
難
さ
せ
ず
、
す
ぐ
に
安
否
確
認
を
行
っ
た

・
寝
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
居
室
で
待
機
し
た

・
家
具
転
倒
の
確
認

・
各
フ
ロ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
し
た

前
震
後
の
状
況

・
ユ
ニ
ッ
ト
に
一
時
戻
り
、
通
常
通
り
の
生
活
に
戻
る
・
お
風
呂
も
行
う
・
水
も
流
れ
て
い
た

・
１
５
日
は
比
較
的
通
常
通
り
で
あ
っ
た
が
、
管
理
者
は
夜
も
施
設
内
に
待
機
し
て
い
た

本
震
時
の
職
員
配
置

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
外
の
駐
車
場
へ
避
難
し
た

・
１
６
日
午
前
７
時
半
過
ぎ
か
ら
駐
車
場
か
ら
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
へ
移
動
を
開
始
（
入
居
者
８
９
人
）

ス
タ
ッ
フ

・
建
物
の
被
害
や
危
険
性
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
外
へ
避
難
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

・
地
域
の
消
防
団
（
５
、
６
人
）
と
近
隣
の
ス
タ
ッ
フ
（
男
性
２
人
と
看
護
師
１
人
）
が
協
力
し
、
入

居
者
を
外
の
駐
車
場
へ
誘
導
（
入
居
者
８
９
人
）

・
駐
車
場
に
マ
ッ
ト
レ
ス
を
敷
き
、
そ
の
上
に
座
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
誘
導
し
た

・
そ
の
場
に
い
た
男
性
ス
タ
ッ
フ
が
指
揮
・
翌
朝
ま
で
駐
車
場
で
過
ご
し
た

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
１
６
日
朝
、熊
本
県
警
の
職
員
(５
、６
人
)と
共
に
建
物
を
使
用
で
き
る
と
判
断
。
地
域
交
流
ス
ペ
ー

ス
へ
誘
導
し
た

・
厨
房
で
は
ボ
ン
ベ
を
使
用
し
て
朝
食
を
準
備
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
レ
ン
タ
ル
し
翌
朝
か
ら
１
０
時
と

１
６
時
の
２
回
食
事
を
提
供
し
た

・
飲
み
水
を
確
保
す
る
た
め
に
情
報
を
収
集
（
ど
こ
の
地
域
・
家
で
は
水
が
出
る
か
等
）

・
朝
か
ら
夜
に
か
け
て
入
居
者
の
家
族
か
ら
安
否
確
認
の
電
話
対
応

・
自
宅
の
被
災
状
況
に
よ
り
４
月
い
っ
ぱ
い
休
む
ス
タ
ッ
フ
が
２
人
い
た
が
、
地
震
に
よ
る
離
職
者
は

い
な
か
っ
た

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
た
２
、
３
日
後
か
ら
は
通
常
運
営

・
本
震
後
４
、
５
日
に
は
８
割
９
割
の
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
可
能
と
な
っ
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
地
震
発
生
直
後
、
水
の
備
蓄
は
な
か
っ
た
（
期
限
が
切
れ
た
が
補
充
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
）

・
近
隣
か
ら
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
、
飲
み
水
は
確
保
で
き
た

・
１
6
日
の
夜
中
か
ら
は
個
人
物
資
と
し
て
食
糧
と
水
（
カ
ッ
プ
麺
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
乾
パ
ン
）
が
県
外
か
ら
届
け
ら
れ
た

・
高
齢
者
が
飲
み
込
み
や
す
い
も
の
は
出
入
り
の
業
者
が
提
供

・
お
に
ぎ
り
、
み
そ
汁
だ
け
と
い
う
日
は
地
震
発
生
後
３
日
目
ま
で
。
３
日
目
以
降
は
お
か
ず
を
含
め
た
メ
ニ
ュ
ー
を
厨

房
で
調
理
可
能
と
な
っ
た

・
高
齢
者
が
食
べ
や
す
い
よ
う
に
水
を
多
め
に
し
て
米
を
炊
い
た
り
、
二
度
炊
き
に
し
て
対
応
し
た

医
薬
品

介
護
用
品

・
オ
ム
ツ
類
は
業
者
に
連
絡
し
手
配
し
た

・
支
援
物
資
・
不
足
し
た
も
の
は
特
に
な
し

日
用
品

そ
の
他

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
物
資
の
受
け
取
り
に
関
し
て
の
連
携
が
あ
っ
た

・
そ
の
他
の
施
設
も
被
災
し
て
お
り
、
物
資
の
受
け
取
り
以
外
に
特
別
な
連
携
は
と
く
に
な
か
っ
た

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
地
震
発
生
後
し
ば
ら
く
し
て
、
老
祉
協
が
入
居
者
の
他
施
設
へ
の
受
け
入
れ
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
程
度

で
あ
り
、
特
に
支
援
は
な
か
っ
た

・
Ｇ
Ｈ
入
居
者
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
職
員
独
自
の
個
人
ル
ー
ト
で
連
絡
を
取
り
、
特
養
へ
の
受
け
入
れ
を
直
接
電
話

で
交
渉
し
た

医
療
機
関
と
の
連
携
・
入
院
が
必
要
な
場
合
は
東
区
に
あ
る
施
設
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
関
連
病
院
で
受
診
し
入
院
の
手
配
を
行
っ
た

行
政
と
の
連
携

・
特
に
な
し
　

・
県
か
ら
被
害
状
況
に
関
す
る
調
査
が
あ
っ
た

情
報
共
有
手
段

・
各
部
署
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
し
て
安
否
確
認
、
緊
急
連
絡
を
行
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
３
日
を
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
は
期
限
切
れ
に
よ
る
廃
棄
が
あ
っ
た
。
震
災
発
生
時
は
備
蓄
が
１
日
も
な

い
状
態
で
あ
っ
た

・
米
：
10
0
ｇ
×
20
パ
ッ
ク
×
80
ケ
ー
ス
・
お
か
ゆ
：
10
0
ｇ
×
20
パ
ッ
ク
×
20
ケ
ー
ス

・
水
は
な
か
っ
た

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
現
在
、
委
託
業
者
と
今
後
の
対
応
を
検
討
中

・
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
も
の
：
懐
中
電
灯
（
夜
勤
の
人
数
分
で
あ
る
６
個
程
度
し
か
な
か
っ
た
、
電
池
は
備
蓄

あ
り
）、
ラ
ジ
オ
（
テ
レ
ビ
が
見
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
の
地
震
で
は
入
居
者
か
ら
ラ
ジ
オ
を
借

り
て
い
た
）

3
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災

訓
練
頻
度

年
２
回

備
考

・
総
合
は
６
月
　
夜
間
は
１
２
月
に
行
っ
て
い
る

・
避
難
経
路
の
確
認
は
し
て
お
り
、
初
期
消
火
の
徹
底
を
目
指
し
て
い
る

・
近
隣
　
消
防
団
と
の
連
携
の
必
要
性
は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
、
数
年
前
に
話
し
合
い
も
行
っ
て
い
た

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
密
に
消
防
団
に
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
う

・
近
隣
や
消
防
団
に
施
設
内
部
を
知
っ
て
も
ら
う

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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特別養護老人ホーム　ひろやす荘

熊本県上益城郡益城町

特別養護老人ホーム08 ひろやす荘

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　地震の被害が大きかった熊本県上益城郡益城町に立地する特別養護老人ホーム。施設の計画段階から地域の福
祉拠点として活用できるように鉄筋コンクリート造の平屋 ( 一部 2階 ) で計画された。利用者、職員に人的被害
無し。建物の被害は、壁のひび割れ、床の亀裂、埋め込み式の空調が少し外れる等であった。構造等に問題なし。
前震後に、倒れそうな家具を倒すなどの対策を行ったため、本震の被害はなかった。
　ライフラインの被害状況は、断水 14 日間、停電 5日間、ガス停止 11 日間。断水中は給水車を使用。停電後
は自家発電に切り替え、3日後に発電車が配置される。一般家庭と電圧が異なるため、電気の復旧が遅れる。同
法人の運営する老人保健施設 ( 別敷地 ) は地滑りにより全壊判定。老健の入居者 59 人が当該施設に避難し、40
床の多床室に受け入れる。多床室の利用者 40 人は個室ユニットに移動し、個室を 2人で利用してもらう (5 月
末まで)。前震後、最大200人の一般避難者がロビーで生活していたが、ユニットケアにより避難場所と領域をはっ
きりと分けることができ、利用者は落ち着いて生活できた。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 〇

非構造部材 〇
家具備品 家具の転倒 〇復旧 家具の転倒 〇復旧
主要諸室 〇
受水 × × × × 給水車 給水車 〇 28日復旧
排水 〇
受電 × 自家発電 自家発電 発電車 〇 19日復旧
ガス × × × × × × 〇 25 日普及

給水設備 × × × × 給水車 給水車 〇 28日復旧
給湯設備 × × × × × × 〇 28 日復旧
排水設備 〇
電気設備 × × × × 〇 19 日復旧
照明 × × × × 〇 19 日復旧

コンセント × × × × 〇 19 日復旧
通信設備 〇携帯電話
空調設備 × × × × 〇 19 日復旧
安否確認 〇
入所者 〇
通所者 〇
職員 〇
応援 ・福祉楽団 ( 千葉県 ) から連絡。応援を要請。

食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄
・福岡県の連携施設から支援物資が届く介護医薬品 △備蓄 △備蓄 △備蓄

日用品 △備蓄 △備蓄 △備蓄

3 0 3 0 0
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特別養護老人ホーム　ひろやす荘

玄関ホール施設外観

居室（個室）地域交流多目的ホール（一般避難者受け入れ場所）

床の亀裂設備棟

同法人老健施設の地滑り被害ベットの移動による壁の穴
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特別養護老人ホーム　ひろやす荘

１
階
平
面
図

調
査
日
時

対
応
者

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）

調
査
日
時

20
16
年
7
月
29
日

対
応
者

施
設
長

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
石
井
、
濱
崎
、
宮
崎
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

20
14
年
4
月

定
員

ユ
ニ
ッ
ト
型
10
0
人
、

従
来
型
４
０
人

併
設
施
設

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
１
５
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
３
５
人

階
数

２
階
(２
階
は
職
員
使
用
部
屋
の
み
)

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

硯
川
設
計

施
工

東
洋
建
設
（
入
札
）

立
地
の
特
徴

災
害
避
難
を
想
定
し
、
平
屋
で
設
計

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

14
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
施
設
長
が
自
衛
隊
に
給
水
車
を
要
請
。
給
水
車
が
駐
車
場
に
常
駐

・
4
月
26
日
：
地
下
水
を
汲
む
ポ
ン
プ
が
復
旧
。
少
し
濁
っ
て
い
た
。
ト
イ
レ
の
水
と
し
て
使
用

・
4
月
28
日
：
給
湯
設
備
が
復
旧
し
、
入
浴
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
水
質
検
査
済
み
で
飲
料
可

電 気

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

5
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
14
日
：
停
電
。
自
家
発
電
を
稼
働
。
15
日
：
軽
油
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
ド
ラ
ム
缶
が
な
い
た
め

一
時
断
念
。
ド
ラ
ム
缶
を
建
築
業
者
に
依
頼
し
て
手
に
入
れ
る
。
17
日
：
施
設
長
が
九
州
電
力
に
行
き
、

復
旧
を
依
頼
。
17
日
時
点
で
施
設
に
は
50
0
人
が
生
活
。
発
電
車
2
台
を
出
し
て
く
れ
る
。
施
設
が
一
般

家
庭
と
異
な
る
高
圧
の
電
力
の
た
め
、
復
旧
に
は
工
事
が
必
要
と
な
る
。
19
日
に
電
気
が
復
旧
。
医
療
機

器
を
使
用
す
る
入
居
者
は
無
し
。

オ
ー
ル
電
化
。
食
事
が
正
常
化
し
た
の
は
5
月
30
日（
調
理
機
器
の
故
障
・
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
が
原
因
）

ガ ス

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

11
日
間

ガ
ス
の
種
類

オ
ー
ル
電
化
・
厨
房
の
一
部
で
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
厨
房
で
使
用
し
て
い
た
が
、
揺
れ
で
安
全
装
置
が
働
き
止
ま
る

ガ
ス
停
止
中
は
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
調
理
し
た

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
・
本
震
：
震
度
7

被
災
判
定
損
傷
無

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

・
前
震
と
本
震
の
揺
れ
は
全
然
違
う
。
本
震
は
施
設
内
が
粉
じ
ん
で
真
っ
白
に
な
っ
た
。
施
設
の
窓
を

開
け
避
難
通
路
を
確
保

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

・
入
居
者
：
被
害
な
し

・
職
員
：
被
害
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
特
に
な
し
。
道
路
を
挟
ん
だ
隣
接
地
に
建
て
ら
れ
た
老
健
は
地
滑
り
に
よ
り
使
用
不
可
と
な
る

構
造
体
の
被
害
状
況

・
本
震
後
、
設
計
業
者
が
被
害
確
認
に
く
る
。
特
に
被
害
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
壁
の
ひ
び
割
れ

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
床
に
亀
裂

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
居
室
・
食
堂
の
家
具
の
転
倒
お
よ
び
事
前
の
家
具
固
定
の
有
無
：
家
具
固
定
無
し

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
な
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水
・
井
水

給
水
方
式

ポ
ン
プ
圧
送
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

地
上
階
・
30
㎥

被
害
状
況
・
対
応

上
記

給
湯

熱
源
：
電
気

被
害
状
況
・
対
応

上
記

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

・
前
震
か
ら
3
日
後
、
理
事
長
と
施
設
長
が
災
害
対
策
本
部
に
行
き
、
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
を
依
頼
し
た
が
、

指
定
避
難
所
の
み
と
し
て
断
ら
れ
た
。
設
計
当
初
か
ら
、
避
難
所
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
ト
イ
レ
は
比
較

的
多
く
設
置
し
て
い
た
（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
）。
雨
水
タ
ン
ク
の
利
用
に
よ
り
排
水
で
き
た
が
、

そ
の
後
は
水
圧
で
流
す
。
使
用
す
る
ト
イ
レ
を
限
定
す
る
、
紙
は
流
さ
ず
段
ボ
ー
ル
に
集
め
る
な
ど
の
ル
ー

ル
決
め
。
車
中
泊
の
人
も
ト
イ
レ
を
使
用
。
障
害
者
ト
イ
レ
は
障
害
者
の
み
使
用

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

2
階
建
の
屋
上

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
作
動
の
み
）

非
常
用
発
電

据
え
置
き
式
　

非
常
用
電
源
設
置
場
所

同
敷
地
の
別
棟
2
階
建
の
屋
上

被
害
状
況

特
に
な
し

空 調 設 備

空
調
方
式

各
部
屋
で
管
理

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
埋
め
込
み
式
の
空
調
が
少
し
外
れ
た

・
気
候
が
良
か
っ
た
た
め
、
特
に
空
調
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
携
帯
電
話
を
使
用

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
通
信
機
器
の
被
害
な
し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

被
害
無
し

リ
フ
ト

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

受
け
て
い
た

受
入
れ
場
所

ホ
ー
ル
や
ロ
ビ
ー

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
14
日
～
15
日
：
電
話
に
よ
る
避
難
者
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
。
避
難
し
て
い
る
高
校
生
に
避
難

者
リ
ス
ト
（
名
前
・
年
齢
・
性
別
）
の
作
成
を
依
頼
。
避
難
者
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
も
ら
い
統
制

を
図
る
。
ト
イ
レ
の
使
用
ル
ー
ル
を
作
成
。
避
難
者
へ
の
対
応
は
事
務
職
で
行
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
対

応
が
大
変
で
あ
っ
た

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
17
日
：
福
祉
楽
団
（
千
葉
）
の
方
か
ら
連
絡
が
入
る
。
直
ぐ
に
支
援
依
頼
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
を
早
く
し
た
の
で
助
か
っ
た
人
（
キ
ャ
ン
ナ
ス
・
口
腔
ケ
ア
チ
ー
ム
・
同
和
園
有
志
な
ど
）

施
設
内
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
拠
点
を
設
置
で
き
た

1
週
間
以
降

・
1
か
月
後
に
福
祉
避
難
所
と
し
て
認
定
を
受
け
る
。
初
日
か
ら
の
経
費
に
補
助
が
出
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
国
・
役
所
の
意
見
が
合
わ
な
い
。
福
祉
避
難
所
と
し
て
認
定
後
も
避
難
者
の
受
け
入
れ
は

少
な
い
。
避
難
先
で
既
に
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
移
動
し
た
く
な
い
の
が
原
因

・
現
在
も
8
人
が
避
難
生
活

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
道
路
を
挟
ん
だ
隣
接
地
に
建
つ
老
健
が
被
害
。
地
盤
が
地
滑
り
。
全
壊
判
定
。
建
物
自
体
の
被
害

は
少
な
い
。
3
階
建
。
1
階
が
通
所
・
管
理
等
。
2、
3
階
が
老
健
。
14
日
の
前
震
で
EV
が
止
ま
る
。

16
日
本
震
後
に
入
居
者
59
人
が
全
員
1階
に
移
動
し
て
過
ご
す
。野
戦
病
院
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
。

移
動
が
大
変
で
あ
っ
た
。
平
屋
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
7
人
（
2
ユ
ニ
ッ
ト
に
1
人
）、
当
直
1
人

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
14
日
：
怪
我
な
し
。
家
具
は
倒
れ
た
が
紙
一
重
で
無
事
。
ベ
ッ
ト
も
移
動
し
た
。
就
寝
時
で
よ
か
っ

た
。
安
否
確
認
後
は
各
自
の
居
室
で
就
寝

ス
タ
ッ
フ

・
14
日
：
安
否
確
認
。
理
事
長
と
施
設
長
と
職
員（
息
子
）が
数
分
で
駆
け
つ
け
る（
車
で
5
分
程
度
）。

家
具
が
倒
れ
る
。
停
電
→
自
家
発
電
。
職
員
の
怪
我
な
し
。
自
動
販
売
機
ま
で
動
く
。
入
居
者
の
安

否
確
認
後
、職
員
の
安
否
確
認
。
近
郊
の
職
員
が
施
設
に
集
ま
る
。
落
ち
そ
う
な
物
を
床
に
置
い
た
り
、

倒
れ
そ
う
な
物
を
倒
し
た
り
し
て
安
全
確
保
。
ベ
ッ
ト
は
空
調
設
備
が
落
ち
て
き
て
も
安
全
な
位
置

に
移
動
。
施
設
の
夜
勤
体
制
を
手
厚
く
す
る

前
震
後
の
状
況

・
14
日
：
隣
接
す
る
同
法
人
の
老
健
入
居
者
59
人
を
受
け
入
れ
。
老
健
59
人
を
40
床
の
多
床
室

に
移
動
。
多
床
室
40
人
を
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
（
2
人
部
屋
に
変
更
）
に
移
動
。
EV
が
使
え
な
い
の
で

老
健
の
ベ
ッ
ト
が
移
動
で
き
な
い
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
50
台
確
保
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
か
げ
）

パ
ラ
マ
ウ
ン
ベ
ッ
ト
の
無
償
レ
ン
タ
ル
も
利
用
。
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
15
人
受
け
入
れ
、
個
室

を
2
人
部
屋
に
変
更
。
居
室
は
ベ
ッ
ト
2
台
を
入
れ
て
も
大
丈
夫
な
程
広
か
っ
た

・
14
日
～
15
日
：
一
般
避
難
者
15
0
人
程
度
。
怪
我
を
し
た
人
も
お
り
、
ロ
ビ
ー
で
処
置
。
福
祉

避
難
所
と
し
て
登
録
し
て
あ
る
が
、緊
急
事
態
で
も
あ
る
の
で
、一
般
の
人
の
た
め
に
ホ
ー
ル
を
開
放
。

福
祉
避
難
所
に
は
（
指
定
避
難
所
に
届
く
）
支
援
物
資
が
こ
な
い
。
お
に
ぎ
り
だ
け
回
し
て
も
ら
う
。

施
設
の
非
常
食
で
あ
る
み
そ
汁
を
提
供
。
そ
の
後
、
避
難
者
か
ら
「
昼
は
ど
う
す
る
ん
だ
」
な
ど
の

意
見
が
出
て
く
る
。
施
設
長
が
指
定
避
難
所
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
避
難
者
に
説
明

本
震
時
の
職
員
配
置

施
設
の
夜
勤
体
制
を
手
厚
く
し
て
い
た

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

16
日
：
怪
我
な
し
。
安
否
確
認
後
に
就
寝
。

ス
タ
ッ
フ

・
夜
勤
を
増
や
し
、
日
勤
を
減
ら
す
。
避
難
所
か
ら
通
勤
す
る
職
員
も
い
た

・
家
族
で
施
設
に
避
難
す
る
職
員
も
い
た

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
16
日
：
本
震
後
は
避
難
者
が
20
0
人
に
増
加
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
避
難
所
と
し
て
利
用
す
る

・
一
般
避
難
者
の
対
応
は
事
務
職
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
一
ヶ
月
後
～
現
在
：
老
健
の
利
用
者
は
5
月
末
で
他
の
老
健
施
設
に
移
動
。
2
人
部
屋
が
個
室
に
戻

る ・
軽
度
の
認
知
症
高
齢
者
の
落
ち
込
み
。
発
熱
。
口
腔
ケ
ア
は
大
事

・
褥
瘡
に
気
を
つ
か
っ
て
い
た
が
、
本
震
か
ら
１
ヵ
月
後
く
ら
い
か
ら
で
て
き
た
。
食
事
の
偏
り
・

入
浴
負
荷
が
原
因
か

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
も
借
り
、
職
員
が
少
し
ず
つ
休
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
か
月
半
過
ぎ
た
あ

た
り
か
ら
離
職
す
る
職
員
が
で
て
き
た
。
7
月
末
ま
で
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
す
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
う
や
く
職
員
全
員
が
休
み
を
消
化
で
き
る
。
5
月
5
日
時
点
で
車
中
泊
の
職
員
5
人

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
支
援
物
資
が
届
く
。
水
に
は
困
ら
な
か
っ
た
。
高
齢
者
用
の
栄
養
補
助
食
品
（
ゼ
リ
ー
等
）
が
少
な
か
っ
た
。
レ
ト
ル

ト
食
品
ば
か
り
で
飽
き
て
く
る
。
生
野
菜
は
備
蓄
で
き
な
い
の
で
、
支
援
物
資
と
し
て
持
っ
て
こ
ら
れ
る
と
嬉
し
い

医
薬
品

・
避
難
者
に
湿
布

・
絆
創
膏
等
は
提
供
し
た
が
、
薬
は
処
方
箋
が
な
い
の
で
提
供
し
て
い
な
い

介
護
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

日
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

そ
の
他

・
支
援
物
資
が
偏
る

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
同
法
人
の
老
健
か
ら
避
難
し
て
き
た

他
施
設
か
ら
の
支
援

医
療
機
関
と
の
連
携
・
15
日
か
ら
提
携
し
て
い
る
医
療
機
関
か
ら
医
師
が
き
た
  

行
政
と
の
連
携

・
役
場
は
責
任
を
持
っ
て
く
れ
な
い
。
県
・
厚
労
省
は
一
生
懸
命
や
っ
て
た

情
報
共
有
手
段

・
施
設
長
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
や
っ
て
な
か
っ
た
が
、
施
設
内
の
連
絡
手
段
と
し
て
は
有
効
。
今
後
や
っ
て
い
く
予
定

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数

入
居
者
の
分
の
み
。
今
回
は
足
り
た

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数

備
蓄
の
見
直
し
。
マ
ス
ク
・
ゴ
ム
手
袋
等
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
サ
ブ
ル
製
品
。

3
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

年
３
回
・
夜
間
想
定
訓
練

備
考

地
震
は
ま
っ
た
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
火
災
と
想
定
し
て
職
員
の
役
割
を
確
認
。
法
定
訓
練
の
み
実
施

今
後
の
 

避
難
訓
練

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
避
難
所
と
領
域
を
は
っ
き
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
入
居
者
が
普
段
通
り
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る

・
各
施
設
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
数
に
つ
い
て
、
情
報
・
ル
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
共
有
す
る
べ
き

・
施
設
の
特
徴
を
活
か
し
た
受
け
入
れ
（
妊
婦
→
産
婦
人
科
等
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
様
々
な
職
種
が
あ
つ
ま
る
。
連
携
さ
え
で
き
れ
ば
、
人
材
に
事
欠
か
な
い
。
連
携
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
る
べ
き

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
介
護
職
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
施
設
職
員
の
中
に
も
、
今
後
他
地
域
で
災
害
が
あ
っ
た
ら
支
援
に
行
き
た
い

と
い
う
職
員
も
い
る

・
避
難
し
て
い
る
子
供
と
接
す
る
こ
と
で
入
居
者
が
元
気
に
な
る
な
ど
、
避
難
所
生
活
を
通
し
て
多
世
代
の
交
流
の
良
さ
感
じ
た
。
今
後
は
施
設
内

の
遊
歩
道
や
カ
フ
ェ
も
活
用
し
た
い

・
福
祉
避
難
所
と
し
て
災
害
直
後
か
ら
動
く
べ
き
。
1
ヵ
月
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
形
成
さ
れ
て
し
ま
い
移
動
が
困
難
に
な
る
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特別養護老人ホーム　いこいの里

熊本県上益城郡益城町

特別養護老人ホーム09 いこいの里

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県上益城郡益城町の宅地造成された平地にある特別養護老人ホーム。新興住宅地と旧市街地の間に立地す
る。特別養護老人ホームの定員は 50人の特別養護老人ホームであり、ショートステイ、デイサービス、居宅介
護支援事業所、地域交流スペースが併設されている。
　利用者、職員に人的被害はないが、職員の自宅は全壊が 11人、半壊が 12人いた。一部敷地内が液状化したが、
構造に問題なし。ライフラインの被害状況については、断水が前震時から発生し 5月 7日に復旧。自衛隊の給
水車が 4月 17 日から常駐。電気は前震後に停電し自家発電に切り替え、4月 18 日に復旧。ガスも停止したが、
翌日に復旧。光ケーブルは前震により断線、5月 2日に復旧するまで携帯電話を使用。本震後、施設を開放し、
最大 110 人の一般避難者を受け入れる。2階のセミパブリックホールを一般避難者が利用し、1階のデイサービ
スや会議室を高齢者・障害者が利用した。5月 7日に公民館が使えるようになり、一般避難者 40人がそちらに
移動した。8月の調査時点でも福祉避難所として機能しており、9人の要支援者が生活している。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 〇 ○

非構造部材 〇 ○
家具備品 花瓶の落下 タンス・ＴＶ倒れる
主要諸室 〇 ○
受水 × × × × △給水車 △ 〇 5月 7日
排水 × 〇
受電 × 20 時頃復旧 × △自家発電 〇 18日
ガス × × × 〇

給水設備 × × × × △給水車 △ 〇 5月 7日
給湯設備 × × × × 〇地下水を利用
排水設備 × 〇
電気設備 × 20 時頃復旧 × △自家発電 〇 18日
照明 × 20 時頃復旧 × × ○ 18 日

コンセント × 〇 × × ○ 18 日
通信設備 × △携帯使用 △携帯使用 △携帯使用 △携帯使用 △携帯使用 〇 5月 2日
空調設備 × 〇 × × ○ 18 日
安否確認 〇 〇
入所者 〇 ○
通所者 〇 ○
職員 △全壊 11人、半壊 12人、一部損壊 13人
応援 避難所として施設を開放 22日福原地区の避難所として益城町直轄となる

食糧・水 〇備蓄
介護医薬品 〇備蓄

3 0 3 0 0
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敷地の液状化施設外観

セミパブリックホール（避難者の受け入れ）居室（緊急入所受け入れ　個室から 2人部屋へ）

会議室（避難スペース）通所介護（避難者の受け入れスペース）

洗濯機の使用を分ける（町貸与）支援物資
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１
階
平
面
図

１
階
平
面
図

2
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
29
日

対
応
者

施
設
長

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
石
井
、
濱
崎
、
宮
崎
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

20
12
年
9
月

定
員

50
人

併
設
施
設

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
10
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
35
人
定
員
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
地
域
に
開
放
）

・
利
用
者
は
広
域
。
平
均
要
介
護
度
：
震
災
前
4.
1、
震
災
後
3.
7

階
数

2
階

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

藍
建
築
設
計
事
務
所

施
工

松
尾
建
設

立
地
の
特
徴

宅
地
造
成
さ
れ
た
平
地
。
向
か
い
に
新
興
住
宅
地
。
後
背
地
は
旧
市
街
地
で
、
そ
れ
ら
の
間
に
立
地

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

23
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
水
道
が
止
ま
る
。
備
蓄
の
水
を
使
用
 

・
自
衛
隊
が
給
水
車
を
17
日
に
設
置
 

・
風
呂
も
地
下
水
を
利
用
し
て
シ
ャ
ワ
ー
は
4
月
17
日
か
ら
使
用
可
能

電 気

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

4
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
14
日
：
停
電
→
自
家
発
電
、
軽
油
が
5
時
間
し
か
も
た
な
い
。
15
日
の
20
時
前
に
電
気
復
旧
 

・
16
日
：
本
震
：
再
度
停
電
→
自
家
発
電
に
切
り
替
え
て
18
日
ま
で
自
家
発
電
で
対
応
、
15
日
に
軽
油
を

調
達
し
て
い
た

ガ ス

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

3
日
間

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
ガ
ス
は
一
度
止
ま
っ
た
が
、
同
列
の
企
業
に
よ
り
、
直
ぐ
に
修
理
。
ガ
ス
調
理
器
具
も
修
理
。 

食
事
が
元
に
も
ど
っ
た
の
は
一
週
間
後
。
日
清
医
療
食
品
に
委
託
し
て
い
る
の
で
、
入
居
者
に
は
普
段
の
食

事
が
提
供
で
き
た
。

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
・
本
震
：
震
度
7

被
災
判
定
一
部
損
壊

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

・
14
日
：
花
瓶
が
落
ち
る
程
度

・
16
日
：
タ
ン
ス
・
Ｔ
Ｖ
倒
れ
る

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

・
入
居
者
：
被
害
な
し

・
職
員
：
被
害
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
敷
地
の
一
部
が
液
状
化

構
造
体
の
被
害
状
況

・
特
に
無
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
タ
イ
ル
の
ひ
び
割
れ
が
数
カ
所
発
生

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
床
の
ひ
び
割
れ
が
数
カ
所
発
生

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
居
室
・
食
堂
の
家
具
の
転
倒
お
よ
び
事
前
の
家
具
固
定
無
 

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
特
に
無
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

厨
房
：
市
水
　
そ
の
他
：
井
水

給
水
方
式

ポ
ン
プ
圧
送
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

地
上
階
・
7
ト
ン

被
害
状
況
・
対
応

上
記

給
湯

熱
源
：
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

被
害
状
況
・
対
応

上
記

排
水

下
水
道

被
害
状
況

・
地
盤
変
動
に
よ
り
配
管
が
割
れ
た
。
ト
イ
レ
4
カ
所
の
排
水
が
止
ま
る
。
系
列
グ
ル
ー
プ
の
電
気
設
備
会

社
に
依
頼
し
、
14
日
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
用
の
自
家
発
電
用
の
電
源
を
ト
イ
レ
の
排
水
に
使
え
る
よ
う
ポ

ン
プ
に
接
続
を
変
更
し
た
（
非
常
時
の
た
め
施
設
長
の
判
断
）

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

有
・
地
上
階

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
　
コ
ン
セ
ン
ト
（
数
カ
所
））

非
常
用
発
電

据
え
置
き
式
　

非
常
用
電
源
設
置
場
所

地
上
階

被
害
状
況

上
記

空 調 設 備

空
調
方
式

各
部
屋
で
管
理

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
被
害
な
し
。
気
候
が
よ
か
っ
た
の
で
使
用
し
て
い
な
か
っ
た

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
光
ケ
ー
ブ
ル
が
断
線
。
5
月
2
日
復
旧
。
携
帯
電
話
を
使
用
。
w
ifi
を
使
用
。

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
停
電
に
よ
り
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
は
使
用
不
可

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
停
電
に
よ
り
停
止
。
5
月
12
日
復
旧
。
必
然
的
に
元
気
・
若
い
避
難
者
が
2
階
と
な
っ
た

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
る

受
入
れ
場
所

セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
1
階
会
議
室

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
本
震
後
、
近
く
の
公
民
館
に
避
難
し
て
い
た
人
達
が
不
安
に
な
り
、
施
設
を
開
放
し
て
く
れ
る
よ

う
依
頼
が
き
た
 

・
施
設
を
開
放
し
、
最
大
11
0
人
も
の
一
般
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
 

福
祉
避
難
所
と
し
て
登
録
し
て
は
い
た
が
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
動
す
る
前
に
一
般
避
難
者
が
避

難
し
て
き
た
 

・
一
般
避
難
者
は
2
階
の
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
受
け
入
れ
た
。
雑
魚
寝
 

・
障
害
者
や
高
齢
者
は
1
階
会
議
室
に
受
け
入
れ
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
て
高
齢
者
・
障
害

者
の
家
族
も
一
緒
に
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
た
。
結
果
と
し
て
、
1
階
が
福
祉
避
難
所
、
2
階

が
一
般
避
難
所
の
よ
う
に
な
っ
た
 

・
避
難
者
の
怪
我
は
当
直
の
看
護
職
員
が
対
応

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
3
日
後
：
避
難
所
の
運
営
は
区
長
と
施
設
長
で
行
っ
て
い
た
が
、
噂
を
聞
き
つ
け
、
区
以
外
の
避
難

者
も
集
ま
っ
て
き
た
。
区
長
が
町
に
相
談
し
、
22
日
に
福
田
地
区
の
避
難
所
と
し
て
正
式
に
益
城
町

直
轄
と
な
る
（
指
定
避
難
所
扱
い
）。
こ
れ
に
よ
り
支
援
物
資
が
く
る
よ
う
に
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
は
町
に
任
せ
た
。
避
難
者
の
リ
ス
ト
を
作
成
（
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
住
所
） 

・
人
手
が
足
り
な
い
時
は
町
に
申
請
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
。
老
施
協
か
ら
も
職
員
に
来
て
も
ら
っ

た
 

・
メ
デ
ィ
ア
は
施
設
長
が
対
応
。
粗
探
し
ば
か
り
す
る
一
社
は
取
材
拒
否
を
し
た

1
週
間
以
降

・
1
ヵ
月
～
現
在
：
今
は
福
祉
避
難
所
と
し
て
機
能
。
9
人
の
福
祉
避
難
者
が
い
る
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・

会
議
室
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
。
7
月
末
で
町
の
職
員
は
元
の
職
場
に
戻
る
。
仮
設
が
で
き
る
8
月
末

ま
で
9
人
の
福
祉
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
予
定
 

・
離
職
は
1
人
。
ご
主
人
の
実
家
の
埼
玉
に
引
っ
越
す

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
3
人
、
当
直
1
人

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
特
に
人
的
被
害
な
し

ス
タ
ッ
フ

・
安
否
確
認
。
特
に
人
的
被
害
無
し
 

・
近
郊
の
職
員
が
集
ま
る
。
施
設
長
も
2
次
被
害
を
避
け
、
明
け
方
に
自
宅
を
出
発
。
道
路
も
閉
鎖
さ

れ
て
い
た
が
、
な
ん
と
か
到
着
。
集
ま
っ
た
職
員
で
片
付
け
。
棚
の
上
の
物
が
落
ち
る
程
度
。
ベ
ッ

ト
と
棚
や
タ
ン
ス
を
離
す
（
14
日
怪
我
な
し
)。
職
員
の
安
否
確
認
は
施
設
と
の
電
話
が
話
し
中
で

つ
な
が
ら
ず
数
時
間
後
に
確
認
で
き
た
。
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
間
で
何
か
あ

れ
ば
施
設
長
と
し
て
は
責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た

前
震
後
の
状
況

・
停
電
。
物
が
落
ち
る
程
度

本
震
時
の
職
員
配
置

施
設
長
は
常
駐

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
怪
我
な
し
 

・
本
震
後
は
不
安
で
居
室
か
ら
出
て
く
る
。
そ
の
後
、
落
ち
着
い
て
か
ら
居
室
で
休
む
 

3
日
後
：
入
居
者
は
普
段
通
り
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
効
果
。
ユ
ニ
ッ
ト
内
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い

ス
タ
ッ
フ

・
ほ
と
ん
ど
の
家
具
が
倒
れ
る
。
す
ぐ
に
入
居
者
の
安
否
確
認
。
職
員
の
怪
我
な
し
 

・
15
日
か
ら
施
設
長
が
泊
ま
っ
て
い
た
。す
ぐ
に
入
居
者
の
安
否
の
確
認
。職
員
57
人
中
、全
壊
10
人
、

半
壊
12
人
、
一
部
13
人
。
全
壊
し
た
職
員
の
う
ち
、
6
世
帯
は
施
設
内
で
避
難
生
活
。
仮
設
み
な

し
住
宅
を
見
つ
け
て
、
出
て
い
く
。
み
な
し
住
宅
：
2
年
間
、
家
賃
6
万
以
下

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
本
震
後
、
近
く
の
公
民
館
に
避
難
し
て
い
た
人
達
が
不
安
に
な
り
、
施
設
を
開
放
し
て
く
れ
る
よ
う

区
長
よ
り
依
頼
が
き
た
 

・
施
設
を
開
放
し
、
最
大
11
0
人
も
の
一
般
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
 

福
祉
避
難
所
と
し
て
登
録
し
て
は
い
た
が
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
動
す
る
前
に
一
般
避
難
者
が
避

難
し
て
き
た
（
過
疎
地
区
の
た
め
大
半
が
高
齢
者
） 

・
一
般
避
難
者
は
2
階
の
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
受
け
入
れ
た
。
雑
魚
寝
 

・
障
害
者
や
高
齢
者
は
1
階
会
議
室
に
受
け
入
れ
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
て
高
齢
者
・
障
害
者

の
家
族
も
一
緒
に
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
た
。
結
果
と
し
て
、
1
階
が
福
祉
避
難
所
、
2
階
が

一
般
避
難
所
の
よ
う
に
な
っ
た
・
避
難
者
の
怪
我
は
看
護
職
員
が
対
応

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
5
月
1
日
炊
き
出
し
。
子
供
が
車
中
泊
し
、
両
親
が
施
設
で
寝
泊
ま
り
す
る
 

・
5
月
7
日
公
民
館
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
避
難
者
40
人
が
そ
ち
ら
に
移
動
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
中
に
は
、
避
難
所
か
ら
デ
イ
に
通
う
者
も
い
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
食
事
は
外
部
委
託
し
て
い
る
 

・
支
援
物
資
を
系
列
グ
ル
ー
プ
に
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
た

医
薬
品

・
施
設
の
備
蓄
の
他
に
災
害
対
策
本
部
に
も
物
資
が
あ
っ
た

介
護
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

日
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

そ
の
他

・
6
月
に
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
動
し
て
い
る
頃
、
ヒ
ラ
イ
の
弁
当
の
総
菜
部
が
平
日
の
昼
食
を
提
供
し
て
く
れ
た

・
夕
食
に
高
齢
者
用
の
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
。
土
日
に
も
炊
き
だ
し
を
し
て
く
れ
た
。
炊
き
出
し
は
あ
り
が
た
か
っ
た

支
援
物
資
に
は
衣
類
も
あ
っ
た

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
同
系
列
グ
ル
ー
プ
に
い
ろ
い
ろ
助
け
て
も
ら
っ
た
。
修
理
や
支
援
物
資

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
他
施
設
と
の
連
携
な
し
。
役
場
が
機
能
し
て
い
な
い
の
で
、
各
自
が
自
由
に
動
き
出
し
て
い
た

医
療
機
関
と
の
連
携
・
嘱
託
医
が
来
て
く
れ
た
。
週
一
回
の
検
診
 

・
5
月
に
全
国
看
護
協
会
か
ら
2
人
派
遣
さ
れ
た
。
災
害
対
策
本
部
に
医
薬
品
は
揃
っ
て
い
た

行
政
と
の
連
携

・
安
倍
首
相
が
訪
問
し
た
。

・
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
経
費
は
4
月
か
ら
逆
の
ぼ
り
保
証
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
国
・
県
・
町
の
連
携
が
で
き
て
い

な
い
の
で
進
ま
な
い
 

・
震
災
直
後
は
町
と
県
の
連
携
が
と
れ
て
い
な
か
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数

十
分
足
り
た

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数

3
日

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

半
年
１
回
　
夜
間
想
定

備
考

法
定
訓
練
の
み
実
施

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
地
震
と
想
定
し
た
訓
練
と
は
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
普
段
か
ら
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
意
識
は
あ
っ
た
 

・
今
回
の
避
難
所
と
し
て
の
活
動
に
よ
り
、
地
域
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
た
。
施
設
の
建
設
当
初
、
境
界
線
や
景
観
問
題
等
で
よ
い
関
係
を
築
け
な
か
っ

た
隣
人
も
い
た
が
、
今
回
の
災
害
で
は
感
謝
さ
れ
た
 

・
区
長
と
も
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

・
益
城
町
は
2
極
化
し
て
い
る
（
人
口
増
の
地
域
・
減
の
地
域
）。
そ
こ
で
、
人
口
減
・
高
齢
化
の
地
区
の
拠
点
と
し
て
同
施
設
は
建
設
さ
れ
た
。

町
も
子
育
て
世
帯
に
10
0
万
円
の
補
助
（
3
年
前
）
を
出
す
な
ど
し
、
人
口
が
30
0
人
増
え
た
。
し
か
し
、
子
育
て
世
帯
と
古
い
世
帯
の
交
流
が

全
く
な
い
状
態
だ
っ
た
。
今
回
の
地
震
で
、
そ
の
中
間
に
あ
る
施
設
空
間
を
拠
点
に
交
流
が
生
ま
れ
た
。 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
介
護
職
員
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
今
後
災
害
が
あ
れ
ば
、
こ
の
施
設
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
出
せ
る
よ
う
に
し

た
い
。
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特別養護老人ホーム　花へんろ

熊本県上益城郡益城町

特別養護老人ホーム10 花へんろ

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県上益城郡益城町にある特別養護老人ホーム。鉄筋コンクリート造 2階建て（一部 3階）定員は 50人。
　前震本震ともに震度７を観測した地域。元々畑であった土地を盛造して建設。構造体に被害はなく、玄関に２
㎝の沈下とタイルの損傷が見られる程度。震災により入居者の居室の入り口に置かれているタンスが転倒したた
め、入り口が塞がれてしまうケースがあった。ライフラインは、３日間の断水と３日間の停電。ガスはすぐに復
旧した。一般水は井戸水を使用しており、３日後に復旧したが濁っていたため飲料水には使えずシャワー等に使
用し、防火水槽の水をトイレに使用した。
　震災後は各ユニットスタッフで入居者を各ユニットのフロアへ誘導し、マットレスを持ち出しフロアで休んで
もらった。４月末までの多数の一般の避難者を受け入れる。福祉避難所の指定を受けており、29人を受け入れる。
ショートステイの部屋やユニットの居室を相部屋として使用する。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○
非構造部材 △（タイル） △ △ △ △ △ △ △
家具備品 固定していたが家具が倒れる
主要諸室 ×（事務室、一部の居室）
受水 × × × × × ○
排水 ○ ○
受電 ○ ×（停電） ×（停電） ×（停電） ○５日後
ガス △（すぐ復旧） △（すぐ復旧）

給水設備 ○ ×（停電） ×（停電） ×（停電）
給湯設備 ○ ×（停電） ×（停電） ×（停電）
排水設備 ○ ○
電気設備 ○ ×（停電） ×（停電） ×（停電）
照明 ○ ×（停電） ×（停電） ×（停電）

コンセント ○ ×（停電） ×（停電） ×（停電）
通信設備 × △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 ○
空調設備 ○ ×（停電） ×（停電） ×（停電）
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者 △（デイサービスが避難所になったため） ○
職員 引っ越しを余儀なくされた人 3人、家の損壊約 10人
応援 ５月から介護福祉士やボランティアの人が１日５、６人来られる

食糧・水 △（５日間は食事 1日２食にした） ○
介護医薬品 支援物資を使用
日用品 ○ ○

3 0 3 0 0
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特別養護老人ホーム　花へんろ

玄関の沈下施設外観

棚の転倒※玄関の被害※

支援物資の置き場とされた廊下事務所の被害※

デイサービス（避難者受け入れスペース）余った支援物資

※ 施設提供

121



特別養護老人ホーム　花へんろ

調
査
日
時

20
01
6
年
8
月
25
日

対
応
者

法
人
事
務
局
長
、
生
活
相
談
員

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
石
井
・
山
口
・
小
池
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

20
11
年
4
月

定
員

50
人

併
設
施
設

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
２
０
人
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
１
０
人
、
居
宅
介
護
支
援
事
務
所

階
数

２
階
（
一
部
３
階
）

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

株
式
会
社
バ
オ
プ
ラ
ー
ン
熊
本

施
工

梅
林
建
設

立
地
の
特
徴

・
畑
を
埋
め
立
て
た
土
地

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

3
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
４
月
１
５
日
に
使
用
不
可
と
な
る

・
復
旧
す
る
ま
で
は
支
援
の
水
（
自
衛
隊
か
ら
）
を
使
用

・
一
般
水
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
お
り
、
3
日
後
に
復
旧
し
た
が
濁
っ
て
い
た
た
め
飲
用
水
に
は
使
え
ず
シ
ャ

ワ
ー
等
に
使
用
し
た
。
防
火
水
槽
の
水
を
ト
イ
レ
に
使
用
し
て
い
た
。

・
食
品
用
は
上
水
道
を
使
用
し
て
お
り
、
７
日
後
に
復
旧
し
た
が
濁
っ
て
い
た
た
め
飲
用
水
に
は
使
え
ず
支

援
さ
れ
た
水
を
使
用
し
て
い
た
。
飲
用
水
と
し
て
使
用
で
き
た
の
は
５
月
半
ば
で
あ
る
。

電 気

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

3
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
非
常
用
発
電
で
対
応

ガ ス

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

す
ぐ
復
旧

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
復
旧
方
法
を
教
え
て
も
ら
っ
て
復
旧
さ
せ
た

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
7、
本
震
：
7

被
災
判
定
損
傷
無

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

入
居
者
：
特
に
な
し

職
　
員
：
引
っ
越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
が
3
人
、
家
の
損
壊
が
約
１
０
人

　
　
　
　
退
職
者
　
2
人

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
玄
関
に
２
cm
の
沈
下

・
駐
車
場
に
亀
裂

構
造
体
の
被
害
状
況

特
に
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

特
に
な
し

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
玄
関
の
床
の
タ
イ
ル
が
一
部
欠
け
る

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
家
具
は
固
定
し
て
い
て
も
倒
れ
た
。
ベ
ッ
ド
も
動
き
、
食
器
棚
が
倒
れ
て
き
た

・
事
務
所
は
足
の
踏
み
場
が
な
い
ほ
ど
に
家
具
が
倒
れ
て
い
た

・
入
居
者
の
居
室
の
入
り
口
に
置
か
れ
て
い
る
タ
ン
ス
が
転
倒
し
た
た
め
、
入
り
口
が
塞
が
れ
て
し
ま
っ

た
部
屋
が
あ
っ
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
影
響
な
し
。

・
事
務
所
が
家
具
転
倒
の
た
め
し
ば
ら
く
使
え
な
か
っ
た

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水
・
井
水

給
水
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

地
上
階

被
害
状
況
・
対
応

・
停
電
に
よ
り
使
用
不
可

・
受
水
槽
の
レ
ベ
ル
が
下
が
り
警
告
音
が
鳴
る

給
湯

熱
源
：
電
気

被
害
状
況
・
対
応

・
停
電
の
た
め
３
日
間
使
用
不
可

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

特
に
な
し

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

有
・
地
上
階

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
＋
室
内
へ
の
供
給
）

非
常
用
発
電

据
え
置
き
式
　
/　
ポ
ー
タ
ブ
ル
方
式
（
定
格
出
力
44
KV
）

非
常
用
電
源
設
置
場
所

駐
車
場

被
害
状
況

・
停
電
の
み

空 調 設 備

空
調
方
式

集
中
型

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
停
電
の
た
め
３
日
間
使
用
不
可

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
話
が
通
じ
ず
主
に
LI
N
E
で
連
絡

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
停
電
の
た
め
3
日
間
は
使
用
不
可
と
な
る

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
4
月
末
ま
で
使
用
不
可

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し

１
階
平
面
図
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
る
（
地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
受
け
入
れ
を
開
始
）

受
入
れ
場
所

ユ
ニ
ッ
ト
の
居
室

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
４
月
１
５
日
に
３
０
名
を
受
け
入
れ
る

・
４
月
１
６
日
よ
り
近
隣
の
人
が
ぞ
く
ぞ
く
と
避
難
し
て
く
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ア
を
提
供
し
、
４
月
１
７
日
に
は
避
難
者
９
５
人
、
入
居
５
７
人
と
な
る

・
避
難
者
の
中
に
は
常
備
薬
が
切
れ
、
興
奮
状
態
の
人
も
お
り
職
員
が
対
応
に
お
わ
れ
た

・
５
月
１
日
よ
り
福
祉
避
難
所
と
し
て
開
設

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
居
室
の
タ
ン
ス
等
倒
れ
た
人
が
い
た
。
倒
れ
た
家
具
は
片
付
け
て
居
室
で
待
機

・
施
設
で
の
看
取
り
の
人
が
亡
く
な
っ
た
が
葬
儀
場
が
使
え
ず
、１
７
日
の
朝
、隣
町
の
葬
儀
場
へ
行
っ

た ・
避
難
者
の
中
で
４
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
、
発
熱
等
も
あ
り
現
場
の
介
護
も
大
変
な
状
況
で
あ
っ
た

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
避
難
者
も
含
め
１
６
５
人
の
日
も
あ
り
４
月
末
で
元
気
な
人
に
は
出
て
も
ら

う

1
週
間
以
降

・
５
月
１
日
よ
り
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、避
難
者
（
２
９
人
ほ
ど
）
と
な
り
、オ
ー
バ
ー
な
状
態
が
続
き
、

ユ
ニ
ッ
ト
の
居
室
を
相
部
屋
と
し
て
使
用

・
７
月
末
よ
り
仮
設
住
宅
、
又
は
自
宅
へ
戻
ら
れ
る
人
も
い
た
。
８
月
２
５
日
現
在
は
２
人
ほ
ど
で

あ
る

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
４
月
１
５
日
以
降
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
避
難
所
に
な
り
使
用
不
可

そ
の
た
め
他
県
に
移
ら
れ
た
人
も
い
る
。
５
月
よ
り
再
開
し
約
７
人
の
利
用
か
ら
始
ま
る

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
６
人
、
宿
直
１
人

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
数
名
の
人
は
起
き
た
り
、
リ
ビ
ン
グ
に
出
て
き
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
寝
て
い
た

・
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た

ス
タ
ッ
フ

・
発
生
時
は
リ
ビ
ン
グ
に
お
り
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
そ
の
場
か
ら
動
け
な
か
っ
た

・
そ
れ
ぞ
れ
各
居
室
を
回
り
電
気
錠
の
確
認
、
安
全
確
認
を
し
た

・
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
か
っ
た
た
め
、
SN
S（
LI
N
E）
に
て
入
居
者
の
無
事
を
発
信
し
た

前
震
後
の
状
況

・
各
ユ
ニ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
で
入
居
者
を
各
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ロ
ア
へ
誘
導
。
マ
ッ
ト
レ
ス
を
持
ち
出
し
フ
ロ

ア
に
休
ま
せ
る

・
遅
出
勤
務
者
が
そ
の
ま
ま
夜
勤
に
入
る
（
夜
勤
者
が
出
て
こ
れ
な
い
者
も
い
た
た
め
）

・
施
設
長
、
入
居
部
長
が
出
て
来
て
状
況
把
握
や
安
全
確
認
を
行
い
、
法
人
へ
報
告

本
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
４
人
、
宿
直
１
人

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
ユ
ニ
ッ
ト
の
リ
ビ
ン
グ
に
マ
ッ
ト
レ
ス
を
持
っ
て
く
る
（
約
１
週
間
滞
在
）

ス
タ
ッ
フ

・
管
理
者
が
泊
ま
っ
て
待
機

・
来
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
み
出
勤
（
5
月
1
日
に
は
通
常
勤
務
）

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
毎
日
厚
労
省
か
ら
避
難
者
の
人
数
確
認
の
電
話
が
く
る

・
近
く
に
小
学
校
が
あ
っ
た
が
、
避
難
所
は
花
へ
ん
ろ
が
い
い
と
い
っ
た
噂
が
流
れ
一
般
避
難
者
が

次
々
と
来
た
。

・
一
般
避
難
者
の
対
応
は
職
員
（
避
難
し
に
来
ら
れ
た
職
員
を
含
む
）
が
し
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
４
月
２
８
日
ま
で
は
一
般
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
。

・
５
月
か
ら
介
護
福
祉
士
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
１
日
５
、
６
人
来
る

・
８
月
末
ま
で
片
付
け
の
手
伝
い
に
約
１
０
人
ず
つ
、
福
祉
避
難
所
の
方
に
介
護
の
手
伝
い
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
２
、
３
人
ず
つ
来
る

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
４
月
１
６
日
よ
り
避
難
所
の
家
族
が
N
PO
法
人
を
立
ち
上
げ
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
水
、
食
糧
が
届
き
始

め
た
。

・
施
設
職
員
、
避
難
所
で
元
気
が
い
い
人
の
協
力
で
役
場
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
炊
き
出
し
も
多
数
行
っ

た
。

・
５
日
後
に
は
食
事
が
２
食
→
３
食
と
な
っ
た
。

医
薬
品

・
避
難
所
で
具
合
が
悪
い
人
、
常
備
薬
切
れ
の
人
に
つ
い
て
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
ら
れ
て
い
る
医
師
、

看
護
師
に
診
察
を
依
頼
し
薬
の
処
方
を
受
け
た

介
護
用
品

・
オ
ム
ツ
、
体
拭
き
ウ
ェ
ッ
ト
等
を
支
援
物
資
で
も
ら
い
、
そ
れ
を
使
用
し
た

日
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

そ
の
他

・
5
月
に
は
物
資
の
確
保
は
通
常
に
戻
っ
て
い
た

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
近
隣
に
あ
る
母
体
法
人
の
病
院
が
被
害
を
受
け
当
施
設
が
本
部
に
な
っ
た
た
め
、
介
護
士
、
看
護
師
に
よ
る
応
援
体
制

は
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
日
本
介
護
福
祉
士
会
、
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
会
の
協
力
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト

に
な
っ
た

医
療
機
関
と
の
連
携
・
近
く
の
病
院
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
当
施
設
が
対
策
本
部
と
な
っ
た

行
政
と
の
連
携

・
厚
労
省
の
人
が
何
度
も
来
ら
れ
た
た
め
施
設
の
要
望
を
聞
い
て
も
ら
え
た
が
、
町
役
場
が
全
く
顔
を
出
さ
ず
連
絡
先
と

の
連
携
に
戸
惑
っ
た

情
報
共
有
手
段

・
緊
急
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
が
使
用
せ
ず
、
LI
N
E
で
対
応
（
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
）

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
緊
急
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
が
使
用
せ
ず
、
LI
N
E
で
対
応
（
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
）

３
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
６
０
人
分

３
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

年
に
2
回
（
夜
間
・
昼
間
）

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
夜
間
を
想
定
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
の
避
難
訓
練

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
一
般
の
二
次
避
難
所
と
福
祉
避
難
所
の
線
引
き
を
し
て
お
け
ば
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か

・
震
災
前
は
福
祉
避
難
所
の
認
識
は
広
ま
っ
て
な
か
っ
た

・
施
設
内
で
グ
ル
ー
プ
LI
N
E
を
作
り
、
災
害
時
の
連
絡
手
段
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
い
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特別養護老人ホーム

熊本県上益城郡嘉島町

11 特別養護老人ホーム

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県 対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県上益城郡にある特別養護老人ホーム。鉄筋コンクリート造平屋建て、定員は５０人。
　前震本震ともに震度６を観測した地域。元々は田であった土地を開発して建設。そのため、地盤が地盤沈下に
より下がる。テラス（犬走り）前面破損によりサッシ窓が開かなくなった。屋根の防水が破れて１箇所水漏れが
起こる程度であったが、その後雨漏り箇所が 10か所に増えた。ライフラインの停止は、停電が４、５日間、ガ
スはプロパンガスで１週間の停止。断水は調査日時点未復旧。その後敷地内に井戸を新設し８月末に本格復旧し
た。
震災直後の入居者の生活に変化はなかったが、厨房が使用できなかったため７月まで非常食を利用した。福

祉施設の指定を受けており、介護保険を利用できる約２０人がショートステイとして滞在し個室を２人、４人部
屋を５人で利用した。
震災後、開設から２０年が経過していることから、地震により破損した空調および給湯機器を施設全体で取

り換え設備更新を行った。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○

非構造部材 △ △ △ △ △ △ △ △
家具備品 洋服タンス、ロッカー、パソコンが転倒
主要諸室 △（居室一室が雨漏り） ○
受水 × × × × × × × ×
排水 × × × × × × × ○
受電 × × × × × ○
ガス × × × × × ○ ○ ○
給水設備 × × × × × × ○
給湯設備 × × × × × × × ×
排水設備 × × × × × × × ○
電気設備 × × × × × ○
照明 × × × × × ○

コンセント × × × × × ○
通信設備 × △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 △携帯電話使用 ○
空調設備 × × × × × × × ×
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者 △（デイサービスが避難所になったため） ○ ○
職員 △全壊・半壊 5,6 人、一部損壊多数
応援 4 月末～ 7月まで老施協から職員が派遣される
食糧・水 △（５月まで食事は１日２食）
介護医薬品 ○ ○

3 0 3 0 0
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特別養護老人ホーム

地盤沈下隣接する母体病院

洗濯場（仮設の給水配管）地盤沈下により傾く

デイサービスの食堂（避難者の受け入れスペース）玄関ホール（避難者の受け入れスペース）

受水槽の新設個別空調方式への切り替え
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特別養護老人ホーム　康寿苑

１
階
平
面
図

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
地
盤
が
液
状
化
に
よ
り
下
が
る

構
造
体
の
被
害
状
況

・
大
き
な
被
害
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
屋
根
の
防
水
が
破
れ
て
室
内
が
一
箇
所
水
漏
れ
し
た
・
後
に
雨
漏
り
箇
所
が
増
加

・
壁
に
ク
ラ
ッ
ク
　
40
0
カ
所

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
内
側
の
ひ
び
割
れ
　
72
カ
所

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
浴
槽
に
ひ
び
割
れ
が
発
生

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
洋
服
タ
ン
ス
が
転
倒
、事
務
所
の
ロ
ッ
カ
ー
、パ
ソ
コ
ン
が
倒
壊
。
イ
ス
、テ
ー
ブ
ル
が
一
台
ず
つ
破
損
。

・
家
具
に
は
突
っ
張
り
ポ
ー
ル
な
し

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
居
室
一
室
が
雨
漏
り
の
た
め
使
用
不
可

【
施
設
図
】

調
査
日
時

20
16
年
7
月
29
日

対
応
者

施
設
長
、
生
活
相
談
員
、
生
活
相
談
員

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
上
田
、
山
口
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

19
96
年
4
月

定
員

50
人

併
設
施
設

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
15
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
35
人

階
数

平
屋

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

太
宏
設
計

施
工

立
地
の
特
徴

元
々
は
田
。
田
を
開
発
し
て
建
設

隣
接
地
に
母
体
病
院
が
立
地

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

調
査
時
未
復
旧

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
支
援
物
資
で
対
応
。
水
が
出
て
い
る
関
連
施
設
の
タ
ン
ク
か
ら
受
水

・
給
水
は
調
査
時
点
で
復
旧
し
て
い
な
い
。・
新
た
に
井
戸
を
掘
る
。
新
し
い
タ
ン
ク
が
来
る
ま
で
は
古
い
タ

ン
ク
に
水
を
入
れ
て
使
っ
て
い
る

・
厨
房
で
使
用
す
る
水
は
周
り
住
宅
か
ら
水
を
運
ん
で
い
る

電 気
停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

4
～
5
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
前
震
で
停
電
。
そ
の
後
4
～
5
日
間
は
停
電

ガ ス

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

1
週
間

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用

・
地
盤
沈
下
に
よ
り
外
部
か
ら
建
物
内
に
入
る
配
管
が
壊
れ
る

・
持
ち
運
び
で
き
る
仮
設
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
厨
房
内
に
お
い
て
利
用
。

・
乾
燥
機
も
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）
を
使
用
し
て
い
た
た
め
使
用
不
可
。
水
が
使
え
な
い
た
め
洗
濯
自
体

を
外
部
で
行
う

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

震
度
6
～
6
強

被
災
判
定
全
壊

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

・
入
居
者
：
被
害
な
し

・
職
　
員
：
5
～
6
人
が
全
壊
・
半
壊
、
一
部
損
壊
は
多
数

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

井
水
（
隣
接
し
て
い
る
病
院
か
ら
ポ
ン
プ
で
送
水
）

給
水
方
式

受
水
槽
あ
り
・
ポ
ン
プ
圧
送
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

地
上
階

被
害
状
況
・
対
応

・
隣
接
し
て
い
る
病
院
の
井
戸
か
ら
ポ
ン
プ
で
配
送
。
前
震
で
地
盤
が
沈
下
し
、
病
院
か
ら
の
パ
イ
プ
が
建

築
物
と
の
接
合
部
で
破
断
し
、
砂
利
が
混
じ
る
。
病
院
の
ポ
ン
プ
も
破
壊
。
敷
地
内
に
新
設
。

・
受
水
槽
が
震
災
で
破
損
。
受
水
槽
を
取
り
替
え
る

給
湯

灯
油
→
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
に
変
更

被
害
状
況
・
対
応

給
湯
は
灯
油
タ
イ
プ
の
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
に
変
更

排
水

・
浄
化
槽
　

被
害
状
況
・
対
応

・
浄
化
槽
は
地
下
埋
設
形
式
。
14
日
の
地
震
で
浄
化
槽
が
飛
び
出
す
。
下
水
が
流
せ
な
い
状
態
が
つ
づ
く

・
浄
化
槽
本
体
と
配
管
が
壊
れ
る
。
現
在
は
開
設
後
に
設
置
さ
れ
た
下
水
に
排
水

・
ト
イ
レ
は
暫
定
的
に
利
用
。
浄
化
槽
か
ら
下
水
に
変
更
に
な
っ
て
か
ら
は
通
常
（
2
か
月
後
）

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

地
上
階

消
防
用
非
常
用
電
源

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
稼
働
用

非
常
用
発
電

無
非
常
用
電
源
設
置
場
所

－

被
害
状
況

・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
へ
の
送
電
の
み
。
地
震
時
は
使
え
な
か
っ
た

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
も
な
し
。
夜
間
は
懐
中
電
灯
の
み
で
対
応

空 調 設 備

空
調
方
式

フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

熱
源

電
気
+
井
水

被
害
状
況

・
震
災
前
は
井
水
を
活
用
し
た
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
。
震
災
後
、
水
が
交
換
で
き
な
い
た
め
電
気
式
個

別
空
調
に
取
り
替
え
る

・
居
室
に
空
調
を
新
設
。
居
室
の
扉
を
開
放
し
共
用
部
に
冷
気
を
流
す

・
共
用
部
（
食
堂
）
に
つ
い
て
は
個
別
空
調
を
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の
カ
セ
ッ
ト
の
中
に
設
置

・
空
調
の
変
更
に
伴
い
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
増
設
。
母
体
の
病
院
か
ら
運
ん
で
く
る
。（
再
利
用
）

・
屋
上
の
冷
却
塔
は
個
別
空
調
に
切
り
替
え
た
た
め
不
要
と
な
っ
た

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

一
時
的
に
混
雑
し
て
い
る
の
み
。
LI
N
E
は
使
え
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

未
設
置

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

福
祉
避
難
所
と
し
て
利
用

受
入
れ
場
所

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ペ
ー
ス
、
ホ
ー
ル
、
特
養
ス
ペ
ー
ス

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
近
隣
に
あ
る
法
人
内
の
Ｇ
Ｈ
（
9
人
＋
職
員
5
人
）
＋
小
規
模
多
機
能
（
4
人
）
＋
有
料
老
人
ホ
ー

ム
（
15
人
）
の
合
築
施
設
か
ら
避
難
し
て
く
る
。
一
般
避
難
所
や
近
隣
の
特
養
で
の
一
時
避
難
を
経

て
避
難
し
て
く
る
。
15
日
は
一
時
、
Ｇ
Ｈ
等
に
戻
る
が
16
日
に
再
び
避
難
。
5
～
6
日
間
は
避
難
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
Ｅ
Ｖ
が
使
え
な
か
っ
た

・
前
震
の
時
に
母
体
病
院
の
入
院
患
者
が
50
人
ぐ
ら
い
避
難
し
て
き
た
。
居
宅
で
一
人
暮
ら
し
の
人

50
人
ぐ
ら
い
が
ホ
ー
ル
で
生
活
。
避
難
中
に
本
震
が
あ
り
家
が
つ
ぶ
れ
た
人
が
4
～
5
人
お
り
、
避

難
し
て
い
た
こ
と
で
助
か
っ
た

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

地
域
住
民
の
避
難

・
地
域
住
民
か
ら
の
避
難
者
は
布
団
を
自
宅
か
ら
持
っ
て
き
て
も
ら
う
。
本
震
後
1
～
２
週
間
で
自

宅
に
戻
っ
て
い
く
。
1
か
月
滞
在
し
て
い
た
人
が
最
長

・
認
知
症
が
ひ
ど
い
人
は
家
族
が
一
緒
の
場
合
は
受
け
入
れ
た

・
デ
イ
の
ス
タ
ッ
フ
、
居
宅
の
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
全
員
で
対
応
し
て
い
た

福
祉
避
難
所
と
し
て
活
用
　

・
5
月
初
旬
ま
で
滞
在
し
て
い
た
。
自
宅
へ
親
族
の
家
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た

・
避
難
者
の
内
、
介
護
保
険
を
利
用
で
き
る
20
人
ぐ
ら
い
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
し
て
滞
在
。
個
室

を
2
人
で
利
用
。
4
人
室
は
5
人
で
利
用
す
る

・
隣
接
し
て
い
る
関
連
法
人
の
病
院
の
裏
の
崖
が
危
険
で
あ
る
た
め
病
院
か
ら
避
難
。
患
者
50
人
が

避
難
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
て
滞
在
。
残
り
の
30
人
は
城
南
地
域
の
別
施
設
へ
避
難
。
看
護
師
も
医
師

も
避
難
し
て
く
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ロ
ア
に
病
院
か
ら
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
を
持
ち
込
み
雑
魚
寝
す

る
1
週
間
以
降

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
避
難
者
の
受
け
入
れ
時
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
中
断
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
は
5
月
2
日

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
2
人
＋
サ
ポ
ー
ト
職
員
1
人
＋
当
直
1
人
が
勤
務

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
入
居
者
に
は
変
化
な
し
。
地
震
を
認
識
で
来
た
人
は
数
人

ス
タ
ッ
フ

・
地
震
発
生
後
　
管
理
職
が
4
人
～
5
人
く
る

前
震
後
の
状
況

本
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
2
人
＋
サ
ポ
ー
ト
1
人
　
宿
直
1
人
　
の
計
4
人
　

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
地
震
時
は
そ
の
ま
ま
寝
て
も
ら
っ
て
い
た
。
入
居
者
の
生
活
に
変
化
な
し

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
人
は
ホ
ー
ル
に
集
め
て
対
応

ス
タ
ッ
フ

・
職
員
は
4
～
5
人
は
来
れ
な
く
な
っ
た

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

食
事
　
厨
房
が
使
え
な
い
た
め
非
常
食
を
利
用
（
お
か
ゆ
＋
栄
養
剤
＋
バ
ナ
ナ
＋
副
菜
）

　
　
　
柔
ら
か
い
食
事
か
ら
提
供
。
7
月
か
ら
普
通
の
食
事
と
な
る

入
浴
　
調
査
時
も
清
拭
で
対
応

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
救
援
物
資
が
3
日
目
か
ら
入
る
よ
う
に
な
る
。
1
日
2
食
に
し
て
い
た
が
5
月
上
旬
か
ら
1
日
3
食
体
制
に
戻
る

・
お
か
ゆ
、
五
目
御
飯
、
チ
キ
ン
ピ
ラ
フ
、
カ
レ
ー
、
豚
汁
な
ど
を
提
供

・
炭
水
化
物
は
あ
り
カ
ロ
リ
ー
は
足
り
て
い
た
が
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
等
が
不
足
し
て
い
た
。
栄
養
ゼ
リ
ー
や
プ

リ
ン
で
補
う

・
柔
ら
か
い
食
事
か
ら
提
供
し
た

・
生
鮮
食
品
を
も
ら
っ
て
も
洗
う
水
が
な
く
出
せ
な
か
っ
た
。
ト
マ
ト
も
も
ら
っ
た
が
洗
え
な
い
た
め
出
せ
な
か
っ
た
。

・
牛
乳
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
赤
ち
ゃ
ん
用
の
粉
ミ
ル
ク
を
溶
か
し
飲
む

医
薬
品

介
護
用
品

日
用
品

そ
の
他

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

グ
ル
ー
プ
法
人
の
協
力
で
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た

他
施
設
か
ら
の
支
援

老
施
協
か
ら
職
員
の
派
遣
が
あ
る
（
福
岡
県
老
施
協
）　

4
月
29
日
か
ら
7
月
1
日
ま
で
3
人
ず
つ
。
1
グ
ル
ー
プ
2
泊
3
日
で
支
援
に
入
る

医
療
機
関
と
の
連
携

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
医
療
法
人

行
政
と
の
連
携

消
防
、
町
、
県
、
県
社
協
か
ら
の
対
応
・
協
力
の
連
絡
は
早
か
っ
た

情
報
共
有
手
段

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数

備
蓄
は
3
日
間
65
人
分
を
用
意
し
て
い
た

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数

日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

今
後
の
 

避
難
訓
練

今
後
は
防
災
計
画
を
練
り
直
し
、
連
絡
体
制
を
構
築
し
て
い
く
予
定

今
後
の
備
蓄
と
し
て
は
、
各
々
の
量
を
増
や
す
こ
と

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
高
齢
者
の
非
常
食
、
職
員
・
地
域
の
人
の
食
糧
備
蓄
を
進
め
る

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
震
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

・
近
隣
へ
の
配
慮
か
ら
音
の
静
か
な
発
電
機
の
検
討

・
医
療
、
介
護
等
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
要
援
護
者
の
情
報
の
一
元
化
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熊本県上益城郡嘉島町

特別養護老人ホーム12 悠優かしま

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

対象施設

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県上益城郡嘉島町に立地する特別養護老人ホーム。砂利の採掘場となっていた土地を 1.5 ｍの盛土をして
建設する。鉄骨造 2階建て。特別養護老人ホーム 29人、ショートステイ 10人、デイサービスセンター 30人、
ヘルパー事業所、居宅介護事業所からなる。利用者、職員に人的被害はないが、自宅が全壊または半壊した職員
が 5人いた。
　建物は一部損壊、外壁タイルのひび割れ、地盤の液状化が生じた。ライフラインの被害状況は、本震時の地盤
沈下により水の給排水管と建築との接続部分が破損したため本震時から断水となる。井戸は使える状態であった
が滅菌装置とタンクの接続部分が破損してしまい、飲料水としては使えなかった。電気は前震後に停し、一時復
旧するが本震で再び停電となる。電気は 2日間で復旧。本震後、日ごろから付き合いのある業者に業務用ボンベ
を借り、外で調理を行う。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 〇

非構造部材 ×
家具備品 × ○ × ○
主要諸室 〇
受水 〇 〇 × △近郊企業の井戸水を利用 〇 24日
排水 ×
受電 × × × × ○
ガス ×
給水設備 ×
給湯設備 ×
排水設備 ×
電気設備 × × × × ○
照明 × × × × ○

コンセント × × × × ○
通信設備 〇
空調設備 〇
安否確認 〇
入所者 〇
通所者 〇
職員 〇
応援 無し
食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○
介護医薬品 〇備蓄
日用品 〇備蓄

3 0 3 0 0
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施設玄関（地盤沈下により一部補修）施設外観

レンジフードと天井部分の被害施設外観

外壁の角タイルが剥がれる壁の亀裂

地盤沈下による受水槽付近の被害液状化による地盤沈下
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１
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
29
日

対
応
者

施
設
長
、
生
活
相
談
員

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
上
田
、
山
口
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

20
12
年
4
月

定
員

29
人

併
設
施
設

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
10
人
、
訪
問
介
護
、
居
宅
介
護
事
業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
30
人

有
料
老
人
ホ
ー
ム
定
員
30
人
（
20
14
年
5
月
開
設
）

階
数

２
階

構
造
種
別

鉄
骨
造

設
計

象
建
築
事
務
所

施
工

三
津
野
建
設

立
地
の
特
徴

元
々
は
田
ん
ぼ
、
建
設
前
は
砂
利
の
採
掘
場
と
な
っ
て
い
た
。（
昔
は
河
川
敷
で
あ
り
砂
利
を
取
る
た
め
土
地
が
掘
ら

れ
て
い
た
。）

1.
5
ｍ
の
盛
土
を
し
て
造
成
。
土
地
は
借
地

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

１
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
本
震
時
に
地
盤
沈
下
に
よ
り
水
道
、
排
水
の
給
排
水
管
と
建
築
と
の
接
続
部
分
が
破
損
し
た
た
め
使
用
不

可
と
な
る

・
井
戸
は
使
え
る
状
態
で
あ
っ
た
が
滅
菌
装
置
と
タ
ン
ク
の
接
続
部
分
が
破
損
し
て
し
ま
い
、
飲
料
水
と
し

て
は
使
え
な
か
っ
た

電 気

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

本
震
か
ら
2
日
間
（
前
震
か
ら
4
日
間
）

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
前
震
で
停
電
と
な
り
利
用
不
可
。
EV
、
厨
房
の
冷
蔵
庫
は
補
助
電
源
を
利
用
す
る
が
1
時
間
で
切
れ
る

・
一
時
復
旧
す
る
が
本
震
で
再
び
停
電
と
な
る
。
2
日
間
で
電
気
は
復
旧
し
た

・
お
風
呂
以
外
は
オ
ー
ル
電
化
。
避
難
時
は
、
業
務
用
ボ
ン
ベ
を
利
用
し
て
外
で
調
理
を
行
う
。
業
務
用
ボ

ン
ベ
は
本
震
の
後
に
、
夏
祭
り
や
台
風
の
避
難
時
な
ど
に
日
ご
ろ
か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
業
者
ま
で
取
り
に

行
き
借
り
受
け
る
。
17
日
の
16
時
に
復
旧
し
た

ガ ス

停
止
の
有
無

有
（
本
震
後
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

2
日
間

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

震
度
6
強

被
災
判
定
一
部
損
壊

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

入
居
者
：
被
害
な
し

職
　
員
：
全
壊
、
半
壊
が
合
計
5
件

　
　
　
　
退
職
者
な
し
（
地
震
後
す
ぐ
に
不
動
産
屋
を
通
じ
て
賃
貸
住
宅
を
押
さ
え
、
み
な
し
仮
設
と

し
て
職
員
が
入
居
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
地
域
に
は
賃
貸
住
宅
が
少
な
い
状
態
）

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

液
状
化
が
発
生
。
前
震
で
30
㎝
、
建
物
周
辺
の
地
盤
が
下
が
る
、
本
震
で
70
㎝
建
物
周
辺
の
地
盤
が

下
が
る
。
L
字
型
の
土
留
め
壁
を
30
㎝
持
ち
上
げ
る
工
事
を
行
う
予
定

構
造
体
の
被
害
状
況

被
害
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

外
壁
は
タ
イ
ル
の
ひ
び
割
れ
、
建
物
の
角
の
タ
イ
ル
が
は
が
れ
る

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

天
井
と
壁
の
間
に
隙
間
が
で
き
る
。
有
料
の
方
は
建
具
が
隙
間
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
フ
ロ
ア
も
サ
ッ
シ
が
閉
ま
り
き
ら
な
い

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

タ
ン
ス
、
テ
レ
ビ
、
水
屋
、
レ
ン
ジ
フ
ー
ド
が
落
ち
る

レ
ン
ジ
フ
ー
ド
は
天
井
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

 な
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

井
水
（
＋
滅
菌
）

給
水
方
式

ポ
ン
プ
圧
送
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

有
・
地
上
階
・
容
量
12
㎥

被
害
状
況
・
対
応

・
本
震
時
に
地
盤
沈
下
に
よ
り
水
道
、
排
水
の
給
排
水
管
が
破
損
し
た
た
め
使
用
不
可
と
な
る

・
井
戸
は
使
え
る
状
態
で
あ
っ
た
が
滅
菌
装
置
と
タ
ン
ク
の
接
続
部
分
が
破
損
し
て
し
ま
い
、
飲
料
水
と
し

て
は
使
え
な
か
っ
た

給
湯

熱
源
：
電
気
、
浴
室
の
み
ガ
ス

被
害
状
況
・
対
応

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

・
地
盤
沈
下
に
よ
り
公
共
の
下
水
道
ま
で
の
勾
配
が
逆
勾
配
と
な
り
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
5
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
下
水
は
使
用
で
き
な
か
っ
た

・
仮
設
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
置
し
利
用
（
1
週
間
か
ら
10
日
程
度
）。
汚
物
を
仮
設
ポ
ン
プ
で
ポ
ン
プ
ア
ッ

プ
し
て
か
ら
公
共
桝
ま
で
排
水
し
て
い
た

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
ト
イ
レ
の
数
が
多
い
た
め
苦
労
し
た
。
特
養
の
方
は
ト
イ
レ
は
ユ
ニ
ッ
ト
に
3
か
所

お
風
呂
は
ユ
ニ
ッ
ト
に
一
箇
所

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

有
・
地
上
階

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
作
動
の
み
）

非
常
用
発
電

無
非
常
用
電
源
設
置
場
所

―
被
害
状
況

空 調 設 備

空
調
方
式

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ク
ー
ラ
ー

熱
源

電
気

被
害
状
況

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
話
は
IP
電
話
を
使
用
。
地
震
発
生
時
に
は
電
話
と
ネ
ッ
ト
は
普
通
。
LI
N
E
は
繋
が
っ
た

・
携
帯
電
話
を
施
設
用
の
電
話
と
し
て
家
族
と
安
否
確
認
な
ど
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
職
員
と
は
LI
N
E
で
や
り
取
り
し
て
い
た

・
職
員
に
は
LI
N
E
の
電
話
機
能
を
使
っ
て
連
絡
網
を
回
し
た
（
動
け
る
メ
ン
バ
ー
を
招
集
す
る
た
め
）

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
停
電
期
間
中
の
3
日
間
は
停
止

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
な
い
（
地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
届
け
出
を
行
う
）

受
入
れ
場
所

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
し
て
2
人
受
け
入
れ

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
ま
ず
は
入
居
者
70
人
の
命
を
食
事
の
確
保
を
優
先
し
た
。
他
か
ら
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
は
行
っ

て
い
な
い
。
受
け
入
れ
た
か
っ
た
が
給
排
水
（
食
事
、風
呂
、ト
イ
レ
な
ど
）
が
寸
断
し
て
い
る
た
め
、

受
け
入
れ
る
事
が
で
き
な
か
っ
た

・
地
域
の
人
は
役
場
の
近
く
の
避
難
所
に
避
難
し
て
い
た
。
2
週
間
後
に
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
届
け

出
を
出
し
た
が
誰
も
来
な
か
っ
た

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
し
て
地
域
の
要
介
護
高
齢
者
、
家
が
倒
壊
し
た
人
を
2
人
を
受
け
入
れ
た

・
1
人
は
5
月
一
杯
ま
で
受
け
い
れ
有
料
に
入
居
す
る
。
も
う
一
人
は
、
6
月
一
杯
ま
で
受
け
入
れ
障

害
者
施
設
へ
入
居
す
る

1
週
間
以
降

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
4
月
27
日
ま
で
休
止

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

特
養
に
3
人
+
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
2
人
の
職
員
が
滞
在

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
特
養
は
2
階
の
片
側
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
入
居
者
を
集
め
る

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
2
階
の
歩
け
る
人
は
1
階
に
移
動
。
車
い
す
の
人
は
1
階
、
2
階
の
ホ
ー
ル

に
集
ま
る

・
地
盤
沈
下
が
分
か
り
、台
風
時
に
断
水
を
経
験
し
て
お
り
直
ぐ
に
お
風
呂
に
水
を
た
め
る
。
そ
の
後
、

水
が
出
な
く
な
る

ス
タ
ッ
フ

・
地
震
発
生
時
に
相
談
員
に
電
話
。
管
理
職
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
な
ど
3
人
が
集
ま
る

前
震
後
の
状
況

・
ユ
ニ
ッ
ト
に
一
時
戻
り
、
通
常
通
り
の
生
活
に
戻
る
。
お
風
呂
も
行
う
。
水
も
流
れ
て
い
た

本
震
時
の
職
員
配
置

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
1
階
に
入
居
者
を
集
め
る
。
消
防
団
が
施
設
に
来
訪
。
外
に
出
る
よ
う
に
指
示

・
滑
り
台
、
階
段
を
利
用
し
2
階
の
利
用
者
を
1
階
ま
で
お
ろ
す

・
70
人
全
員
が
屋
外
で
待
機
。
毛
布
で
く
る
ま
っ
て
待
機
す
る
。
地
域
の
人
も
見
に
来
る

・
停
電
で
部
屋
の
中
の
様
子
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
外
で
一
晩
を
過
ご
す

・
翌
朝
6
時
に
男
性
職
員
3
人
で
室
内
の
様
子
を
確
認
。
建
具
の
倒
壊
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
を
片
付
け
る
。

屋
根
の
状
態
も
確
認
す
る

・
7
時
ご
ろ
に
1
階
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
に
全
員
を
入
れ
る

・
栄
養
士
が
外
で
炊
き
出
し
を
行
い
、
朝
食
を
出
し
て
く
れ
る

ス
タ
ッ
フ

・
夜
勤
者
か
ら
相
談
員
に
電
話
。
道
路
が
寸
断
し
て
お
り
な
か
な
か
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

男
性
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
4
人
が
駆
け
つ
け
く
れ
る

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
28
日
ま
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ル
で
70
人
が
生
活

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
特
養
の
食
堂
と
有
料
の
食
堂
に
分
け
て
利
用
し
て
い
た

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
人
は
30
人
分
の
ベ
ッ
ド
を
2
階
か
ら
1
階
ま
で
お
ろ
し
て
利
用

・
益
城
町
の
職
員
5
人
が
勤
務
で
き
な
く
な
る
。
職
員
も
避
難
所
か
ら
通
っ
て
く
る

・
早
出
、
遅
出
、
日
勤
、
宿
直
で
対
応

・
5
月
の
第
一
週
ま
で
地
震
対
策
と
し
て
宿
直
1
人
（
男
性
）
を
配
置

職
員
数
が
あ
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。
休
み
も
と
る
事
が
で
き
て
い
た

季
節
が
良
か
っ
た
の
で
避
難
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た

・
入
居
者
の
入
浴
の
た
め
に
美
里
町
に
あ
る
関
連
施
設
に
毎
日
3
往
復
し
て
お
風
呂
に
入
っ
て
も
ら
っ

て
い
た

・
入
居
者
は
落
ち
着
い
て
い
た
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
人
に
は
部
屋
に
戻
っ
て
い
い
よ
と
伝
え
て
あ
っ

た
が
み
ん
な
と
一
緒
に
い
た

・
避
難
時
は
個
室
を
2
人
部
屋
と
し
て
利
用
。個
室
は
つ
く
り
が
同
じ
で
あ
り
、大
き
な
混
乱
は
な
か
っ

た し
か
し
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
人
は
敏
感
で
あ
っ
た

そ
の
他
　
感
染
症
な
ど
入
居
者
の
2
次
被
害
は
な
か
っ
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
水
が
足
り
な
か
っ
た
。（
洗
い
物
、
ト
イ
レ
用
の
水
）

・
給
水
の
た
め
に
30
0
ℓ
、
50
0
ℓ
の
タ
ン
ク
を
毎
日
3
回
以
上
運
ん
だ

・
夜
、
水
を
タ
ン
ク
に
満
タ
ン
に
し
て
い
て
も
朝
に
は
空
に
な
っ
て
い
た
。
救
援
物
資
で
水
は
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
3

日
後
に
京
都
か
ら
20
0
箱
が
届
い
た

・
近
く
に
あ
る
イ
オ
ン
も
被
災
し
た
が
10
円
で
食
料
や
ご
は
ん
を
販
売
し
て
い
た

医
薬
品

介
護
用
品

・
建
築
関
係
の
団
体
か
ら
大
量
の
オ
ム
ツ
の
支
援
が
あ
っ
た

日
用
品

・
紙
の
皿
を
集
め
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
紙
コ
ッ
プ
は
1
日
1
人
一
個
と
し
て
利
用
し
た

・
物
資
の
や
り
取
り
　
認
知
症
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
物
資
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
た

そ
の
他

・
支
援
物
資
は
多
く
保
管
場
所
に
困
っ
た

・
4
月
28
日
以
降
は
町
の
方
に
物
資
を
届
け
た

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
美
里
町
の
法
人
内
施
設
に
1
日
3
往
復
し
お
風
呂
に
入
っ
て
い
た

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
老
施
協
か
ら
打
診
は
あ
っ
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
ゼ
ロ
。
足
湯
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
っ
た
の
み

医
療
機
関
と
の
連
携
・
主
治
医
の
先
生
が
本
震
の
次
の
日
か
ら
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
対
応
す
る
と
い
う
連
絡
を
く
れ
て
安
心
感
が
あ
っ
た

D
M
A
T
は
来
て
い
な
い

行
政
と
の
連
携

・
行
政
か
ら
の
支
援
は
な
か
っ
た
。
行
政
か
ら
の
援
助
は
4/
27
以
降

情
報
共
有
手
段

・
他
団
体
と
の
情
報
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
、
社
協
や
地
域
包
括
に
は
避
難
者
の
受
け
入
れ
依
頼
の
時
に
状
況
は
伝
え

て
い
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数

70
人
×
3
日
間
の
備
蓄
は
し
て
あ
っ
た

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数

日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

避
難
訓
練
は
火
災
を
想
定
し
て
年
2
回
実
施
。
玄
関
ま
で
下
り
る
訓
練
を
し
て
い
た

今
後
は
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
も
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

今
後
の
 

避
難
訓
練

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

地
震
保
険
に
入
っ
て
い
る
が
地
盤
は
保
険
で
は
対
応
で
き
な
い
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認知症高齢者グループホーム　グループホーム日々輝

熊本県上益城郡御船町

認知症高齢者グループホーム13 グループホーム日々輝

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県上益城郡御船町にある認知症高齢者グループホーム。木造平屋建て、定員は９人。
　地盤、構造体ともに被害はなし。PS暖房が壁から外れ、食器棚に倒れ掛かったが食器棚自体の転倒はなかった。
本震では入居者の部屋のタンスが転倒。現在もタンスを横倒しにした状態のままである。
　前震発生時は管理者が夜勤として勤務していた。近所に住む職員が集まり、入居者全員を近くのホームセンタ
ーの駐車場へ避難させた。本震直後も同様に避難。その後、消防署、病院のリハビリ室へと移動する。避難先で
は炊き出しを行い、入居者に対して１日３回の食事提供。避難生活が長引くと認知症の症状が悪化すると判断し、
 約一週間後に施設に戻り、通常体制に戻った。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○

非構造部材 ○ ○
家具備品 飾り棚に置いていたものが落下、PS暖房の上部が外れた
主要諸室 ○ ○
受水 ○ ○ × × ○ 2、3日後
排水
受電 ○ ○ × × × ○ 5日後
ガス ○ ○

給水設備 ○ ○
給湯設備 ○ ○
排水設備 ○ ○
電気設備
照明

コンセント
通信設備
空調設備 ○ ○
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者 ○ ○
職員 △半壊１人、屋根瓦の落下１人
応援 4 月 24 日にボランティアの来訪あり
食糧・水 △備蓄（水のみ） ○避難所での炊き出し ○通常通り
介護医薬品 ○備蓄 ○通常通り

3 0 3 0 0
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避難した店舗の駐車場施設外観

居室　横倒しにした家具リビング　壁から外れ家具に倒れ掛かってきた PS暖房

リビング　内部リビング　内部

居室前廊下　空調設備リビング　家具
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認知症高齢者グループホーム　グループホーム日々輝

調
査
日
時

20
16
年
7
月
30
日

対
応
者

管
理
者

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
山
口
、
上
田
、
佐
藤
、
中
嶋
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
設
年

20
04
年

定
員

１
ユ
ニ
ッ
ト
９
人

併
設
施
設

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
２
５
人

階
数

平
屋

構
造
種
別

木
造

設
計

東
稜
建
設

施
工

東
稜
建
設

立
地
の
特
徴

熊
本
駅
か
ら
約
20
㎞
離
れ
た
場
所
に
立
地
。
周
辺
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
建
っ
て
い
る

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

２
、
３
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
２
、
３
日
の
間
は
濁
っ
て
い
た

・
約
1
週
間
は
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
た
め
停
止
に
よ
る
支
障
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

電 気

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

５
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
周
辺
の
建
物
は
電
気
が
通
っ
て
い
た
が
、
通
電
の
線
が
切
れ
て
い
た
た
め
Ｇ
Ｈ
と
デ
イ
だ
け
停
電
し
て
い

た
。
２
１
日
に
修
理
を
行
い
、
復
旧
し
た

ガ ス

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

―
ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
震
度
５
強
　
本
震
：
震
度
６
弱

被
災
判
定
判
定
な
し

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

入
居
者
、
職
員
と
も
に
人
的
被
害
な
し

ス
タ
ッ
フ
の
自
宅
被
災
状
況
　
半
壊
：
１
人
　
屋
根
の
瓦
落
下
：
１
人
　
地
震
に
よ
る
離
職
者
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

被
害
な
し

構
造
体
の
被
害
状
況

被
害
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
外
壁
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
る
が
地
震
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
ク
ロ
ス
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
る
が
地
震
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
Ｐ
Ｓ
暖
房
の
上
部
が
外
れ
た
。
壁
か
ら
外
れ
食
器
棚
に
倒
れ
掛
か
っ
た
が
、
食
器
棚
自
体
は
転
倒
し

な
か
っ
た
・
食
器
棚
類
は
重
か
っ
た
た
め
倒
れ
な
か
っ
た
。
飾
り
棚
に
置
い
て
あ
っ
た
も
の
が
落
下
し

た
程
度
で
あ
る
・
前
震
後
、
寝
た
き
り
の
入
居
者
の
居
室
の
タ
ン
ス
を
横
倒
し
に
し
た
。
本
震
で
は
入

居
者
の
部
屋
の
タ
ン
ス
が
転
倒
。
現
在
も
タ
ン
ス
を
横
倒
し
に
し
た
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
。

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水

給
水
方
式

水
道
直
結
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

被
害
状
況
・
対
応

給
湯

被
害
状
況
・
対
応

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

消
防
用
非
常
用
電
源

非
常
用
発
電

無
非
常
用
電
源
設
置
場
所

―

被
害
状
況

・
停
電
に
よ
り
火
災
報
知
器
が
故
障
し
そ
の
後
取
り
換
え
た

空 調 設 備

空
調
方
式

エ
ア
コ
ン
、
Ｐ
Ｓ

熱
源

被
害
状
況

・
地
震
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
（
Ｐ
Ｓ
暖
房
は
普
段
あ
ま
り
使
用
し
な
い
）

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
話
は
使
用
可
能
で
あ
っ
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

未
設
置

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し

１
階
平
面
図
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
な
い

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

1
週
間
以
降

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
２
１
日
か
ら
再
開
。
再
開
当
初
の
利
用
者
は
２
、
３
人
程
度
で
あ
っ
た

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

・
夜
勤
１
人

・
前
震
発
生
時
は
管
理
者
が
夜
勤
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
地
震
に
よ
り
起
き
た
入
居
者
は
端
座
位
に
な
っ
て
い
た

ス
タ
ッ
フ

・
端
座
位
に
な
っ
て
い
る
人
に
は
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
待
っ
て
も
ら
う
よ
う
声
か
け
を
行
っ
た

・
そ
の
後
、
畳
に
座
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
誘
導
。
入
居
者
を
一
カ
所
に
集
め
た

・
近
く
に
住
む
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
ま
で
車
（
４
台
）
で
避
難

す
る
こ
と
を
決
め
た

・
地
域
の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
入
居
者
８
人
(１
人
は
外
泊
中
）
を
誘
導
。
そ
の
日
は
車
中
泊

前
震
後
の
状
況

・
翌
朝
５
時
半
す
ぎ
に
施
設
に
戻
っ
た

・
水
、
電
気
も
使
え
て
お
り
、
日
中
の
余
震
も
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

本
震
時
の
職
員
配
置

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

ス
タ
ッ
フ

・
ス
タ
ッ
フ
も
冷
静
だ
っ
た

・
ス
タ
ッ
フ
と
地
域
住
民
と
が
協
力
し
、
再
度
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
へ
避
難

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
上
の
避
難
場
所
は
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
が
、
家
族
会
と
相
談
し
た
結
果
、

消
防
署
に
避
難
す
る
こ
と
を
決
め
た

・
本
震
発
生
後
２
時
間
（
午
前
３
時
半
）
に
消
防
署
へ
到
着
し
た

・
消
防
署
は
一
般
の
避
難
者
も
利
用
し
て
い
た
が
２
階
の
会
議
室
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た

・
消
防
署
に
は
車
い
す
用
の
ト
イ
レ
が
あ
り
、
施
設
か
ら
ポ
ー
タ
ブ
ル
を
持
ち
込
ん
だ

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
本
震
発
生
後
に
避
難
し
た
消
防
署
で
は
ベ
ッ
ド
が
な
か
っ
た
た
め
バ
ル
ー
ン
使
用
の
寝
た
き
り
の
方

の
状
態
が
悪
化
し
た

・
ベ
ッ
ド
を
１
台
借
り
れ
る
か
医
師
に
相
談
し
た
結
果
、
１
９
日
か
ら
藤
岡
医
院
の
空
い
て
い
た
リ
ハ

室
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た

・
避
難
先
で
炊
き
出
し
を
も
ら
い
、
１
日
３
回
食
事
を
提
供
し
た

・
そ
の
後
避
難
が
長
引
く
と
認
知
症
の
症
状
が
悪
化
す
る
と
判
断
し
、
施
設
に
戻
る
こ
と
を
決
め
、

２
１
日
に
施
設
に
戻
っ
た

・
施
設
に
戻
っ
た
２
１
日
以
降
は
通
常
の
シ
フ
ト
体
制
と
な
っ
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
２
４
日
以
降
、岩
手
（
一
週
間
程
度
３
人
）、
埼
玉
（
２
人
ず
つ
３
日
）
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
た
が
、

建
物
被
害
が
少
な
か
っ
た
た
め
他
の
施
設
へ
回
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
支
援
物
資

医
薬
品

介
護
用
品

・
オ
ム
ツ
は
備
蓄
が
あ
っ
た

・
支
援
物
資
も
あ
っ
た
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
か
っ
た

日
用
品

そ
の
他

・
避
難
か
ら
戻
っ
て
き
た
頃
（
本
震
１
週
間
後
）
に
は
ス
ー
パ
ー
も
品
薄
に
感
じ
な
い
状
態
で
再
開
し
て
お
り
、
物
資
で

困
る
こ
と
は
な
か
っ
た

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
避
難
時
の
炊
き
出
し

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
を
老
健
へ
派
遣
し
た

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
Ｇ
Ｈ
協
会
を
通
し
て
岩
手
、
埼
玉
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
さ
れ
て
く
る
、
物
資
の
受
け
渡
し

・
清
流
園
か
ら
現
在
も
支
援
物
資
が
届
い
て
い
る
。

医
療
機
関
と
の
連
携

行
政
と
の
連
携

・
１
６
日
夜
に
は
町
役
場
の
方
が
駐
車
場
に
様
子
を
み
に
来
て
い
た

・
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
て
い
る
か
ど
う
か
の
連
絡
が
数
回
あ
っ
た

情
報
共
有
手
段

・
主
に
電
話
で
行
っ
た

・
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
使
用
。
家
族
の
連
絡
網
も
あ
っ
た
が
上
手
く
機
能
し
な
か
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
水
以
外
の
備
蓄
は
な
か
っ
た

・
今
回
の
震
災
で
備
蓄
の
必
要
性
を
実
感

日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
今
回
の
震
災
で
頂
い
た
支
援
物
資
の
中
か
ら
期
限
を
見
な
が
ら
、
水
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
、
乾
パ
ン
を
備
蓄

日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

年
2
回

備
考

地
域
の
人
、
消
防
署
を
呼
ん
で
火
災
訓
練
を
行
っ
て
い
た

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
以
前
か
ら
施
設
で
飼
っ
て
い
る
動
物
を
介
し
て
地
域
住
民
と
の
交
流
は
あ
っ
た
が
、
施
設
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る

・
今
回
の
震
災
で
は
地
域
の
方
が
手
伝
い
に
来
た
り
避
難
訓
練
の
成
果
が
少
し
表
れ
て
い
た

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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特別養護老人ホーム　グリーンヒル御船

熊本県上益城郡御船町

特別養護老人ホーム14 グリーンヒルみふね

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県
対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県上益城郡御船町に立地、山を切り開いた土地にある。鉄筋コンクリート造 2階建て。2階は定員 50 人
の特養、1階はデイサービスセンターと地域交流センター。利用者に被害はなし、職員 1人が自宅で転倒し膝を
骨折する。建物の被害は、壁にクラックができる程度。構造に問題はなかった。
　ライフラインの被害状況について、電気は本震後に停電したが、当日の 16 時に復旧した。ガスは 2、3日後
に復旧した。断水はないが、前震後は水道水が泥水となる。トイレの排水には泥水を利用し、飲料用は支援物
資の水を利用。水道水は徐々に元に戻り、1ヵ月後の水質検査後から飲料可能となる。施設長が駐車場に書いた
「SOS・米・保存食」が TVで放映され、さらに SNSを活用することにより、支援物資が大量に集まる。同法人
が運営する小規模多機能居宅介護が半壊判定となり、小規模多機能の利用者が当該施設のリハビリ室に避難して
くる。地域交流センターを一般避難者のために開放し、要援助者を含め最大 20人が避難してくる。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 〇

非構造部材 壁にクラック
家具備品 家具移動 〇復旧 家具の転倒 〇
主要諸室 〇
受水 △泥水 △ △ △ △ △ 〇
排水 〇
受電 〇 〇 ×停電 〇
ガス × × × 〇

給水設備 〇 〇 〇 / ×停電 〇
給湯設備 〇 〇 〇 / ×停電 〇
排水設備 〇 〇 〇 / ×停電 〇
電気設備 〇 〇 〇 / ×停電 〇
照明 〇 〇 〇 / ×停電 〇

コンセント 〇 〇 〇 / ×停電 〇
通信設備 〇 〇 △ △ 〇
空調設備 〇 〇 〇 / ×停電 〇
安否確認 〇携帯電話 〇携帯電話
入所者 〇
通所者 〇
職員 △自宅が被害
応援 〇名古屋からボランティア団体

食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ＳＮＳの活用、駐車場に書いた「ＳＯＳ・保存食」により
支援物資が集まる介護医薬品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄

日用品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄

3 0 3 0 0
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特別養護老人ホーム　グリーンヒルみふね

玄関ホール（一般避難者が過ごす）施設外観

地域交流センター（避難スペースとして利用）デイサービス食堂

玄関の壁被害駐車場「ＨＥＬＰ・保存食」

届けられた支援物資※自家発電設備（屋上）

※ 施設提供
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特別養護老人ホーム　グリーンヒルみふね

１
階
平
面
図

2
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
28
日

対
応
者

総
務
部
長

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
石
井
、
濱
崎
、
太
田
、
宮
崎
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

20
00
年

定
員

50
人

併
設
施
設

２
階
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
１
階
：
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

階
数

２
階

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

現
在
廃
業
し
た
事
務
所

施
工

三
津
野
設
計

立
地
の
特
徴

山
を
切
り
開
い
て
土
地
を
造
成

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

無
(水
は
出
る
が
泥
水
)

復
旧
ま
で
の
期
間

1
ヵ
月
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
水
は
出
る
が
泥
水
。
自
然
に
元
に
戻
っ
た
。
１
ヵ
月
後
に
水
質
調
査
を
行
い
飲
料
可
能
と
な
る

・
泥
水
で
あ
っ
た
が
ト
イ
レ
に
は
使
用
。
水
が
あ
る
程
度
綺
麗
に
な
っ
た
ら
シ
ャ
ワ
ー
に
使
用

・
支
援
物
資
の
水
を
調
理
に
使
用

・
役
場
に
相
談
し
た
が
「
県
か
ら
の
指
示
が
な
い
と
渡
せ
な
い
」
と
い
わ
れ
た

・
手
を
尽
く
し
て
、
支
援
物
資
の
水
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た

電 気

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

16
日
16
時
に
復
旧

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
16
日
本
震
に
停
電
。
自
家
発
電
（
そ
ん
な
に
も
た
な
い
）

・
同
系
列
グ
ル
ー
プ
の
土
木
会
社
か
ら
建
設
用
の
発
電
機
を
借
り
る

・
ガ
ソ
リ
ン
を
買
い
に
い
く
が
、
長
蛇
の
列
。
行
政
か
ら
の
通
達
で
優
先
的
に
ガ
ソ
リ
ン
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た

・
発
電
機
が
利
用
す
る
前
に
電
気
が
復
旧
し
た
。
早
か
っ
た
。
建
設
用
発
電
機
を
使
わ
な
く
て
も
よ
か
っ
た

ガ ス

停
止
の
有
無

有
（
前
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

2、
3
日
間

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
自
動
に
停
止
。
点
検
後
に
使
用
可
能
と
な
る

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
・
本
震
：
震
度
6

被
災
判
定
損
壊
無

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
２
～
３
㎝
動
く

・
物
が
落
ち
る

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

・
入
居
者
：
被
害
な
し

・
職
員
：
自
宅
で
膝
を
骨
折

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
特
に
な
し

構
造
体
の
被
害
状
況

・
特
に
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
壁
に
ヒ
ビ
。
玄
関
の
つ
な
ぎ
目
が
剥
が
れ
そ
う
に
な
っ
た

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
ク
ロ
ス
剥
が
れ
る

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
居
室
・
食
堂
の
家
具
の
転
倒
お
よ
び
事
前
の
家
具
固
定
の
有
無
：
家
具
の
固
定
な
し

・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
移
動

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
特
に
な
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水

給
水
方
式

受
水
槽
は
な
く
直
結

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

－

被
害
状
況
・
対
応

・
泥
水
。
自
然
に
元
に
戻
っ
た
。
１
ヵ
月
後
に
水
質
調
査
を
行
い
飲
料
可
能
と
な
る

給
湯

ガ
ス

被
害
状
況
・
対
応

・
自
動
に
停
止
。
点
検
後
に
使
用
可
能
と
な
る

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

・
被
害
無
し

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

屋
上
(3
階
)

消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
作
動
の
み
）　

非
常
用
発
電

据
え
置
き
式

非
常
用
電
源
設
置
場
所

3
階

被
害
状
況

・
電
気
の
復
旧
が
早
く
、
す
こ
し
の
間
だ
け
発
電
機
を
使
用

空 調 設 備

空
調
方
式

個
別
空
調

熱
源

電
気

被
害
状
況

・
電
気
の
復
旧
後
動
く
。
気
候
が
よ
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
4
月
14
日
は
電
話
が
つ
な
が
り
集
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
4
月
16
日
か
ら
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
っ

た
。
SN
S（
fa
ce
bo
ok
)で
物
資
不
足
を
発
信
し
た
途
端
、
一
気
に
物
資
提
供
が
あ
っ
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
気
復
旧
後
動
く

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
停
止
。
電
気
の
復
旧
後
は
動
い
た
が
、
点
検
が
く
る
ま
で
ベ
ッ
ト
の
移
動
な
ど
最
小
限
利
用
に
止
め
た
。

・
一
ヶ
月
間
は
停
止

リ
フ
ト

・
停
止
。
電
気
復
旧
後
稼
働

（
階
段
）

・
被
害
無
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

受
け
て
い
な
い

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
開
放
。
一
般
避
難
者
が
集
ま
る
。
場
所
の
み
提
供
し
食
事
等
は
提
供
し
て

い
な
い

・
高
齢
者
に
対
し
て
、
普
段
か
ら
災
害
（
台
風
な
ど
）
の
時
は
ケ
ア
マ
ネ
が
当
該
施
設
に
避
難
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
た

・
最
大
で
20
人
(要
援
護
者
を
含
む
)が
避
難
。
1
ヵ
月
以
内
に
退
去
。
例
）
息
子
は
車
中
泊
。
高

齢
の
両
親
は
施
設
で
寝
る

・
FA
X
で
支
援
者
派
遣
要
請
が
あ
っ
た
が
、特
に
し
て
い
な
い
。直
接
施
設
に
訪
ね
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
（
N
PO
）
も
い
た

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
前
震
後
3
日
間
：
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
一
般
避
難
者
の
受
け
入
れ
場
所
と
し
て
利
用

・
リ
ハ
ビ
リ
室
を
同
法
人
の
小
規
模
多
機
能
施
設
(全
壊
)の
利
用
者
の
避
難
場
所
と
し
て
利
用
→
現

在
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
。
ベ
ッ
ト
も
小
規
模
多
機
能
か
ら
持
っ
て
き
た

・
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
が
大
き
い

1
週
間
以
降

・
7
日
間
：
ゴ
ミ
な
ど
は
業
者
が
く
る
ま
で
貯
め
て
い
た
。
処
理
に
困
る
ほ
ど
で
は
な
い

・
1
ヵ
月
後
：
特
に
様
態
が
変
化
し
た
入
居
者
は
い
な
い

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
同
法
人
小
規
模
多
機
能
施
設
が
被
災
し
て
い
る
。
中
学
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
こ
と
が

障
害
と
な
り
、
罹
災
証
明
が
で
な
い
。
建
替
え
も
で
き
な
い
。
修
復
し
て
使
う
か
も
し
れ
な
い

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

・
4
月
14
日
：
夜
勤
3
人
＋
勉
強
会
後
に
発
災
し
た
の
で
、
職
員
が
数
人
残
っ
て
い
た

・
4
月
15
日
：
通
常
勤
務
で
対
応

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
14
日
：
特
に
被
害
な
し

ス
タ
ッ
フ

・
14
日
：
職
員
の
勉
強
会
が
あ
っ
た
。
総
務
部
長
は
帰
宅
。
本
震
と
認
識
。
特
に
被
害
無
し

・
15
日
：
通
常
出
勤
。
地
震
の
片
付
け

前
震
後
の
状
況

・
14
日
：
特
に
被
害
無
し

本
震
時
の
職
員
配
置

・
4
月
16
日
夜
勤
3
人

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
16
日
：
本
震
直
後
は
驚
い
て
起
き
た
が
、
後
は
居
室
で
就
寝

ス
タ
ッ
フ

・
16
日
：
本
震
直
後
は
固
定
電
話
が
繋
が
ら
な
い
。
家
具
が
倒
れ
る
。
3
人
の
夜
勤
し
か
い
な
い
。

停
電
→
自
家
発
電

・
全
壊
し
た
入
居
者
の
自
宅
が
あ
っ
た
。
施
設
近
郊
に
住
む
職
員
が
集
ま
る
。
職
員
90
人
（
併
設
施

設
・
同
法
人
施
設
も
含
め
）
の
う
ち
、
10
人
程
度
は
自
宅
が
半
壊
。
職
員
1
人
が
自
宅
で
膝
を
骨
折

・
本
震
後
3
日
間
：
ス
タ
ッ
フ
数
名
は
自
宅
だ
と
不
安
な
の
で
、
家
族
で
施
設
に
寝
泊
ま
り
し
て
い

た

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
名
古
屋
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
バ
ス
で
来
た
。
隣
の
温
泉
施
設
の
駐
車
場
を
拠
点
に
益
城
町

の
支
援
を
し
て
い
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
特
養
・
G
H
・
小
規
模
多
機
能
の
蓄
え
し
か
な
い
(3
日
間
程
度
)

・
水
が
不
足
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
近
所
の
湧
水
ま
で
汲
み
に
い
っ
た

医
薬
品

不
足
は
な
か
っ
た

介
護
用
品

・
支
援
物
資
が
大
量
に
届
く
。
他
の
施
設
に
も
配
る

日
用
品

・
支
援
物
資
が
大
量
に
届
く
。
他
の
施
設
に
も
配
る

そ
の
他

・
施
設
長
が
駐
車
場
に
ラ
ッ
カ
ー
で
「
SO
S・
米
・
保
存
食
」
→
自
衛
隊
に
伝
わ
る
→
東
京
の
キ
ー
局
で
放
送
→
支
援
物

資
が
届
く
よ
う
に
な
る
。

・
施
設
長
が
現
状
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
の
せ
る
→
支
援
物
資
と
支
援
者
が
集
ま
る
。
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
ま
で
届
く
。

今
で
も
余
っ
て
い
る
。
屋
上
に
上
が
る
階
段
に
保
管

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
同
法
人
の
小
規
模
多
機
能
（
廃
校
に
な
っ
た
学
校
利
用
）
が
被
災
し
、
避
難
し
て
く
る

・
同
系
列
グ
ル
ー
プ
の
土
木
会
社
か
ら
建
設
用
の
発
電
機
を
借
り
る
が
使
用
し
て
い
な
い

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
N
PO
に
よ
る
炊
き
出
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
た

・
名
古
屋
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
バ
ス
で
来
た
。
隣
の
温
泉
施
設
の
駐
車
場
を
拠
点
に
益
城
町
の
支
援
を
し
て
い
た

医
療
機
関
と
の
連
携
・
特
に
な
し

行
政
と
の
連
携

・
町
役
場
に
水
を
も
ら
い
に
行
っ
て
も
、「
1
人
1
本
と
県
で
決
め
ら
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た

・
役
場
に
支
援
を
求
め
た
が
、
国
の
指
示
が
な
い
と
動
い
て
く
れ
な
い

情
報
共
有
手
段

・
4
月
14
日
は
電
話
が
つ
な
が
り
集
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
4
月
16
日
か
ら
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
っ
た
。
SN
S

（
fa
ce
bo
ok
)で
物
資
不
足
を
発
信
し
た
途
端
、
一
気
に
物
資
提
供
が
あ
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
特
に
備
蓄
と
い
う
感
覚
で
は
な
い
。
ス
ト
ッ
ク
。
利
用
者
の
分
は
足
り
た

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
水
を
備
蓄
し
と
く
べ
き

・
ま
ず
備
蓄
ス
ペ
ー
ス
か
ら
考
え
る

1
ヶ
月
分

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

法
定
訓
練
の
み
実
施

今
後
の
 

避
難
訓
練

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
今
回
は
施
設
ま
で
の
道
路
の
被
害
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
、
物
流
が
止
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
後
は
物
流
が
止
ま
る
こ
と
も
想
定
し
て
備
蓄
し

て
お
く
必
要
性
を
感
じ
た
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熊本県上益城郡甲佐町

認知症高齢者グループホーム15 ＧＨせせらぎ

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県上益城郡甲佐町の田園地帯に立地する木造 2階の認知症高齢者グループホーム。既存建物を改修して使
用。定員 3人の共同利用型デイサービスが併設されている。前震・本震ともに震度 6。利用者、職員に人的被害
はないが、職員総数90人のうち自宅が半壊した職員が10人以上おり、熊本市内在住の職員のうち4～5人が離職。
　建物の被害は、瓦の落下による雨漏り、外壁の一部が剥がれ落ちる等、建物は赤紙 ( 立ち入り禁止 ) 判定となっ
た。ライフラインの被害状況は、水は前震から断水し近隣にすんでいる職員の自宅から水を運んだ。電気は止ま
らなかったが、漏電防止のため自主的に停止する。漏電が修理されたのは 7月中旬。浄化槽の破損により、トイ
レが 2週間トイレが使用禁止となり、災害用のトイレを使う。
　前震後、近所の住民や区長の勧めで公民館 ( 避難所ではない ) に避難する。公民館で一晩過ごし、15日にヒラ
ハタふれあいセンターに移動。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 〇

非構造部材 ×
家具備品 × ○ × ○
主要諸室 〇
受水 × × × × × × 〇 2週間後
排水 × × × × ○
受電 △漏電 △ △ △ △ △ △ ○ 7月上旬
ガス ○
給水設備 × × × × × × ○
給湯設備 × × × × × × ○
排水設備 × × × × × × ○
電気設備 △ △ △ △ △ △ △ ○ 7月上旬
照明 △ △ △ △ △ △ △ ○ 7月上旬

コンセント △ △ △ △ △ △ △ ○ 7月上旬
通信設備 〇
空調設備 △ △ △ △ △ △ △ ○ 7月上旬
安否確認 〇
入所者 〇
通所者 〇
職員 〇
応援 DCAT、日本ホスピス等の支援が入る
食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○買い出し
介護医薬品 〇備蓄
日用品 〇備蓄

3 0 3 0 0
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デイサービス（避難者の受け入れスペース）施設外観（屋根の修理中）

天井のクロスが剥がれる天井の被害

風呂の被害スタッフルーム

支援物資縁側（雨漏れにより天井の一部が剥がれる）
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１
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
29
日

対
応
者

計
画
作
成
担
当
者
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
上
田
、
山
口
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
設
年

19
99
年
8
月

定
員

9
人

併
設
施
設

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
3
人
（
共
同
利
用
型
）

・
別
敷
地
に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
定
員
10
人
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営

階
数

２
階

構
造
種
別

木
造
（
築
４
０
年
）
一
部
増
築

設
計

施
工

立
地
の
特
徴

田
園
地
帯
の
中
に
あ
る
集
落
に
建
つ
。

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

有
復
旧
ま
で
の
期
間

2
週
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
近
隣
に
住
ん
で
る
職
員
の
自
宅
か
ら
水
を
運
ん
で
く
る

・
6
月
中
は
、
入
居
者
の
お
風
呂
は
週
１
回
に
し
た

電 気

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

ー

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
漏
電
の
た
め
電
気
は
自
主
的
に
止
め
る
。
そ
の
後
、
建
物
の
半
分
が
漏
電
と
分
か
り
半
分
の
み
止
め
る
。

漏
電
を
修
理
し
た
の
は
７
月
上
旬
。
地
域
で
の
停
電
は
な
か
っ
た

ガ ス

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

ー
ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

震
度
6

被
災
判
定
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
：
半
壊

小
規
模
多
機
能
（
別
敷
地
）：
一
部
半
壊
、
異
議
申
し
立

て
中
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
別
敷
地
）：
一
部
損
傷

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

体
感
的
に
は
震
度
6
以
上
に
感
じ
た

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

入
居
者
：
人
的
被
害
な
し

職
員
　
：
大
規
模
半
壊
10
人
以
上
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
職
員
１
人
は
自
身
の
被
災
に
よ
り
勤
務
不
能
、

熊
本
市
内
住
ん
で
い
る
4
～
5
人
が
離
職

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

構
造
体
の
被
害
状
況

・
構
造
体
の
著
し
い
被
害
は
な
し

・
2
～
3
年
前
に
耐
震
補
強
工
事
済
み

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
瓦
の
落
下
、
外
壁
の
一
部
が
剥
が
れ
落
ち
る
。
外
構
の
塀
が
転
倒

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

・
瓦
が
落
下
し
た
こ
と
に
よ
る
雨
漏
り
が
あ
り
、
縁
側
部
分
の
天
井
が
落
下

・
内
壁
の
一
部
が
剥
が
れ
落
ち
る

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
事
務
室
、
食
堂
の
家
具
が
倒
壊

・
家
具
の
地
震
対
策
は
し
て
お
ら
ず
家
具
が
倒
れ
る
も
の
の
、
家
具
転
倒
に
よ
る
入
居
者
へ
の
被
害
は

な
か
っ
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

建
物
は
赤
紙
（
立
ち
入
り
禁
止
）
判
定

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水

給
水
方
式

水
道
直
結
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

未
設
置

被
害
状
況
・
対
応

被
害
な
し

給
湯

熱
源
：
電
気

被
害
状
況
・
対
応

排
水

浄
化
槽

被
害
状
況
・
対
応

・
浄
化
槽
が
破
損
し
た
た
め
２
週
間
は
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
な
か
っ
た

・
ト
イ
レ
は
災
害
用
の
ト
イ
レ
を
使
う

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

無
消
防
用
非
常
用
電
源

有
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
作
動
の
み
）

非
常
用
発
電

無
非
常
用
電
源
設
置
場
所

―

被
害
状
況

空 調 設 備

空
調
方
式

エ
ア
コ
ン

熱
源

電
気

被
害
状
況

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
話
は
通
じ
て
い
た
。
前
震
、
本
震
の
時
は
家
族
か
ら
の
安
否
確
認
の
電
話
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
。

電
話
へ
の
対
応
が
大
変
だ
っ
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

・
LI
N
E
の
グ
ル
ー
プ
を
職
員
間
で
作
っ
て
い
た
。
連
絡
は
LI
N
E
を
使
う

・
不
足
し
て
い
る
物
資
な
ど
の
情
報
は
Fa
ce
bo
ok
に
掲
載
し
、
支
援
物
資
の
依
頼
を
呼
び
掛
け
た

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

未
設
置

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

・
太
陽
熱
給
湯
を
設
置
（
暑
い
季
節
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
効
果
的
で
は
な
か
っ
た
）
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
な
い

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ロ
ア
で
10
人
以
上
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
た

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
運
営
し
て
い
た
が
、
送
迎
は
出
来
て
い
な
か
っ
た

・
6
月
中
旬
ま
で
自
宅
が
倒
壊
し
た
認
知
症
の
ご
夫
婦
（
2
人
）
と
介
護
負
担
の
大
き
い
人
1
人
を
受

入
れ
る
。
現
在
（
調
査
時
）、
認
知
症
の
ご
夫
婦
は
仮
設
住
宅
に
移
動
し
、
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て
い

る
。
介
護
負
担
の
大
き
い
1
人
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
と
な
っ
た

・
福
祉
避
難
所
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
を
町
に
依
頼
し
た
が
で
き
な
か
っ
た

1
週
間
以
降

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

法
人
内
の
事
業
所
の
状
況

・
ほ
た
る
（
小
規
模
多
機
能
）：
地
域
の
避
難
所
と
し
て
地
域
を
引
っ
張
っ
て
い
る

・
ふ
く
ろ
う
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）：
建
物
が
危
険
と
判
定
さ
れ
建
物
に
入
れ
な
か
っ
た
。
せ
せ
ら
ぎ

が
日
避
難
所
に
い
る
間
は
、
有
料
の
入
居
者
が
せ
せ
ら
ぎ
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
他
の
施
設

に
も
何
日
間
は
世
話
に
な
っ
て
い
る

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
１
人
、
宿
直
１
人
、
入
居
者
９
人
が
宿
泊

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
一
度
外
に
出
る
が
瓦
が
庭
に
落
ち
て
お
り
、
外
は
寒
い
た
め
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
部
屋
に
移
動

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
木
造
だ
が
新
し
い
増
築
部
分
の
た
め
無
事
で
あ
っ
た

・
近
所
の
人
や
、
区
長
さ
ん
が
確
認
に
来
て
く
れ
る

・
公
民
館
に
避
難
し
た
方
が
よ
い
と
い
わ
れ
、
消
防
団
の
人
が
担
い
で
車
で
公
民
館
（
避
難
所
で
は

な
い
）
に
誘
導
し
て
く
れ
る

・
そ
の
晩
は
公
民
館
に
泊
ま
る

ス
タ
ッ
フ

・
管
理
者
は
研
修
で
海
外
出
張
中
（
台
湾
）。
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
施
設
管
理
者
に
電
話
す
る

・
熊
本
市
内
の
職
員
（
男
性
）
が
駆
け
つ
け
る

前
震
後
の
状
況

・
避
難
所
で
一
晩
過
ご
し
、「
い
っ
た
ん
帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

戻
り
、
瓦
や
ガ
ラ
ス
を
片
付
け
る

・
余
震
が
続
い
て
い
た
た
め
15
日
の
16
時
に
シ
ラ
ハ
タ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
木
造
）
へ
避
難
。

別
の
事
業
所
の
人
も
手
伝
っ
て
く
れ
る

本
震
時
の
職
員
配
置

夜
勤
の
職
員
2
人
が
避
難
所
に
帯
同

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
本
震
発
生
時
に
地
域
の
人
は
外
に
逃
げ
た
が
、
高
齢
者
を
連
れ
て
逃
げ
る
事
が
で
き
な
い
た
め
、

夜
勤
２
人
で
入
居
者
に
毛
布
を
か
ぶ
せ
て
地
震
時
は
耐
え
た
。「
こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
」

ス
タ
ッ
フ

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
本
震
以
降
は
約
1週
間
、避
難
所
で
生
活
す
る
。避
難
所
で
は
、職
員
2人
が
1チ
ー
ム
と
な
り
3チ
ー

ム
体
制
で
対
応
（
職
員
は
全
員
で
9
人
）

・
1
チ
ー
ム
の
勤
務
は
24
時
間
対
応
と
し
、
24
時
間
働
い
て
2
日
間
休
む
シ
フ
ト
で
対
応
し
た

・
管
理
者
は
10
日
間
続
け
て
避
難
所
に
泊
ま
る

・
避
難
所
で
生
活
し
な
が
ら
地
域
の
人
の
炊
き
出
し
を
行
う

・
入
居
者
は
避
難
所
で
も
落
ち
着
い
て
い
た
。集
ま
っ
て
寝
て
い
た
の
で
安
心
し
て
い
た
。肝
が
据
わ
っ

て
い
た
。
多
く
の
高
齢
者
が
戦
争
体
験
者
で
あ
り
周
り
に
常
に
人
が
い
る
た
め
い
つ
も
よ
り
落
ち
着

い
て
い
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
避
難
所
で
は
体
を
動
か
さ
な
い
た
め
歩
行
状
態
が
悪
く
な
る
人
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、
避
難
所

か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
戻
る
事
に
し
た
（
赤
紙
判
定
で
あ
っ
た
が
）

・
避
難
所
で
は
お
風
呂
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
清
拭
で
対
応
。
6
月
一
杯
は
雨
が
多
く
、
漏
電
た
め
風

呂
に
入
れ
な
か
っ
た

・
せ
せ
ら
ぎ
が
避
難
所
に
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
5
～
６
人
の
地
元
の
高
齢
者
が
避
難
所
に
来
る
。

家
族
は
日
中
は
が
れ
き
の
撤
去
に
行
く
た
め
、
高
齢
者
の
世
話
が
で
き
な
い
た
め
。
認
知
症
の
人
や
、

「
家
と
一
緒
に
死
に
た
い
」
と
い
っ
て
避
難
し
な
い
人
を
見
て
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
る

・
せ
せ
ら
ぎ
は
「
日
中
何
し
て
い
る
の
？
」
な
ど
の
う
わ
さ
が
あ
り
、
居
づ
ら
く
な
っ
た
た
め
避
難

所
か
ら
離
れ
た
。
せ
せ
ら
ぎ
が
避
難
所
か
ら
離
れ
た
後
は
、
炊
き
出
し
な
ど
も
貧
し
く
な
り
、
地
域

の
人
も
ド
ン
ド
ン
退
去
し
て
い
っ
た
。
も
う
少
し
避
難
所
で
頑
張
れ
ば
よ
か
っ
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
別
敷
地
に
あ
る
小
規
模
多
機
能
（
ほ
た
る
）
の
職
員
が
八
代
ま
で
買
い
出
し
に
行
き
物
資
を
確
保

・
fa
ce
bo
ok
で
呼
び
か
け
、
物
資
を
送
っ
て
も
ら
う

・
全
国
か
ら
届
い
た
物
資
は
地
域
の
人
に
も
分
け
る

医
薬
品

介
護
用
品

日
用
品

そ
の
他

・
施
設
管
理
者
が
熊
本
県
の
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
会
の
代
表
を
務
め
る

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
会
の
代
表
と
い
う
立
場
か
ら
避
難
物
資
の
手
配
を
行
う
。
避
難
物
資
を
分
配
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
し
て
い
た

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

・
別
敷
地
に
あ
る
小
規
模
多
機
能
（
ほ
た
る
）
の
職
員
が
八
代
ま
で
物
資
の
買
い
出
し
を
行
っ
た

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
が
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
間
、
被
災
し
た
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
避
難
場
所
と
し
て
使
っ

て
い
た

他
施
設
か
ら
の
支
援
・
D
CA
T、
日
本
ホ
ス
ピ
ス
か
ら
の
支
援
が
入
る
。
毎
回
、１
～
2
人
の
支
援
者
が
入
る
。
派
遣
の
期
限
は
7
月
10
日
ま
で
。

8
月
か
ら
は
過
去
に
支
援
に
入
っ
て
く
れ
て
い
た
人
が
再
び
き
て
く
れ
て
支
援
し
て
く
れ
る
。
東
北
や
神
戸
か
ら
来
た
人

は
意
図
が
伝
わ
り
や
す
か
っ
た

医
療
機
関
と
の
連
携

行
政
と
の
連
携

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
会
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
す
ぐ
に
あ
っ
た
。
県
か
ら
の
被
害
状
況
の
確
認
は
来
て
い
る

・
運
営
推
進
会
議
を
5
月
に
開
催
。
そ
の
時
に
行
政
の
人
に
施
設
を
見
て
も
ら
う

情
報
共
有
手
段

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
用
意
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
が
、
用
意
し
て
い
な
か
っ
た
。
田
園
地
帯
の
た
め
米
と
野
菜
は
ど
う
に
か

な
る
と
思
っ
て
い
た

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
あ
る
た
め
日
頃
か
ら
多
め
に
備
蓄
は
し
て
あ
っ
た
（
2
～
3
日
分
）

日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
非
常
食
を
用
意
し
て
い
く
。東
日
本
大
震
災
の
後
に
つ
く
ら
れ
た
お
助
け
BO
X
を
5
か
ら
6
個
用
意
し
た
い
。

日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

半
年
１
回

備
考

火
災
を
想
定
し
た
訓
練
は
年
に
2
回
行
っ
て
い
た
。
火
災
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た

今
後
の
 

避
難
訓
練

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
G
H
連
絡
会
が
近
隣
の
G
H
へ
の
物
資
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た

・
避
難
所
カ
フ
ェ
、、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
う
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熊本県宇城市

認知症高齢者グループホーム16 ＧＨ誉ヶ丘

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県宇城市にある認知症高齢者グループホーム。木造平屋建て、定員は１８人。
　震度３以上の余震回数が最も多かった地域。元々畑であった土地を盛造して建設。建物周辺で崖崩れが発生し
たが、当施設は周辺より比較的良質な地盤であったため大きな被害は免れる。近隣８軒も全て地盤被害はなし。
構造体の被害はなく、屋根の一部に損傷が見られる程度。余震により柱やクロスに亀裂が発生。何カ所かのトイ
レの扉が開きにくくなった。事務所にある家財は全て転倒。地震後に発生した大雨による被害も合わせると被害
総額は数百万円となる。水は地下水を使用していたため、震災後に泥水状態となり約二週間使用不可となった。
　地震後は居室で待機。職員は各居室の見回りと水の確保を行った。福祉避難所の指定を受けていないが、高齢
者を問わず近隣住民、職員の家族を受入れた。受け入れは余震が落ち着いた５月初旬まで継続した。
　震災の教訓は、連絡網・マニュアルを作成し避難場所の位置と移動手段を明確にしておくことである。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○

非構造部材 ○ ○
家具備品 家具の転倒 家具の転倒
主要諸室 ○ ○
受水 × × × × × × ○ 2週間後
排水 ○ ○
受電 ○ ○
ガス ○ ○
給水設備 ○ ○
給湯設備 ○ ○
排水設備 ○ ○
電気設備
照明

コンセント
通信設備 × ○
空調設備 ○ ○
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者
職員 △自宅の倒壊により職員２人が出勤困難になった
応援
食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄
介護医薬品 △備蓄
日用品 △備蓄

3 0 3 0 0
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屋外　屋根の一部がめくれる施設外観

事務所　内部（避難場所として利用）室外機

リビング　内部リビング　天井

居室　地震後横向けに倒した家具浴室（床下に水漏れ）
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調
査
日
時

20
16
年
7
月
28
日

対
応
者

管
理
者

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
山
口
、
上
田
、
中
嶋
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
設
年

20
05
年

定
員

２
ユ
ニ
ッ
ト
１
８
人

併
設
施
設

な
し

階
数

平
屋

構
造
種
別

木
造

設
計

司
隆
建
設

施
工

司
隆
建
設

立
地
の
特
徴

震
度
３
以
上
の
回
数
が
最
も
多
か
っ
た
地
域
。
元
々
畑
で
あ
っ
た
土
地
を
盛
造
し
て
建
設
し
た
。

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

無
（
停
止
で
は
な
い
が
使
用
不
可
の
状
態
）

復
旧
ま
で
の
期
間

約
14
日
間

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

･
地
下
水
を
使
用
し
て
い
た

･
震
災
後
に
泥
水
状
態
と
な
り
使
用
不
可
と
な
る

･
近
所
の
工
場
か
ら
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
を
頂
い
て
対
応
し
た

･
１
６
日
の
朝
に
は
綺
麗
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
本
震
に
よ
り
悪
化
し
た

･
地
震
後
約
一
週
間
で
き
れ
い
に
な
っ
た
が
実
際
に
使
用
再
開
し
た
の
は
二
週
間
後
で
あ
る

・
生
活
用
水
は
地
下
水
を
使
用
し
て
い
た

電 気

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

―

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

ガ ス

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

―
ガ
ス
の
種
類

事
務
所
：
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
　
　
　
そ
の
他
：
灯
油

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
６
弱
　
本
震
：
６
強

被
災
判
定
無
（
地
震
保
険
上
で
は
一
部
損
壊
）

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

・
入
居
者
、
職
員
と
も
に
人
的
被
害
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

･
建
物
周
辺
崖
崩
れ
が
発
生
。
液
状
化
現
象
は
起
こ
ら
な
か
っ
た

･
周
囲
と
比
べ
て
良
質
な
地
盤
で
あ
っ
た
た
め
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た

･
近
隣
の
８
軒
も
全
て
被
害
な
し

構
造
体
の
被
害
状
況

被
害
な
し

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

･
屋
根
一
部
に
損
傷
が
見
ら
れ
る

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

･
余
震
に
よ
り
柱
・
ク
ロ
ス
に
亀
裂
が
発
生
し
た

･
何
カ
所
か
の
ト
イ
レ
の
扉
が
開
き
に
く
く
な
っ
た

･
風
呂
場
の
ひ
び
割
れ
、
床
下
を
開
け
る
と
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

･
事
務
所
に
あ
る
家
具
は
全
て
転
倒
。
転
倒
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
が
故
障
(大
雨
に
よ
る
自
動
火

災
報
知
機
の
故
障
も
含
め
る
と
被
害
総
額
数
百
万
円
)

･
前
震
で
は
居
室
の
家
具
は
倒
れ
な
か
っ
た
が
、
前
震
後
棚
の
高
さ
を
２
段
か
ら
１
段
に
低
く
し
た

･1
5
日
の
揺
れ
で
水
屋
が
転
倒
し
、
茶
碗
類
は
全
て
破
損
。
揺
れ
方
向
の
北
側
へ
倒
れ
た

･
震
災
前
に
突
っ
張
り
棒
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策
は
し
て
い
な
か
っ
た

･
家
具
に
関
し
て
は
地
震
保
険
が
適
用
さ
れ
た

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

な
し

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

市
水

給
水
方
式

水
道
直
結
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

被
害
状
況
・
対
応

給
湯

太
陽
熱
利
用
給
湯
方
式

被
害
状
況
・
対
応

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

被
害
な
し

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

消
防
用
非
常
用
電
源

非
常
用
発
電

無
非
常
用
電
源
設
置
場
所

―

被
害
状
況

・
乾
式
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
誤
作
動
は
な
か
っ
た
が
何
カ
所
か
の
ヘ
ッ
ド
が
落
下
し
た

空 調 設 備

空
調
方
式

個
別
方
式

熱
源

電
気

被
害
状
況

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

・
電
話
は
１
４
日
は
使
用
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
が
１
５
日
朝
か
ら
使
用
可
能
と
な
っ
た

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

平
屋
建
て
の
た
め
未
設
置

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

無
し

１
階
平
面
図
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

指
定
を
受
け
て
い
な
い

受
入
れ
場
所

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
２
日
目
以
降
、
年
齢
を
問
わ
ず
近
所
の
人
や
ス
タ
ッ
フ
の
家
族
を
事
務
所
で
受
け
入
れ
た

（
多
い
時
で
約
５
０
人
）

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

1
週
間
以
降

・
余
震
が
落
ち
着
い
た
５
月
初
旬
ま
で
受
け
入
れ
を
続
け
た

・
２
階
で
過
ご
し
て
い
た
１
家
族
が
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
が
決
ま
り
、
最
後
の
受
け
入
れ
者
は
６
月

に
退
居
し
た

・
震
災
後
１
、
２
か
月
は
夜
に
余
震
が
起
こ
る
と
眠
れ
な
い
入
居
者
も
い
た

・
５
月
末
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
っ
て
い
た
入
居
者
１
人
が
吐
血
に
よ
り
亡
く
な
っ
た

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

・
１
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
き
１
人
体
制
、
２
人
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
た

（
前
震
発
生
後
約
４
０
分
間
は
職
員
２
人
で
対
応
）

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
地
震
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
入
居
者
は
１
、
２
人
程
度
と
少
な
く
、
地
震
発
生
直
後

も
ほ
と
ん
ど
が
落
ち
着
い
て
就
寝
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た

ス
タ
ッ
フ

・
近
所
の
方
、
施
設
の
隣
に
住
ん
で
い
る
看
護
師
が
心
配
し
て
状
況
を
み
に
き
た

・
２
２
時
半
ご
ろ
に
４
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
到
着
し
６
人
体
制
に
な
る

・
通
れ
な
い
道
の
影
響
も
あ
り
到
着
ま
で
に
４
０
分
程
度
か
か
っ
た

・
2
段
の
家
具
の
上
段
を
下
に
お
ろ
し
た
。
そ
の
後
夜
勤
を
含
め
４
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
残
り
、
見
回
り

を
行
っ
た

・
避
難
の
た
め
に
車
を
準
備
し
て
い
た
が
、
地
盤
の
被
害
が
な
い
た
め
、
部
屋
の
方
が
安
全
で
あ
る

と
判
断
し
そ
れ
ぞ
れ
の
居
室
で
過
ご
す
こ
と
を
決
定
し
た

前
震
後
の
状
況

・
各
居
室
の
見
回
り
、
水
の
確
保
を
行
っ
た

本
震
時
の
職
員
配
置

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

ス
タ
ッ
フ

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
避
難
し
て
き
た
近
所
の
人
に
食
事
（
お
に
ぎ
り
、
み
そ
汁
）
を
提
供
し
た

・
受
け
入
れ
た
方
々
が
施
設
内
の
片
づ
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
た
め
片
づ
け
を
早
く
済
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
た

・
避
難
し
て
き
た
住
民
は
施
設
の
廊
下
や
事
務
所
に
畳
を
敷
い
て
就
寝

・
自
宅
に
近
く
昼
間
に
帰
れ
る
と
い
う
理
由
か
ら
近
所
の
人
が
多
く
避
難
し
て
き
た

・
職
員
の
子
ど
も
も
利
用

・
未
指
定
の
避
難
所
の
よ
う
な
状
態
と
な
る

・
３
、
４
人
の
入
居
者
は
幻
覚
や
幻
聴
の
症
状
が
み
ら
れ
認
知
症
が
進
ん
だ
状
態
と
な
っ
た
が
常
に

寄
り
添
う
ケ
ア
を
行
っ
た

・
地
震
発
生
直
後
は
通
常
よ
り
通
勤
に
１
時
間
程
度
遅
れ
る
状
況
で
あ
っ
た

・
全
職
員
１
８
人
の
う
ち
自
宅
が
倒
壊
し
た
人
が
１
人
、
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
が
損
壊
し
た
人
が
１
人

の
計
２
人
の
職
員
が
勤
務
不
可
能
と
な
っ
た

・
GH
協
会
か
ら
外
部
支
援
の
話
が
来
た
が
、
物
資
、
人
と
も
に
自
施
設
で
対
応
で
き
て
い
た
た
め
断
っ
た

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
勤
務
不
可
能
と
な
っ
た
職
員
２
人
を
補
充
す
る
た
め
に
当
初
は
県
外
の
県
社
協
か
ら
の
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
対
応
し
て
い
た
が
、
６
月
末
か
ら
派
遣
職
員
を
採
用
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
施
設
内
で
日
常
的
に
運
営
上
確
保
し
て
い
る
食
糧
を
集
め
る
と
約
３
日
分
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
た
（
冷
蔵
庫
、
冷

凍
庫
全
て
合
わ
せ
る
と
６
台
程
度
）

・
１
年
分
の
米
を
米
用
冷
蔵
庫
に
備
蓄
し
て
い
た

・
周
辺
が
畑
で
あ
る
た
め
食
糧
は
農
家
か
ら
比
較
的
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

・
３
日
目
以
降
は
隣
接
す
る
ア
グ
リ
パ
ー
ク
が
再
開
し
野
菜
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

・
そ
の
後
ス
ー
パ
ー
が
再
開
し
始
め
た

医
薬
品

不
足
は
な
か
っ
た

介
護
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

日
用
品

不
足
は
な
か
っ
た

そ
の
他

・
お
風
呂
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
体
を
拭
く
こ
と
の
で
き
る
も
の
、
歯
磨
き

等
は
き
ち
ん
と
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

他
施
設
か
ら
の
支
援

医
療
機
関
と
の
連
携

行
政
と
の
連
携

・
な
し
（
パ
ソ
コ
ン
が
故
障
し
て
い
た
た
め
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
て
も
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
）

情
報
共
有
手
段

・
避
難
所
と
し
て
開
放
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
近
隣
の
方
へ
の
情
報
提
供
手
段
は
主
に
口
コ
ミ
で
行
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
平
常
時
に
確
保
し
て
い
る
食
糧
、
介
護
用
品
、
日
用
品

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
日
用
品
全
般

・
食
糧
は
近
く
が
農
家
で
あ
る
た
め
困
る
こ
と
は
な
い

日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

年
2
回

備
考

火
災
の
避
難
訓
練
は
ア
グ
リ
パ
ー
ク
と
合
同
で
年
１
回
、
法
人
単
独
で
年
１
回
行
っ
て
い
る

今
後
の
 

避
難
訓
練

・
今
回
の
震
災
で
連
絡
が
上
手
く
回
ら
な
か
っ
た
反
省
か
ら
連
絡
網
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る

・
避
難
場
所
の
位
置
と
移
動
手
段
を
明
確
に
し
て
お
く

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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特別養護老人ホーム　しらぬい荘

熊本県宇城市

特別養護老人ホーム17 しらぬい荘

（左図 県内位置図、右図 建物周辺図）

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県
対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　熊本県宇城市にある特別養護老人ホーム。ショートステイ、デイサービスセンターを併設。定員は１９０人。
　約４０㎝の地盤沈下が発生し下水管が破裂する被害が発生。新館と旧館をつなぐエキスパンションジョイント
部分でひび割れが発生し復旧のめどは立っていない。支柱を立てて一時的に修復している。震災前に突っ張り棒
等の家具転倒防止を行っておらず、ロッカーやテレビが転倒。近くの墓石も転倒。壁の亀裂被害が大きかった旧
診療所、裏山周辺の部屋を使用不可とした。水、電気の停止はなかった。ガス漏れの恐れからプロパンガスの使
用を停止した。
　地震後は外へ避難せずそれぞれの居室で待機。福祉避難所の指定を受けており、３人を受け入れた。リハビリ
室にベッドを移動させるなどして受け入れ体制を整えた。
　物資の備蓄については現在のところ変更はないが、今後検討していく 。

期間 前震直後 ～本震直前 本震直後 ～ 24時間 ～ 3日 ～ 1週間 ～ 1か月 ～ 3か月
構造体 ○ ○

非構造部材 ○ ○
家具備品 家具の転倒 家具の転倒
主要諸室
受水 ○ ○
排水 ×
受電 ○ ○
ガス ○ ○ × × ○ 2,3 日後
給水設備 ○
給湯設備 ×ボイラーのオイル漏れ ○ 1週間後
排水設備 ×地盤沈下により下水管にずれが生じた
電気設備 ○ ○
照明

コンセント
通信設備 ○ ○
空調設備 ○ ○
安否確認 ○ ○
入所者 ○ ○
通所者 ○ ○
職員 ○ ○
応援
食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○支援物資
介護医薬品 ○
日用品

3 0 3 0 0
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特別養護老人ホーム　しらぬい荘

下水管のずれ施設外観

棚からの落下状況※旧館と新館を結ぶエキスパンションジョイント部の被害

支援物資※リビング　家具の転倒※

ケアハウス利用者を仏間で受け入れた時の状況※墓石の転倒※

※ 施設提供
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特別養護老人ホーム　しらぬい荘

１
階
平
面
図

調
査
日
時

20
16
年
7
月
29
日

対
応
者

事
務
長

調
査
員
名
（
※
：
記
録
者
）
佐
藤
、
太
田
、
中
嶋
※

１
）
施
設
概
要

施
設
種
別

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
年

19
66
年

定
員

19
0
人

併
設
施
設

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
定
員
20
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
定
員
40
人

階
数

4
階
、
地
下
1
階

構
造
種
別

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

設
計

施
工

立
地
の
特
徴

熊
本
県
の
中
心
に
位
置
す
る
宇
城
市
に
立
地
。
周
辺
は
田
畑
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

4）
被
害
の
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）

水

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

―

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

電 気

停
止
の
有
無

無
復
旧
ま
で
の
期
間

―

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
電
気
が
使
え
な
け
れ
ば
水
も
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
停
電
は
起
こ
ら
な

か
っ
た

ガ ス

停
止
の
有
無

有
（
本
震
時
よ
り
）

復
旧
ま
で
の
期
間

２
、
３
日
間

ガ
ス
の
種
類

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

復
旧
ま
で
の
 

対
応
・
代
替
手
段

・
ガ
ス
漏
れ
の
恐
れ
か
ら
、
本
震
後
に
業
者
に
よ
っ
て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
停
止
し
た
。

そ
の
た
め
厨
房
が
使
用
不
可
と
な
る

・
支
援
物
資
の
ア
ル
フ
ァ
化
米
で
お
に
ぎ
り
を
作
る
な
ど
し
て
ガ
ス
を
使
わ
ず
に
食
事
提
供
を
行
っ
た

２
）
主
な
被
災
状
況

当
該
地
域
の
震
度

前
震
：
６
弱
　
本
震
：
６
強

被
災
判
定
損
傷
無

地
震
の
揺
れ
の
状
況

（
前
震
・
本
震
）

人
的
な
被
災
状
況

（
ス
タ
ッ
フ
、
入
居
者
）

・
入
居
者
、
職
員
と
も
に
人
的
被
害
な
し

・
前
震
、
本
震
後
に
状
態
が
悪
く
な
っ
た
人
も
い
る
が
震
災
が
影
響
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

・
特
養
ス
タ
ッ
フ
の
自
宅
被
害
状
況
：
震
災
が
原
因
で
退
職
し
た
ス
タ
ッ
フ
な
し

3）
建
物
被
害
の
概
要

地
盤
の
被
害
状
況

（
土
砂
崩
れ
,液
状
化
）

・
約
40
㎝
の
地
盤
沈
下
が
発
生
し
下
水
管
が
破
損

・
国
道
の
擁
壁
は
昭
和
57
年
の
災
害
時
に
被
害
を
受
け
、
約
一
億
円
を
か
け
て
補
修
を
行
っ
て
い
た

そ
の
た
め
今
回
の
地
震
の
被
害
が
あ
る
程
度
抑
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

構
造
体
の
被
害
状
況

・
新
館
と
旧
館
を
つ
な
ぐ
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
で
ひ
び
割
れ
が
発
生

・
現
在
復
旧
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
支
柱
を
入
れ
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
一
時
的
に
修
復
し
て
い
る

外
装
材
の
被
害
状
況
 

（
屋
根
、
壁
）
等

・
新
館
で
は
タ
イ
ル
や
石
垣
に
何
カ
所
か
の
被
害
が
生
じ
た
が
、
大
き
な
も
の
で
は
な
い

内
装
材
の
被
害
状
況
 

（
天
井
、
壁
、
床
）
等

家
具
・
什
器
備
品
の
被
害
状
況
 

棚
、
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

・
ロ
ッ
カ
ー
や
テ
レ
ビ
が
転
倒
・
震
災
前
に
突
っ
張
り
棒
等
の
転
倒
防
止
対
策
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た

・
前
震
で
は
近
く
の
お
墓
の
墓
石
の
一
部
が
転
倒
。
本
震
で
は
全
て
が
転
倒

使
用
不
可
に
な
っ
た
部
屋

・
旧
診
療
所
は
壁
の
亀
裂
が
ひ
ど
く
、
危
険
で
あ
る
と
判
断
し
使
用
不
可
と
し
た

現
在
取
り
壊
し
を
検
討
し
て
い
る

・
裏
山
の
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
り
、
裏
山
周
辺
の
部
屋
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

【
施
設
図
】

5）
設
備
の
被
害
状
況

給 排 水 設 備

給
水

井
水

給
水
方
式

ポ
ン
プ
直
送
方
式

受
水
槽
の
位
置
・
容
量

有

被
害
状
況
・
対
応

給
湯

新
館
：
ボ
イ
ラ
ー
　
　
旧
館
：
ガ
ス
給
湯
器

被
害
状
況
・
対
応

・
ボ
イ
ラ
ー
の
オ
イ
ル
漏
れ
が
発
生
し
一
週
間
程
度
は
使
用
不
可
能
と
な
る

そ
の
間
の
一
週
間
は
お
風
呂
が
使
え
な
か
っ
た

・
お
湯
を
沸
か
す
た
め
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
あ
っ
た
。
旧
館
の
ガ
ス
給
湯
で
も
対
応
可
能
で
あ
っ
た

排
水

下
水
道

被
害
状
況
・
対
応

・
地
盤
沈
下
に
よ
り
下
水
管
に
約
４
０
㎝
の
ず
れ
が
生
じ
た

・
下
水
管
の
修
復
の
た
め
、
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
た

電 気 設 備

受
変
電
設
備
の
位
置

屋
上

消
防
用
非
常
用
電
源

非
常
用
発
電

非
常
用
電
源
設
置
場
所

屋
上

被
害
状
況

空 調 設

空
調
方
式

集
中
式

熱
源

被
害
状
況

被
害
な
し

通 信 設 備

施
設
外

（
電
話
・
通
信
設
備
等
） 

の
被
害
状
況

被
害
な
し

施
設
内
 

（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
） 

の
被
害
状
況

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

・
震
災
直
後
か
ら
強
制
停
止
と
な
り
、
業
者
が
点
検
に
来
る
ま
で
の
一
週
間
は
使
用
不
可
と
な
る

・
動
か
す
か
ど
う
か
は
施
設
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
た
結
果
、
厨
房
横
の
EV
の
み
モ
ノ
だ
け
を
乗
せ
人
を
乗

せ
な
い
こ
と
を
条
件
に
再
開
し
た

リ
フ
ト

未
設
置

（
階
段
）

被
害
な
し

そ の 他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
）、
断
熱
（
ペ

ア
サ
ッ
シ
、
高
断
熱
）
等

太
陽
光
パ
ネ
ル
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7）
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
一
定
時
間
が
経
過
し
た
後
の
対
応

福
祉
避
難
所

有
　（
受
け
て
い
る
場
合
に
は
緊
急
避
難
者
の
人
数
３
人
）

受
入
れ
場
所

リ
ハ
ビ
リ
室
、
仏
間

発
災
直
後
の
住
民
、 

避
難
者
等
の
受
入
状
況

・
前
震
、
本
震
の
翌
日
（
１
５
日
、
１
７
日
）
に
一
般
の
方
を
22
人
受
け
入
れ
た

・
同
法
人
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
を
仏
間
で
4
月
17
日
～
20
日
ま
で
受
け
入
れ
た
。（
家
族
と
一

緒
に
避
難
し
た
人
も
受
け
入
れ
た
）

・
一
般
の
方
、
要
支
援
が
必
要
な
方
や
家
族
も
一
緒
に
避
難
し
て
も
ら
い
、
夜
間
を
中
心
に
約
50
、

60
人
が
利
用
し
た

・
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
た
め
駐
車
場
で
車
中
泊
す
る
一
般
の
人
も
い
た

受
け
入
れ
者
,入
居
者
 

の
状
況（
居
場
所
の
確
保
）

1
週
間
以
内

1
週
間
以
降

併
設
事
業
の
状
況
 

（
利
用
者
へ
の
対
応
、
通
所
・
訪
問
の
継
続
・

休
止
等
）

・
約
一
週
間
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
運
営
停
止
（
ボ
イ
ラ
ー
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
）

6)
地
震
に
よ
り
揺
れ
て
い
る
最
中
、
及
び
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
対
応

前
震
時
の
職
員
配
置

・
通
常
の
夜
勤
体
制
(夜
勤
勤
務
１
１
人
、
宿
直
１
人
)

前
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

・
外
へ
は
避
難
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
室
で
過
ご
し
た

ス
タ
ッ
フ

・
震
度
５
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
近
隣
ス
タ
ッ
フ
は
施
設
に
集
ま
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て

お
り
、
近
隣
の
ス
タ
ッ
フ
約
20
人
は
徒
歩
や
自
転
車
で
施
設
に
集
ま
っ
た

・
自
宅
が
被
災
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
来
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
道
は
通
行
可
能
で
あ
っ
た

前
震
後
の
状
況

本
震
時
の
職
員
配
置

・
通
常
の
夜
勤
体
制
に
加
え
、
男
性
職
員
１
、
２
人
が
滞
在
し
て
い
た

本
震
時
、
そ
の
直
後
 

の
状
況

入
居
者

ス
タ
ッ
フ

本
震
か
ら
1
週
間
の
状
況

・
リ
ハ
ビ
リ
室
に
ベ
ッ
ド
を
移
動
さ
せ
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
被
害
が
あ
っ
た
た
め
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
を
仏
間
で
受
け
入
れ
た

・
安
全
な
部
屋
を
適
切
に
判
断
し
、
使
え
る
部
屋
に
誘
導
し
て
い
っ
た

・
下
水
管
を
修
復
す
る
２
、
３
時
間
の
た
め
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
た

・
ベ
ッ
ド
を
借
り
る
手
配
を
し
た

・
下
水
の
使
え
る
場
所
に
ベ
ッ
ド
を
移
動

・
ア
ル
フ
ァ
ー
化
米
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
提
供

本
震
か
ら
1
週
間
以
降
の
状
況

・
２
、
３
週
間
は
通
常
の
夜
勤
の
体
制
に
加
え
て
男
性
職
員
１
、
２
人
が
宿
泊
し
、
電
話
対
応
や
夜
間

の
避
難
者
の
受
け
入
れ
対
応
な
ど
を
行
っ
た

8）
物
資
の
確
保

物 資 の 確 保

食
糧
・
水

・
支
援
物
資
で
ま
か
な
っ
た

・
水
は
四
国
か
ら
、
野
菜
等
は
利
用
者
の
家
族
か
ら
届
け
ら
れ
た

・
水
も
支
援
物
資
と
し
て
届
け
ら
れ
た
が
地
下
水
が
あ
る
た
め
、
他
の
施
設
に
回
し
て
も
ら
っ
た

医
薬
品

・
不
足
し
て
困
る
状
況
に
は
な
ら
な
か
っ
た

・
併
設
の
薬
局
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
が
薬
品
の
や
り
と
り
は
な
か
っ
た

・
特
養
の
診
療
所
の
在
庫
で
対
応
し
た
。

介
護
用
品

・
オ
ム
ツ
は
普
段
か
ら
利
用
し
て
い
る
業
者
か
ら
在
庫
品
を
す
ぐ
に
届
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

・
徳
島
県
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
一
般
的
な
紙
お
む
つ
が
届
け
ら
れ
た

日
用
品

そ
の
他

・
物
資
が
届
い
た
後
の
対
応
は
空
い
て
い
る
場
所
（
玄
関
ホ
ー
ル
）
に
置
き
、
そ
の
後
落
ち
着
い
て
か
ら
大
ホ
ー
ル
へ
移

動
さ
せ
た
。
６
月
に
入
る
と
倉
庫
を
片
付
け
移
動
さ
せ
て
い
っ
た

・
酸
素
ボ
ン
ベ
の
備
蓄
が
あ
り
、
電
気
が
使
え
た
た
め
、
酸
素
が
必
要
な
入
居
者
に
も
対
応
で
き
た

9）
外
部
か
ら
の
支
援

法
人
内
で
の
連
携

他
施
設
か
ら
の
支
援

医
療
機
関
と
の
連
携
・
提
携
先
の
総
合
病
院
と
連
携
し
、
状
況
の
悪
く
な
っ
た
入
居
者
の
受
け
入
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た

行
政
と
の
連
携

情
報
共
有
手
段

・
主
に
電
話
で
対
応
し
た
。
２
、
３
日
間
は
利
用
者
の
家
族
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
で
電
話
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
の
状
況
だ
っ
た

・
一
時
的
に
電
話
が
使
用
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
が
、
LI
N
E
や
Fa
ce
bo
ok
を
使
っ
て
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
安
否
確
認
を

行
っ
た

10
）
災
害
対
策
と
そ
の
効
果

物 資 の 備 蓄

震 災 前

想
定
日
数
・
水
や
食
料
（
利
用
者
の
み
）

3
日
間

震 災 後

想
定
日
数
・
現
在
の
と
こ
ろ
震
災
前
か
ら
の
変
更
は
な
い

・
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
今
後
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る

3
日
間

避
難
訓
練
の
 

実
施
状
況
 

（
震
災
前
）

想
定
規
模

単
体
施
設
災
害
・
事
故

想
定
災
害

火
災
　

訓
練
頻
度

年
2
回

備
考

・
火
災
と
避
難
誘
導
の
訓
練
を
年
に
２
回
実
施
し
て
い
た

・
入
居
者
の
搬
送
訓
練
の
実
績
あ
り

・
土
砂
災
害
や
地
震
の
訓
練
を
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
震
災
前
か
ら
防
災
対
策
委
員
会
で
課
題
と
さ
れ
て
き

た
が
実
際
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た

今
後
の
 

避
難
訓
練

11
）
復
旧
か
ら
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
の
課
題
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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